
目

次

序
章

は
じ
め
に

第
一
章

一
八
九
八
年
ド
イ
ツ
破
産
法
上
の
保
管

(Sequestration)

に
つ
い
て

第
一
節

｢

保
管｣

の
意
義
及
び
現
行
実
定
法
上
の

｢

保
管｣

に
つ
い
て

第
二
節

民
事
保
全
と
し
て
の
保
管
と
の
関
係

第
三
節

保
管
の
目
的
と
機
能

第
四
節

保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
つ
い
て

学
説

第
五
節

保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
つ
い
て

Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例

第
六
節

保
管
人
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
措
置

第
七
節

小
括

(

以
上
五
七
巻
四
号)

第
二
章

一
九
九
四
年
ド
イ
ツ
倒
産
法
と
そ
の
後
の
議
論

第
一
節

倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
の
地
位
と
権
限
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説ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る

｢

仮
管
財
人｣

の
権
限

(

二
・
完)
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年
に
第
二
報
告
書
と
し
て
、
連
邦
司
法
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
破
産
法
と
和
議
法
を
一
元
化
す
る
こ
と
、
再
建
型
倒
産
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
、
優
先
的
破
産
債
権
の
制
度
を
廃
止
す

る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
制
定
・
一
九
九
九
年
施
行
の
ド
イ
ツ
現
行
倒
産
法
に
お
け
る
手
続
開
始
前
の
財
産
保
全

(

仮
倒
産
管
財)

の
規
律
の
内

容
は
、
多
く
の
点
で
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書

(

一
九
八
五
年
公
表)

の
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
に
倒
産
法
委
員

会
第
一
報
告
書
に
お
け
る
規
律
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
款

規
定
内
容
と
立
法
趣
旨

倒
産
法
委
員
会
は
、
第
一
報
告
書
の
要
綱
一
・
二
・
三
に
お
い
て
保
全
処
分
に
関
す
る
要
綱
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の

通
り
で
あ
る

(

２)

。
本
稿
の
関
心
の
対
象
と
な
る
部
分
の
み
掲
げ
る
。

一
・
二
・
三

仮
倒
産
管
財

(V
orl� ufige

Insolvenzverw
altung)

(

一)

倒
産
裁
判
所
は
、
適
法
な
開
始
申
立
て
に
基
づ
き
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
職
権
で
、
財
団
の
保
全
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
命
令
、
及
び
倒
産
手

続
実
施
の
た
め
に
不
可
欠
な

(unum
g
� nglich)

あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

二)

倒
産
裁
判
所
は
、
特
に
以
下
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る

ａ)

ｂ)
[

略]

ｃ)

債
務
者
に
、
一
般
的
処
分
禁
止

(allgem
eines

V
erf�

gungsverbot)

を
課
す
こ
と；

ｄ)

仮
倒
産
管
財
人
を
選
任
す
る
こ
と
。

(

三)

財
産
を
処
分
す
る
債
務
者
の
権
限
は
、
特
定
の
行
為
に
付
き
ま
た
は
一
般
的
に
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
も
、
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
係
属
中
の
訴
訟
は
こ
れ
に
よ
り
影
響
を
受
け
な
い
。

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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第
一
款

規
定
内
容
と
立
法
趣
旨

第
二
款

各
項
の
説
明

第
二
節

一
九
九
四
年
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
の
地
位
と
権
限

第
一
款

条
文

第
二
款

立
法
趣
旨

保
全
処
分
観
に
関
す
る
第
一
報
告
書
と
の
違
い

第
三
款

仮
倒
産
管
財
人
の
法
的
地
位
・
権
限

第
四
款

仮
倒
産
管
財
人
の
行
う
措
置
の
具
体
例

第
三
節

二
〇
〇
七
年
改
正
倒
産
法
成
立
過
程
の
議
論

仮
倒
産
管
財
人
の
事
業
譲
渡
の
可
否
を
巡
っ
て

第
一
款

連
邦
・
州
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
書

第
二
款

二
〇
〇
三
年
の
討
議
草
案

第
三
款

参
事
官
草
案
・
連
邦
政
府
草
案
・
二
〇
〇
七
年
倒
産
法
改
正
法

第
四
節

小
括

第
三
章

お
わ
り
に

(

以
上
本
号)

第
二
章

一
九
九
四
年
ド
イ
ツ
倒
産
法
と
そ
の
後
の
議
論

第
一
節

倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
の
地
位
と
権
限

倒
産
法
委
員
会
は
、｢

破
産
の
破
産｣

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
倒
産
手
続
の
機
能
不
全
を
解
決
し
、
効
果
的
・
現
代
的
で
、
か

つ
経
済
に
密
着
し
、
同
時
に
社
会
的
に
も
相
関
的
な
倒
産
法
の
た
め
の
諸
提
案
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
七
八
年
に

連
邦
司
法
大
臣
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
、
独
立
の
専
門
家
委
員
会
で
あ
る

(

１)

。
そ
の
成
果
は
、
一
九
八
五
年
に
第
一
報
告
書
、
一
九
八
六

論 説
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始
ま
で
の
財
産
保
全
の
た
め
の
制
度
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
倒
産
法
委
員
会
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
自
動
停
止
の
よ
う

な
制
度
を
採
用
せ
ず
、
Ｋ
Ｏ
と
同
様
の
保
全
処
分
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る

(

５)

。
そ
の
意
味
で
は
、｢

仮
倒
産
管
財｣

の
名
を
与
え
ら
れ
て
も
、
手
続
開
始
申
立
て
か
ら
裁
判
ま
で
の
債
務
者
の
財
産
状
態
の
悪
化
の
防
止
と
い
う
基
本
的
目
的
は
、
Ｋ
Ｏ
の

保
全
処
分
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

た
だ
、
要
綱
一
・
二
・
三
の
第
一
項
は
、｢

財
団
の
保
全｣

の
み
な
ら
ず
、｢

倒
産
手
続
実
施｣

を
制
度
の
目
的
と
し
て
い
る
。
前
記

説
明
が
、｢

Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
が
保
管
の
実
際
的
意
義
に
適
合
的
で
は
な
か
っ
た｣

こ
と
を
指
摘
す
る
の
も
、
そ
の
点
に
関
わ
る
と
思
わ

れ
る
。
即
ち
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
は

｢

財
団
の
保
全｣

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
同
条
に
基
づ
く
保
全
処
分
は
、
破
産
手

続

(

債
権
者
の
平
等
な
満
足
を
達
成
す
る
手
続)

を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
の
意
義
を
も
有
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

は
、｢

破
産
の
破
産｣

を
克
服
し
、
利
害
関
係
人
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
形
で
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
勿
論
、｢

破
産

の
破
産｣

へ
の
対
抗
策
を
全
て
保
全
処
分
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
保
全
処
分
の
充
実
は
有
効
な
対
抗
策
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
な
議
論
の
展
開
を
見
た
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
的
基
盤
と
し
て

の
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
不
十
分
さ
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
倒
産
法
委
員
会
は
、
仮
倒
産
管
財
の
制
度
を
保
全
処
分
に
十
分
な
法
的
基
盤

を
与
え
る
趣
旨
で
構
築
し
、
こ
れ
に
財
団
保
全
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
手
続
の
実
り
あ
る
形
で
の
実
施
と
い
う
目
的
を
盛
り
込
ん
だ
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
仮
倒
産
管
財
の
内
容
に
関
し
て
は
、
報
告
書
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
即
ち
、
Ｋ
Ｏ
の
保
管
と
、
Ｖ
ｇ
ｌ
Ｏ

(

一
九

三
五
年
の
和
議
法
。V

ergleichsordnung)

の
仮
和
議
管
財

(vorl� ufige
V
ergleichsverw

altung)

と
を
、
統
一
的
倒
産
手

続
に
適
合
し
た
制
度
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
、
Ｖ
ｇ
ｌ
Ｏ
一
一
条
な
い
し
一
三
条
、
五
七
条
以
下
、
一
〇
六
条
を
引
き

継
い
だ
、
と

(

６)

。
即
ち
、
仮
倒
産
管
財
の
内
容
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
、
Ｋ
Ｏ
・
Ｖ
ｇ
ｌ
Ｏ
双
方
の
規
定
が
斟
酌
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

前
述
の
立
法
理
由
か
ら
す
れ
ば
、
主
と
し
て
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
と
そ
こ
で
の
解
釈
論
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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(

四)

債
務
者
が
一
般
的
処
分
禁
止
を
課
さ
れ
、
か
つ
仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
処
分
権

(V
erf� gungsrecht)

は
仮
倒
産
管
財

人
に
移
転
す
る
。[

以
下
略]

(
五)

[

略]

(

六)
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
が
命
じ
ら
れ
た
際
に
選
任
さ
れ
た
仮
倒
産
管
財
人
は
、
以
下
の
義
務
を
負
う：

ａ)

十
分
な
財
団
が
存
す
る
こ
と
の
調
査；

ｂ)

財
団
の
保
全
及
び
維
持；

ｃ)

企
業
が
未
だ
企
業
を
閉
鎖
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
開
始
に
関
す
る
裁
判
が
あ
る
ま
で
企
業
の
継
続
を
保
全
す
る
こ
と
。

仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
は
、
事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
の
権
限
を
越
え
な
い
も
の
と
す
る
。
仮
倒
産
管
財
人
は
、
第
一
項
の
手
続
目
的
に

反
す
る
い
か
な
る
措
置
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
項
の
権
限
を
伴
っ
て
選
任
さ
れ
た
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
は
、
倒
産
裁
判
所
が
決
定
す
る
。

そ
の
義
務
は
、
ａ
号
な
い
し
ｃ
号
所
定
の
義
務
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

(

七)

〜(

十)
[

略]

以
上
の
よ
う
な
仮
倒
産
管
財
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
理
由
に
つ
い
て
、
第
一
報
告
書
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

倒
産
裁
判
所
は
倒
産
手
続
開
始
に
関
す
る
裁
判
を
迅
速
に
行
う
べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
調
査
に
は
多
少
の
時
間
を
必
要
と
す
る
。

そ
れ
故
、
申
立
て
か
ら
手
続
開
始
ま
で
の
時
間
に
お
け
る
仮
の
保
全
処
分
は
、
今
後
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。
現
行
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条

は
、
保
全
処
分
特
に
保
管

(Sequestration)

の
実
際
的
意
義
に
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
同
条
は
、
保
全
処
分
に
十
分
な
法
的
基
盤
を
与

え
る
べ
く
、
補
強
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
行
規
定
の
不
十
分
さ
か
ら
生
じ
、
手
続
に
著
し
く
負
担
を
か
け
る
よ
う
な
疑
問
点
も
回

避
さ
れ
る

(

３)

。

即
ち
、
倒
産
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
倒
産
手
続
は
、(

仮
に
自
己
破
産
で
あ
っ
て
も)

手
続
の
申
立
て
に
よ
り
当
然
に
開
始
す

る
の
で
は
な
く
、
Ｋ
Ｏ
と
同
様
、
倒
産
裁
判
所
に
よ
る
手
続
開
始
要
件
の
裁
判
を
必
要
と
し
て
い
る

(

４)

。
従
っ
て
、
手
続
申
立
て
か
ら
開

論 説
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て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
建
前
と
し
て
は
、
保
全
処
分
を
、
清
算
・
更
生
の
い
ず
れ
か
を
念
頭
に
置
い
た
形
で
運
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
保
全
処
分
の
制
度
を
構
築
す
る
際
に
も
、
現
状
固
定
を
中
心
と
し
た
消
極
的
な
内
容
の
も
の
と

し
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
倒
産
法
委
員
会
は
、｢

持
続
的
ま
た
は
暫
定
的
な
企
業
継
続｣

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
管
理
型
保

全
処
分
を
仮
倒
産
管
財
制
度
の
中
核
と
し
た
。
即
ち
、
更
生
手
続
が
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
業
務
継
続
の
た
め
の
措

置
を
講
ず
べ
き
は
自
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
算
手
続
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
も
、｢

原
材
料
や
半
製
品
を
加
工
し
価
値
を
高

め
る
べ
く
、
暫
時
企
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
債
権
者
の
た
め
に
望
ま
し
い
こ
と
も
あ
る｣

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
清

算
手
続
に
お
い
て
も
業
務
継
続
こ
そ
が
債
権
者
の
た
め
に
な
る
と
い
う
考
え
方
は
、
Ｋ
Ｏ
の
下
で
の
保
管
人
に
業
務
継
続
の
権
限
・
義

務
を
認
め
る
議
論

(

第
一
章
第
六
節
第
一
款
参
照)

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

２

保
全
処
分
の
内
容
的
限
界
と
し
て
の

｢

不
可
欠
性｣

次
に
、
倒
産
手
続
実
施
の
た
め
に

｢

不
可
欠
な

(unum
g
� nglich)｣

措
置

(

一
項
後
段)

と
い
う
の
は
、
財
団
保
全
に

｢

資
す

る

(dienende)｣

あ
ら
ゆ
る
命
令

(

一
項
前
段)

と
い
う
の
と
、
表
現
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
報
告
書
の
説
明
を
要
約

す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

仮
倒
産
管
財
の
措
置
は
、
倒
産
財
団
の
存
続
及
び
倒
産
手
続
の
実
施
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
、
手
続
開
始
の
全
て
の
効
果
や
、
手
続

開
始
後
に
初
め
て
な
す
べ
き
手
続
目
的(

清
算
・
更
生)

に
関
す
る
判
断
を
先
取
り
す
る
ほ
ど
広
範
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
第
一
項
は
、

倒
産
裁
判
所
は
倒
産
手
続
実
施
の
た
め
に
不
可
欠
な
措
置
の
み
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

(

８)

。

こ
の
説
明
か
ら
は
、｢

不
可
欠
な｣

と
い
う
文
言
が
、
保
全
処
分
の
内
容
的
限
界
を
画
す
る
要
件
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
が

分
か
る
。
即
ち
、
手
続
開
始
の
全
て
の
効
果
を
保
全
処
分
に
よ
っ
て
先
取
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
手
続
目
的
に
関
す
る
判
断

(

報
告
期
日
に
お
け
る
債
権
者
集
会
に
よ
る
清
算
・
更
生
の
判
断)

の
余
地
を
限
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
最
終
的
な
措
置
を
行
う
こ
と

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)

58－3－ (名城 '09)7

第
二
款

各
項
の
説
明

以
下
で
は
、
要
綱
の
内
容
の
う
ち
、
本
稿
の
関
心
の
対
象
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書

(

以
下

｢

第
一
報

告
書｣
と
称
す)

の
説
明
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

一

第
一
項

１

｢

倒
産
手
続
実
施｣

の
た
め
の
企
業
継
続

第
一
項
は
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文
に
似
る
が
、
幾
つ
か
の
差
異
が
あ
る
。
ま
ず
、｢

倒
産
手
続
実
施
の
た
め
不
可
欠
な
あ
ら
ゆ

る
措
置｣

と
い
う
文
言
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
第
一
報
告
書
の
説
明
を
以
下
要
約
す
る
。

統
一
的
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
申
立
後
も
さ
し
当
た
り
、
企
業
が
破
産
的
に
清
算
さ
れ
る
か
そ
れ
と
も
更
生
さ
れ
る
か
は
未
決
定
で
あ
る
。

従
っ
て
裁
判
所
は
、
可
能
性
の
あ
る
い
ず
れ
の
手
続
目
的
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
清
算
手
続
・
更
生
手
続
の
い
ず
れ
に
入
る

か
を
問
わ
ず
、
債
務
者
の
法
律
的
行
為
や
個
々
の
債
権
者
の
執
行
処
分
に
よ
っ
て
全
債
権
者
の
不
利
益
に
財
団
が
縮
減
す
る
こ
と
を
防
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
企
業
の
更
生
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
上
に
、
可
能
な
限
り
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
清
算
手
続
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
も
、
原
材
料
や
半
製
品
を
加
工
し
価
値
を
高
め
る
べ
く
、
暫
時
企
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
債
権
者
の

た
め
に
望
ま
し
い
こ
と
も
あ
る
。
従
っ
て
裁
判
所
は

｢
財
団
保
全｣

の
た
め
の
み
な
ら
ず
、｢

倒
産
手
続
の
実
施｣

の
た
め
、
特
に
持
続
的
ま
た

は
暫
定
的
な
企
業
継
続
の
た
め
に
、
保
全
処
分
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
第
一
項
は
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文

を
拡
張
し
て
い
る

(

７)

。

こ
の
説
明
か
ら
は
、
保
全
処
分
の
性
格
が
Ｋ
Ｏ
の
そ
れ
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
Ｋ
Ｏ
で
は
、
手

続
の
申
立
て
が
あ
れ
ば
手
続
の
帰
趨
は
一
義
的
に
定
ま
っ
て
お
り
、
保
全
処
分
も
清
算
と
い
う
一
義
的
な
目
的
に
向
け
て
運
用
す
れ
ば

足
り
た
。
し
か
し
、
倒
産
法
委
員
会
の
採
用
す
る
統
一
的
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
清
算
か
更
生
か
の
手
続
方
針
が
決
定
さ
れ
る
の
は

手
続
開
始
後
で
あ
る(

要
綱
一
・
一
・
一(

二))

。
従
っ
て
、
手
続
申
立
後
開
始
決
定
ま
で
の
段
階
で
は
、
そ
の
方
針
が
明
ら
か
と
な
っ

論 説

(名城 '09) 58－3－6



す
る
。
あ
ら
ゆ
る
措
置
は
、
単
独
で
、
ま
た
は
他
の
も
の
と
共
に
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
て
の
措
置
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財

は
、
手
続
開
始
の
効
果
に
接
近
す
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
、
ま
た
は
債
務
者
が
無
能
で
あ
る

(unf� hig)
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
、
適
切
で
あ
り
得
る
。
他
の
保
全
処
分

(

例
え
ば
、
債
務
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
剥
奪)

は
、
適
法
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
仮
倒
産
管
財
の
保
全
目
的
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

(

�)

。

第
一
報
告
書
は
、
二
項
所
定
の
保
全
処
分
が
そ
れ
ぞ
れ
手
続
開
始
の
効
果
の
先
取
り
で
あ
る
と
し
、
し
か
も
そ
の
全
部
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
手
続
開
始
の
効
果
に
接
近
す
る
こ
と
を
も
容
認
し
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
仮
倒
産
管
財
人
の
選
任
は
、
そ
れ
が
一
般
的

処
分
禁
止
と
組
み
合
わ
せ
て
発
令
さ
れ
る
こ
と
で
債
務
者
の
財
産
処
分
権
を
剥
奪
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら

(

四
項)

、
ま
さ
に
手
続
開

始
に
よ
る
効
果
の
先
取
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
Ｋ
Ｏ
と
は
面
目
を
一
新
し
、
旧
法
に
お
け
る
保
管
人
の
権
限
の
不
明
確
さ
の
解
消
が
図

ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
に
見
る
よ
う
に
現
行
倒
産
法
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

三

第
三
項

第
一
報
告
書
は
、
三
項
に
関
し
、
ま
ず
以
下
の
よ
う
な
要
旨
の
説
明
を
行
う
。

三
項
一
文
は
、
債
務
者
の
処
分
権
を
、
二
項
ｃ
に
よ
っ
て
一
般
的
処
分
禁
止
を
課
す
る
代
わ
り
に
、
特
別
ま
た
は
一
般
的
同
意
留
保

(Zustim
m
ungsvorbehalt)

に
よ
っ
て
、
制
限
し
う
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
倒
産
裁
判
所
は
、
個
々
の
場
合
の
状
態
に
応
じ
て
、
債
務
者
が

特
定
も
し
く
は
全
て
の
行
為
に
つ
い
て
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
を
得
て
の
み
行
え
る
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
業
務
口
座

(G
esch

� ftskonto)

に
関
す
る
全
て
の
債
務
者
の
処
分
を
、
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
に
か
か
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
債
務
者
の
法

的
地
位
に
お
い
て
、
三
つ
の
段
階
が
あ
り
得
る
。
つ
ま
り
、
特
別
の
同
意
留
保
、
一
般
的
同
意
留
保
、
そ
し
て
一
般
的
処
分
禁
止
で
あ
る
。
そ
れ

に
応
じ
て
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
が
強
化
さ
れ
る
。
同
意
留
保
と
一
般
的
処
分
禁
止
と
の
区
別
は
、
同
意
留
保
の
場
合
に
は
債
務
者
に
原
則
と

し
て
処
分
権
が
残
る
の
に
対
し
、
一
般
的
処
分
禁
止
の
場
合
に
は
そ
れ
が
剥
奪
さ
れ
る
点
に
存
す
る
。
た
だ
し
債
務
者
は
、
内
部
的
に
は
同
意
留
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も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
報
告
書
の
採
用
す
る
統
一
的
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
清
算
か
更
生
か
の
判
断
は
手
続
開

始
後
の
報
告
期
日
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
手
続
開
始
前
の
保
全
措
置
の
程
度
に
よ
っ
て
は
い
ず
れ
か

(

特
に
清
算)

の
道
を
と

る
し
か
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
保
全
処
分
に
限
界
を
画
す
る
こ
と
は
、
開
始
後
の
倒
産
手
続
の
意
味
を
失
わ
せ
な
い
た
め
に

も
、
意
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

３

保
全
処
分
の
内
容
的
規
律

発
令
す
べ
き
保
全
処
分
の
内
容
に
関
し
、
報
告
書
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

裁
判
所
は
、
そ
の
義
務
裁
量
に
従
っ
て
保
全
処
分
を
選
択
す
る
が
、
仮
倒
産
管
財
の
保
全
目
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
法
律
に
よ
っ
て
自
動

的
に
効
果
が
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
ら
し
め
た
の
は
、
個
々
の
事
案
の
特
性
に
で
き
る
だ
け
対
応
し
、
同
時
に
必
要
不
可

欠
な
程
度
に
限
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
規
制
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
不
必
要
に
費
用
の
か
か
る
措
置
や
、

債
務
者
や
債
権
者
の
権
利
を
過
大
に
侵
害
す
る
措
置
は
、
避
け
る
べ
き
で
あ
る

(

９)

。

報
告
書
は
例
と
し
て
、
開
始
手
続
に
お
い
て

(

仮)

債
権
者
委
員
会
を
選
任
す
る
こ
と
は
、
通
常
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
。
債
権
者

委
員
会
は
、
原
則
、
手
続
開
始
後
の
機
関
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

(

要
綱
一
・
三
・
一
・
七
参
照)

。
た
だ
報
告
書
も
債

権
者
委
員
会
選
任
の
余
地
を
全
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
仮
倒
産
管
財
で
講
ず
べ
き
措
置
に
よ
っ
て
は
、
債
権
者
委
員
会
を
設

置
し
そ
の
判
断
に
委
ね
る
余
地
も
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

二

第
二
項

第
二
項
は
、
一
般
的
処
分
禁
止
、
仮
倒
産
管
財
人
の
選
任
そ
の
他
の
主
要
な
保
全
処
分
を
列
挙
す
る
。
本
項
に
関
す
る
報
告
書
の
説

明
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
項
は
、
最
も
重
要
か
つ
重
大
な
保
全
処
分
を
掲
げ
る
。
そ
れ
ら
は
、
手
続
開
始
の
個
々
の
効
果
を
開
始
手
続
に
先
取
り
す
る
点
で
、
共
通
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場
合
に
、
仮
倒
産
管
財
人
へ
処
分
権
が
移
転
す
る
旨
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
倒
産
手
続
が
開
始
す
る
と
、
開
始
決
定
は
原
則
と
し
て
破
産
法
に
お
け
る
破
産
宣
告
決
定
の
効
果
を
有
し(

要
綱
一
・
二
・

一
〇
第
一
項)

、
倒
産
財
団
所
属
財
産
に
対
す
る
債
務
者
の
管
理
処
分
権
は
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る(

同
第
二
項
第
二
文)

。
従
っ
て
、

一
般
的
処
分
禁
止
の
発
令
及
び
仮
倒
産
管
財
人
の
選
任
に
よ
る
仮
倒
産
管
財
人
へ
の
処
分
権
移
転
は
、
倒
産
手
続
開
始
及
び
倒
産
管
財

人
選
任
に
よ
る
倒
産
管
財
人
へ
の
管
理
処
分
権
移
転
と
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
。
保
全
処
分
が
手
続
開
始
の
効
果
を
前
倒
し
す
る
こ
と

に
な
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
に
断
言
す
る
に
は
未
だ
考
慮
を
要
す
る
。
そ
れ
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の

｢

処
分
権｣

が
、
倒
産
管
財
人
の

｢

管
理
処
分
権｣

と
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
で
あ
る

(

�)

。
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
学
説
、
例
え
ばG

erhardt

は
、
保

管
人
に
管
理
処
分
権
が
移
転
す
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
管
理
処
分
権
の
内
容
は
保
全
の
目
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
彼
は
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
を
超
え
る
よ
う
な
保
管
人
の
処
分
に
債
務
者
の
同
意
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
債
権
者
自
治
の
対

象
た
る
事
項
に
つ
い
て
は
債
務
者
の
同
意
で
も
不
十
分
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
る

(

第
一
章
第
四
節
第
二
款
一)

。
こ
の
よ
う
な
議
論

が
背
景
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
へ
の
処
分
権
帰
属
を
認
め
る
に
際
し
て
は
、
処
分
権
の
内
容
に
関
す
る
説
明
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
点
、｢

処
分
権｣

の
内
容
に
関
す
る
報
告
書
の
立
場
は
、
後
述
の
第
六
項
第
二
文
に
関
す
る
説
明
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

五

第
六
項

第
六
項
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
、
及
び
権
限
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
文
は
、
一
般
的
処
分
禁
止

(

二
項
ｃ)

が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
、
仮
倒
産
管
財
人
の
任
務
範
囲
を
定
め
る

(

�)

。
ｂ
、
ｃ
は
、

仮
倒
産
管
財
の
保
全
目
的
に
対
応
し
た
義
務
で
あ
る

(

�)

。
特
に
、
企
業
の
継
続
を
保
全
す
る
と
い
う
義
務
は
、
保
管
人
に
つ
い
て
業
務
継
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保
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。

こ
の
説
明
で
、
報
告
書
は
、
債
務
者
の
行
為
制
限
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
特
定
の
行
為
に
つ
い
て
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
を
要
す
る

場
合
、
一
般
的
に
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
を
要
す
る
場
合
、
そ
し
て
一
般
的
に
処
分
を
禁
止
さ
れ
る
場
合
の
三
段
階
が
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
同
意
留
保
と
一
般
的
処
分
禁
止
の
差
異
は
債
務
者
の
処
分
権
剥
奪
の
有
無
の
点
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
債
務
者
の
行
為
制
限
の
あ
り
方
、
及
び
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
規
律
の
あ
り
方
は
、
旧
破
産
法
下
に
お
け
る
保
管
人
の

権
限
に
関
す
る
見
解
の
対
立
を
髣
髴
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
し
た
よ
う
に

(

第
一
章
第
四
節
第
二
款)

、
い
わ
ゆ
る
第
二
期
の
学
説

は
保
管
人
の
権
限
内
容
の
精
緻
化
を
目
指
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
保
管
人
の
管
理
処
分
権
を
肯
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

(G
erhardt

な
ど)

と
、
保
管
人
に
債
務
者
行
為
へ
の
同
意
権
の
み
を
認
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ

(H
enckel,

U
hlenbruck)

と
に
大
別
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
倒
産
法
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
こ
れ
ら
の
論
者
の
対
立
が
こ
こ
で
の
規
律
に
反
映
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
こ
に
、
管
理
処
分
権
の
帰
属
す
る
仮
倒
産
管
財
人

(｢

強
い
仮
倒
産
管
財
人｣

と
称
さ
れ
る)

と
同
意
権
の
み
が
帰
属
す
る
仮
倒

産
管
財
人

(｢

弱
い
仮
倒
産
管
財
人｣

と
称
さ
れ
る)

の
区
別
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
、
か
か
る
区
別
は
ド
イ
ツ
現
行
倒
産
法
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

四

第
四
項

第
四
項
は
、
同
意
留
保
の
場
合
の
第
三
項
に
対
応
し
、
一
般
的
処
分
禁
止
が
発
令
さ
れ
か
つ
仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
た
場
合
の

債
務
者
・
仮
倒
産
管
財
人
の
地
位
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
債
務
者
は
財
産
に
関
す
る
処
分
権
を
喪
失

し
、
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

債
務
者
に
一
般
的
譲
渡
禁
止
が
発
令
さ
れ
、
か
つ
保
管
人
が
選
任
さ
れ
た
場
合
に
つ
き
、
保
管
人
に
処
分
権
が
移
転
す
る
こ
と
の
可

否
に
付
き
前
述
の
よ
う
に
議
論
が
あ
っ
た
が
、
第
一
報
告
書
は
、
一
般
的
処
分
禁
止
が
発
令
さ
れ
か
つ
仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
た

論 説
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以
上
の
説
明
の
う
ち
、
第
二
文
に
関
す
る
説
明
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
文
は
、｢

仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
は
、
事
前
手
続
に
お
け
る

倒
産
管
財
人
の
権
限
を
超
え
な
い｣

と
い
う
規
定
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

｢

事
前
手
続｣

と
は
、
倒
産
手
続
開
始
後
に
、
更
生
・
清
算
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
手

続
で
あ
る

(

要
綱
一
・
一
・
一
第
二
項)

(

こ
れ
に
対
し

｢

開
始
手
続｣

と
は
、
手
続
申
立
後
開
始
決
定
ま
で
の
手
続
段
階
を
指
す)
。

倒
産
手
続
開
始
に
際
し
て
は
倒
産
管
財
人
が
任
命
さ
れ

(

要
綱
一
・
三
・
一
・
一)

、
倒
産
管
財
人
は
手
続
開
始
後
直
ち
に
倒
産
財
団

所
属
財
産
を
占
有
・
管
理
し
、
債
権
者
表
を
作
成
し

(

一
・
三
・
一
・
二
第
一
項)

、
事
前
手
続
中
は
管
理
処
分
権
の
行
使
に
当
た
り

更
生
を
困
難
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
全
て
の
処
分
を
慎
み
、
ま
た
、
債
務
者
企
業
の
経
営
を
で
き
る
限
り
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

一
・
三
・
一
・
二
第
二
項)

。
事
前
手
続
は
、
債
務
者
に
更
生
能
力
が
な
い
場
合
ま
た
は
更
生
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
に
は
行
わ
れ
ず
、
こ
の
場
合
に
は
倒
産
手
続
開
始
と
同
時
に
破
産
手
続
を
開
始
す
る

(

要
綱
一
・
三
・
四)

。
裁
判
所
は
、
管
財
人

が
企
業
の
状
態
及
び
更
生
の
見
込
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
期
日
を
定
め
る

(

要
綱
一
・
三
・
四
・
三)

。
そ
し
て
、
更
生
の
十
分
な
見

込
み
が
あ
る
場
合
に
は
更
生
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
、
更
生
の
見
込
み
が
な
い
場
合
に
は
破
産
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
る

(

要
綱

一
・
三
・
四
・
四)

。
倒
産
管
財
人
は
、
事
前
手
続
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
同
意
・
債
権
者
委
員
会
の
承
認
等
の
条
件
の
下
、
企
業
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
譲
渡
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

要
綱
一
・
三
・
四
・
二) (

�)

。

第
一
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
の
権
限
を
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
が
超
え
て
は
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
は
、｢

債
務
者
企
業
の
経
営
を
で
き
る
限
り
継
続｣

す
る
の
に
必
要
な

限
り
で
行
使
す
る
も
の
で
、
更
生
を
困
難
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
処
分
は
許
さ
れ
な
い
。
第
四
項
で
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る

｢

処

分
権｣

の
内
容
も
、
こ
れ
と
同
様
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
要
綱
は
、
六
項
三
文
で

｢

第
一
項
の
手
続
目
的
に
反
す
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い｣

と
し
て
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
行
使
に
独
自
の
拘
束
を
か
け
て
い
る
。

第
六
項
二
文
に
関
す
る
第
一
報
告
書
の
説
明
は
、
続
け
て
、｢

既
に
開
始
手
続
に
お
い
て
行
う
こ
と
の
で
き
る

企
業
の
一

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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続
の
権
限
を
認
め
る
Ｋ
Ｏ
の
下
で
の
判
例
・
通
説

(

第
一
章
第
六
節
第
一
款
参
照)

を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
企

業
継
続
を
権
限
に
と
ど
ま
ら
ず
義
務
で
あ
る
と
明
記
し
た
点
に
、
倒
産
手
続
の
実
施
を
充
実
な
ら
し
め
る
と
い
う
倒
産
法
委
員
会
の
姿

勢
が
窺
え
る
。
た
だ
、
企
業
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
要
件
に
よ
る
の
か
は
、
明

ら
か
で
は
な
い

(

�)

。

ａ
、
ｂ
、
ｃ
各
号
の
義
務
は
、
一
般
的
処
分
禁
止
の
発
令
と
共
に
選
任
さ
れ
た
仮
倒
産
管
財
人
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
当
然
に
生
ず

る
義
務
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
意
留
保
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
は
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
、
倒
産
裁

判
所
が
指
定
す
る

(

第
四
文)
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
規
制
に
し
た
の
は
、
同
意
留
保
の
場
合
に
は
債
務
者
が
基
本
的
に
財
産
処
分
権

を
有
す
る
の
で
、
仮
倒
産
管
財
人
の
任
務
範
囲
も
一
般
的
処
分
禁
止
発
令
時
と
比
べ
小
さ
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も

の
だ
と
い
う
。
同
意
留
保
の
効
果
が
よ
り
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
場
合
の
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
は
、
一
般
的
処
分
禁
止
発

令
時
の
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
即
ち
本
項
一
文
ａ
な
い
し
ｃ
の
義
務
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

(

第
五
文) (

�)

。

次
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
第
二
文
・
第
三
文
が
規
定
す
る
。
こ
れ
に
関
す
る
報
告
書
の
説
明
を
、
以
下
に
要
約

す
る
。

仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
は
、
第
二
文
、
第
三
文
に
お
い
て
、
一
般
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
第
二
文
か
ら
は
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

即
ち
、

既
に
開
始
手
続
に
お
い
て
行
う
こ
と
の
で
き
る

企
業
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
譲
渡
の
際
、
仮
倒
産
管
財
人
は
、
要
綱
一
・
三
・

四
・
二
の
手
続
法
上
の
制
限

(

倒
産
裁
判
所
の
同
意
、
債
権
者
委
員
会

開
始
手
続
に
お
い
て
例
外
的
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
承

認)

を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
文
は
、
仮
倒
産
管
財
人
が
、
仮
倒
産
管
財
の
保
全
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を

強
調
す
る
。
彼
は
、
保
全
目
的
及
び
彼
に
課
さ
れ
た
義
務
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
の
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
彼
が

そ
の
権
限
を
越
え
た
と
し
て
も
、
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
そ
の
行
為
は
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
明
ら
か
に
倒
産
目
的
に
背
馳
す
る
行
為

の
み
が
一
般
原
則
に
従
い
無
効
と
な
る

(

�)

。

論 説
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第
二
節

一
九
九
四
年
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
の
地
位
と
権
限

ド
イ
ツ
の
現
行
倒
産
法

(Insolvenzordnung
vom

5.10.1994)
[

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
と
称
す
。
以
下
、
特
に
指
摘
し
な
い
限
り
、
Ｉ
ｎ

ｓ
Ｏ
の
規
定
は
条
文
番
号
の
み
で
示
す]

の
立
法
過
程
は
、
一
九
八
八
年
八
月
の
連
邦
司
法
省
倒
産
法
改
正
法
討
議
草
案(D

iskussi-

onsentw
urf)

、
一
九
八
九
年
一
一
月
の
同
参
事
官
草
案

(R
eferentenentw

urf)

を
経
て
、
一
九
九
二
年
四
月
一
五
日
に
連
邦
政

府
に
よ
る
草
案

(G
esetzentw

urf
der

B
undesregierung)

が
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ

(

�)

、
連
邦
議
会
法
務
委
員
会
の
勧
告
等
を
経

て
一
九
九
四
年
四
月
二
一
日
に
連
邦
議
会
で
可
決
、
更
に
連
邦
参
議
院
の
批
判
と
両
院
協
議
会
へ
の
委
託
等
を
経
て
、
一
九
九
四
年
一

〇
月
五
日
に
公
布
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
現
行
法
は
一
九
九
九
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た

(

�)

。

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
優
先
的
目
的
は
、
東
ド
イ
ツ
と
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
統
一
の
実
現
と
並
ん
で
、
旧
破
産
法
・
和
議
法
の
規
律
政
策
的

に
欠
陥
の
あ
る
構
造
を
取
り
除
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
即
ち
、｢

倒
産
法
の
非
規
制
化
へ
の
道｣

と
か

｢

倒
産
処
理
の
市
場
適
合
性
へ
の

創
造
へ
の
道｣

と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
表
現
さ
れ
る
、
倒
産
処
理
に
お
け
る
関
係
人
の
私
的
自
治
的
判
断
の
で
き
る
だ
け
完
全
な
実

現
で
あ
る

(

�)

。
そ
の
背
景
に
は
、
清
算
か
更
生
か
と
い
う
換
価
方
法
に
関
す
る
関
係
人
の
私
的
自
治
的
判
断
こ
そ
が
、
裁
判
官
の
公
権
的

な
規
制
と
異
な
り
、
市
場
に
適
合
的
で
、
よ
り
高
度
な
経
済
効
率
を
保
証
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

か
か
る
目
的
を
基
盤
と
す
る
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
手
続
的
特
徴
は
、
破
産
・
和
議
と
い
う
複
線
性
を
廃
し
た
統
一
的
な
倒
産
手
続
、
手
続
開

始
段
階
に
お
け
る
債
権
者
集
会
に
よ
る
倒
産
手
続
遂
行
の
方
針

(

清
算
か
更
生
か)

の
決
定
、
及
び
、
倒
産
計
画
作
成
の
選
択
及
び
そ

の
内
容
形
成

(

従
来
の
経
営
者
を
維
持
し
た
ま
ま
の
更
生
か
、
譲
渡
に
よ
る
会
社
更
生
か
、
清
算
か)

に
お
け
る
手
続
関
係
人
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
、
と
い
っ
た
点
に
現
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
は
、｢

倒
産
手
続
は
、
債
務
者
の
財
産
を
換
価
し
て
そ

の
収
益
を
配
当
し
、
あ
る
い
は
倒
産
計
画
に
お
い
て
特
に
企
業
の
維
持
の
た
め
の
異
な
る
規
律
を
定
め
る
こ
と
で
、
債
務
者
の
債
権
者

に
対
し
て
共
同
の
満
足
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る｣

と
い
う
目
的
規
定

(

一
条)

を
設
け
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

破
産
法
の
下
で
問
題
と
さ
れ
た
財
団
不
足
へ
の
対
処
も
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
倒
産
開
始
原
因
の
拡

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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部
ま
た
は
全
部
の
譲
渡
の
際
、
仮
倒
産
管
財
人
は
、
要
綱
一
・
三
・
四
・
二
の
手
続
法
上
の
制
限

(

倒
産
裁
判
所
の
同
意
、
債
権
者
委

員
会

開
始
手
続
に
お
い
て
例
外
的
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
承
認)

を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
す
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
こ
の
説
明
が
、
開
始
手
続
に
お
い
て
仮
倒
産
管
財
人
の
も
と
で
企
業
の
譲
渡
を
行
え
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
、
事
前
手
続
に
お
け
る
企
業
の
譲
渡
の
意
義
に
つ
い
て
、
第
一
報
告
書
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

債
務
者
企
業
の
包
括
譲
渡
は
、
更
生
の
可
能
性
を
排
除
す
る
、
破
産
的
清
算
の
一
形
態
で
あ
る
。
従
っ
て
、
包
括
譲
渡
は
、
手
続
目
的
に
関
す

る
裁
判
所
の
判
断
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
包
括
譲
渡
は
、
事
前
手
続
に
お
い
て
は
例
外
で
あ
り
、
特
別
の
留
保
に
係
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
企
業
の
包
括
譲
渡
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
段
階
に
お
い
て
も
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
蓋
し
、
債
権
者
は
そ
の

際
、
更
生
よ
り
も
著
し
く
有
利
な
地
位
を
得
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
、
譲
渡
は
製
造
所(P

roduktionsstatte)

や
職
場(A

rbeitspl� atze)

の
維
持
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

企
業
の
包
括
譲
渡
は
、
そ
れ
だ
け
で
手
続
の
帰
趨
を
決
す
る
重
要
な
行
為
で
あ
る
一
方
で
、
時
機
を
逸
し
た
と
き
の

｢

逸
失
利
益｣

も
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
倒
産
法
委
員
会
は
、
そ
の
た
め
に
、
利
害
関
係
人
の
手
続
保
障
に
配
慮
し
つ
つ
、
早
期
の
企
業
の
譲
渡
を
認

め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
趣
旨
を
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
に
も
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
企
業
の
譲
渡

に
関
し
て
は
、
開
始
手
続
に
お
け
る
処
分
権
を
有
す
る
仮
倒
産
管
財
人
は
、
事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
と
同
一
の
地
位
を
有
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
の
譲
渡
の
際
に
も
、
事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
に
対
す
る
の
と
同
じ
手

続
上
の
制
限

(

裁
判
所
の
同
意
及
び
債
権
者
委
員
会
の
承
認)
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
立
場

と
い
え
よ
う

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
内
容
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
企
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
譲

渡
以
外
の
重
要
な
行
為
、
例
え
ば
不
動
産
や
全
倉
庫
商
品
の
譲
渡
な
ど
、
債
権
者
委
員
会
の
承
認
事
項
と
な
っ
て
い
る
行
為(

要
綱
一
・

三
・
一
・
八) (

�)

を
、
仮
倒
産
管
財
人
が
な
し
得
る
の
か
、
そ
の
場
合
の
要
件
如
何
と
い
っ
た
点
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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２
、
債
務
者
の
経
営
す
る
企
業
を
、
倒
産
手
続
開
始
に
関
す
る
裁
判
が
あ
る
ま
で
継
続
す
る
こ
と
、
た
だ
し
、
財
産
の
著
し
い
減
損
を
避
け
る

た
め
に
倒
産
裁
判
所
が
企
業
の
閉
鎖
に
許
可
を
与
え
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い；

３
、
債
務
者
の
財
産
が
手
続
の
費
用
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
調
査
す
る
こ
と；

裁
判
所
は
仮
倒
産
管
財
人
に
、
開
始
原
因
が
存
在
す
る
か

否
か
、
及
び
債
務
者
の
企
業
の
継
続
の
見
込
み
が
ど
の
程
度
存
す
る
か
を
、
鑑
定
人
と
し
て
の
資
格
で
調
査
す
る
よ
う
、
追
加
的
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

二)

仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
た
が
、
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
が
課
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
は
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
を
指
定

す
る
。
そ
の
義
務
は
、
第
一
項
第
二
文
に
基
づ
く
義
務
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

(

三)
[

略]

第
二
款

立
法
趣
旨

保
全
処
分
観
に
関
す
る
第
一
報
告
書
と
の
違
い

二
一
条
に
関
す
る
立
法
理
由
は
、
大
要
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
受
理
し
た
倒
産
裁
判
所
は
、
Ｋ
Ｏ
・
Ｖ
ｇ
ｌ
Ｏ
と
同
様
に
、
ま
ず
申
立
て
が
適
法
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
申
立
人
の
申
立
権
、
裁
判
所
の
管
轄
、
及
び
債
務
者
の
倒
産
能
力
が
存
す
る
場
合
で
あ
る
。
債
権
者
申
立
て
の
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
手
続
開
始
に
関
す
る
法
的
利
益
が
存
在
し
、
さ
ら
に
開
始
原
因

(

支
払
不
能
、
債
務
超
過)

及
び
申
立
人
の
債
権

が
疎
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
申
立
て
の
理
由
具
備
性

(B
egr� ndetheit)

は
、
開
始
原
因
が
裁
判
所
に
よ
っ
て

確
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
か
か
る
要
件
が
存
在
し
、
か
つ
手
続
費
用
が
賄
わ
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
に
初
め
て
、
倒
産
手
続
を
開

始
で
き
る
の
で
あ
る
。

開
始
原
因
及
び
手
続
費
用
を
賄
う
財
産
の
存
否
の
確
定
に
は
、
一
定
の
時
間
を
要
す
る
調
査
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
か
か
る
場
合
に
は
、

裁
判
所
は
新
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
間
の
債
務
者
の
財
産
状
態
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
可
能
性
を
有
す
る
。
本
条
に
対
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大
(｢

差
し
迫
っ
た
支
払
不
能｣

の
新
設)

、
否
認
権
の
強
化
、
及
び
担
保
債
権
者
の
法
的
地
位
の
変
更

(

自
己
換
価
権
の
剥
奪
、
費
用

分
担
金
の
負
担)

等
が
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

第
一
款

条
文

ま
ず
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
保
全
処
分
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
本
稿
の
関
心
と
な
る
も
の
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る

(

�)

。

第
二
一
条

保
全
処
分
の
命
令

(A
nordnung

von
Sicherungsm

a
�
nahm

en)

(

一)

倒
産
裁
判
所
は
、
申
立
て
に
関
す
る
裁
判
ま
で
債
務
者
の
財
産
状
態
に
つ
い
て
の
債
権
者
に
不
利
な
変
更
を
防
止
す
る
た
め
に
、
必
要
と
み

ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
処
分
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

二)

裁
判
所
は
特
に
以
下
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

１
、
仮
倒
産
管
財
人
を
選
任
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
第
五
六
条
、
第
五
八
条
か
ら
第
六
六
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る；

２
、
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
を
課
す
こ
と
、
ま
た
は
、
債
務
者
の
処
分
が
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
に
よ
っ
て
の
み
有
効
で
あ
る
旨
の
命
令

を
す
る
こ
と；

３
、

[

略]

(

三)
[

略]

第
二
二
条

仮
倒
産
管
財
人

(vorl� ufiger
Insolvenzverw

alter)
の
法
的
地
位

(

一)

仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
、
か
つ
、
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
が
課
さ
れ
た
と
き
は
、
債
務
者
の
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権

(V
erw

altung-
und

V
erf� gungsbefugnis)

は
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る
。
こ
の
場
合
、
仮
倒
産
管
財
人
は
以
下
の
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い：

１
、
債
務
者
の
財
産
を
保
全
し
、
か
つ
維
持
す
る
こ
と；
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て
い
る

(

第
一
報
告
書
で
は
、
閉
鎖
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た)

。

つ
ま
り
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
い
て
は
、
企
業
継
続
は
債
務
者
財
産
の
減
少
と
の
兼
ね
合
い
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
継
続

そ
れ
自
体
に
独
立
の
意
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
企
業
継
続
は
、｢

債
務
者
の
財
産
状
態
の
債
権
者
に
不
利
な
変
更
を
防
止
す
る｣

処
分
の
一
環
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
企
業
継
続
そ
の
も
の
は
、
保
全
処
分
の
目
的
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
Ｉ
ｎ

ｓ
Ｏ
立
法
者
は
、｢

倒
産
手
続
の
実
施｣

を
保
全
処
分
の
目
的
と
し
て
掲
げ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

要
す
る
に
、
第
一
報
告
書
に
お
い
て
は
保
全
処
分
の
独
立
の
目
的
と
な
り
得
た

｢

倒
産
手
続
の
実
施｣

即
ち
企
業
継
続
が
、
Ｉ
ｎ
ｓ

Ｏ
で
は
債
務
者
財
産
の
保
全
と
い
う
目
的
の
中
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
立
法
者
が
、

債
務
者
財
産
の
保
全
＝
現
状
維
持
の
た
め
の
制
度
と
し
て
保
全
処
分
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
、
第
一
報
告
書
が
、
倒

産
手
続

(

特
に
更
生
手
続)

実
施
の
準
備
の
た
め
の
制
度
と
し
て
保
全
処
分
を
捉
え
て
い
た
の
と
異
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
第

一
報
告
書
と
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
立
場
の
違
い
は
、
究
極
的
に
は
そ
の
手
続
理
念
の
違
い

企
業
所
有
者
の
再
建

(

企
業
清
算
の
回
避)

を

優
先
す
る
か

(

�)

、
全
て
の
換
価
方
法

(

再
建
・
清
算
・
譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生)

を
等
価
値
と
す
る
か

と
も
無
関
係
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
立
法
者
の
、
現
状
維
持
の
た
め
の
制
度
と
い
う
保
全
処
分
観
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権

限
の
内
容
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

第
三
款

仮
倒
産
管
財
人
の
法
的
地
位
・
権
限

以
下
で
は
、
具
体
的
に
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
に
関
す
る
規
定
を
検
討
し
て
い
く
。
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
け
る
規
定
は
、
Ｋ

Ｏ
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
飛
躍
的
に
充
実
し
て
い
る
。
た
だ
、
規
定
の
中
身
を
見
る
限
り
は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
保
全
処
分
の
枠
組
は
、
倒
産

法
委
員
会
第
一
報
告
書
の
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

(

�)

。
特
に
討
議
草
案
に
お
い
て
は
、
同
報
告
書
の
内
容
を
ほ
ぼ
忠
実

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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応
す
る
現
行
法
の
規
定
は
、
非
常
に
不
十
分
に
し
か
規
定
の
な
い
、
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
破
産
宣
告
前
の
保
全
処
分

(

Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
第
一
、
二

文)

、
及
び
Ｖ
ｇ
ｌ
Ｏ
の
仮
和
議
管
財

(

Ｖ
ｇ
ｌ
Ｏ
一
一
―
一
三
条)

で
あ
る

(

�)

。

立
法
理
由
は
、
保
全
処
分
に
関
す
る
規
定
の
目
的
を
、
倒
産
手
続
開
始
申
立
て
に
関
す
る
裁
判
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
債
務
者
の
財
産

状
態
の
債
権
者
に
不
利
な
変
更
の
防
止
と
す
る
。
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
も
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
と
同
じ
く
、
倒
産
手
続
開
始
に
際
し
倒

産
裁
判
所
に
よ
る
手
続
開
始
要
件
の
審
理
・
確
定
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
申
立
て
か
ら
開
始
ま
で
の
財
産
保
全
の
た
め
の

制
度
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
法
の
文
言
上
は
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
に
お
い
て
は

｢

財
団
の
保
全｣

と

｢

倒
産
手
続
の
実
施｣

が
保
全
処
分

の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
一
条
一
項
に
お
い
て
は

｢

債
務
者
の
財
産
状
態
に
つ
い
て
の
債
権
者
に
不
利
な
変
更

の
防
止｣

が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
方
が
、
債
権
者
の
利
益
と
い
う
こ
と
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
が
、｢

債
権
者
に
対
し
て
共
同
の
満
足
を
与
え
る
こ
と｣

を
目
的
と
し
、
債
権
者
の
利
益
を
前
面
に
押
し
出
し
て

い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
保
全
処
分
の
目
的
は
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
と
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
と
で
異
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
見
す
る
と
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
掲
げ
る

｢

財
産
状
態
の
債
権
者
に
不
利
な
変
更
の
防
止｣

と
い
う
目
的
は
、
倒
産
法
委

員
会
第
一
報
告
書
の
掲
げ
る
目
的
の
う
ち
の

｢

財
団
の
保
全｣

の
方
に
対
応
す
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と

｢

倒
産
手
続
の
実
施｣

に
対
応
す
る
も
の
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
第
一
報
告
書
に
お
け
る

｢

倒
産
手
続
の
実
施
の
た
め
に
不
可
欠
な
措
置｣

と
は
、
後
の
更
生
手
続
ま
た
は
清
算
手
続
を
視

野
に
入
れ
た
、
持
続
的
ま
た
は
暫
定
的
な
企
業
継
続
を
目
的
と
す
る
措
置
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
も
、
企
業
継
続
を

仮
倒
産
管
財
人
の
原
則
的
義
務
と
し
て
い
る
か
ら

(

二
二
条
一
項
二
号)
、
仮
倒
産
管
財
人
が
企
業
継
続
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
措
置
を

行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
企
業
継
続
義
務
は
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
の
そ
れ
か
ら
は
若

干
後
退
し
て
お
り
、
債
務
者
の
著
し
い
財
産
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
倒
産
裁
判
所
の
同
意
を
得
て
企
業
の
閉
鎖
を
な
し
得
る
こ
と
に
な
っ
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(V
erw

altung-und
V
erf� gungsbefugnis)

は
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る

(

二
二
条
一
項
一
文) (

�)

。
一
方
、
一
般
的
処
分
禁
止

が
発
令
さ
れ
る
こ
と
な
く
仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
る
と
き
は
、
債
務
者
の
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
は
債
務
者
に
と
ど
ま
り
、

仮
倒
産
管
財
人
に
は
移
転
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
債
務
者
の
処
分
が
仮
倒
産
管
財
人
の
同
意
を
得
て
の
み
有
効
で
あ
る
旨
の
命
令

(

二
一
条
二
項
二
号)

が
発
令
さ
れ
て
い
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
は
債
務
者
の
処
分
に
関
す
る
同
意
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
の
段
階
構
造
は
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る

(

要
綱
一
・
二
・
三

第
三
項
、
四
項
参
照)

。
特
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
選
任
及
び
一
般
的
処
分
禁
止
の
発
令
に
よ
り
、
管
理
処
分
権

(｢

処
分
権｣

の
み
で

は
な
い)

が
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る
と
明
示
的
に
規
定
し
た
こ
と
は
、
Ｋ
Ｏ
と
参
照
し
て
や
は
り
意
義
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う

(

�)

。
で
は
、
そ
の
場
合
の
仮
倒
産
管
財
人
の

｢

管
理
処
分
権｣

と
は
、
い
か
な
る
内
実
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
倒
産
管
財
人
の

管
理
処
分
権
に
つ
い
て
、
立
法
理
由
を
見
て
み
よ
う
。

債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
が
課
さ
れ
た
場
合
に
は
、
仮
倒
産
管
財
人
は
既
に
債
務
者
の
財
産
に
関
す
る
完
全
な
管
理
処
分
権
限
を
取
得
す
る
。

も
っ
と
も
、
仮
倒
産
管
財
人
は
、
手
続
開
始
に
関
す
る
裁
判
ま
で
の
財
産
保
全
と
い
う
目
的
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
限
り
で
の
み
、
管
理
処
分
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

一
項
二
文
一
号
参
照)；

例
え
ば
、
傷
み
や
す
い
物
品
の
緊
急
売
却

(N
otverkauf

verderblicher
W
aren)

が
こ
れ
に
属
す
る

(

�)

。

以
上
の
よ
う
な
説
明
に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、
保
管
人
の
権
限
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
に
お
け
る
保
管

人
の
権
限
の
理
解
は
、｢

保
管
目
的
の
枠
内
で
、
債
務
者
財
産
の
維
持
、
保
管

(B
ew

ahrung)

、
及
び
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理

の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
な
す
権
限
が
あ
る｣

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(

第
一
章
第
五
節
参
照)

。
か
か
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
立
場

を
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
は
踏
襲
し
た
も
の
と
の
評
価
が
可
能
で
あ
ろ
う

(

�)

。
少
な
く
と
も
、
か
か
る
権
限
が
仮
倒
産
管
財
人
に
認
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
は
、
学
説
に
お
い
て
も
異
論
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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に
踏
襲
し
て
い
た

(

そ
の
後
、
参
事
官
草
案
・
政
府
草
案
を
経
る
中
で
、
若
干
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る)

。

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
規
定
を
検
討
す
る
上
で
の
視
点
は
、
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
に
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
と
の
関
係
で
あ
る
。
同
報
告
書
の
保
全
処
分
の
枠
組
み
は
、
企
業
更
生
と
再
建
の
結
合

(V
ernetzung)

と
い
う
基
本
理
念
の
下
に
構
想
さ
れ
た
倒
産
手
続
の
枠
内
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
、
倒
産
手
続
の

目
的
と
し
て
債
権
者
の
共
同
的
満
足
が
掲
げ
ら
れ
、
企
業
の
再
建
と
い
う
こ
と
は
倒
産
処
理
手
続
の
第
一
義
的
な
目
的
で
は
な
く
債
権

者
満
足
の
一
手
段
で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
基
本
理
念
の
変
更
が
あ
る
以
上
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
規
定
解
釈
の
一
助
と
し
て

同
報
告
書
の
立
法
理
由
を
援
用
す
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う

(

�)

。

第
二
に
、
Ｋ
Ｏ
の
保
全
処
分
に
関
す
る
法
の
規
定
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
議
論
が
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
規
定
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
規
定
に
よ
り
、Sequestration

に
関
す
る
破
産
実
務
に
お
け
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
取
扱

い
が
、
法
的
規
律
に
高
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
Ｋ
Ｏ
の
下
で
の
問
題
点
が
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
よ
っ
て
全
て
解
決
さ
れ
た
の
か
、

む
し
ろ
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
な
い
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一

立
法
理
由

倒
産
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
財
産
状
態
の
債
権
者
に
不
利
益
な
変
更
を
防
止
す
る
措
置
の
一
環
と
し
て
、
仮
倒
産
管
財
人
を
選
任
す

る
こ
と
が
で
き
る

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
一
条
二
項
一
号)

。
仮
倒
産
管
財
人
の
制
度
が
、
Ｋ
Ｏ
の
解
釈
に
基
づ
く
保
管
人
を
実
定
法
上
の
制

度
と
し
、
そ
の
法
的
地
位
、
権
限
、
義
務
を
法
定
す
る
意
図
で
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
れ
は
、
倒
産
法
委
員
会
第

一
報
告
書
の
路
線
の
継
承
を
意
味
す
る
。

仮
倒
産
管
財
人
の
法
的
地
位
の
詳
細

権
限
・
義
務

に
関
し
て
は
、
二
二
条
が
規
定
す
る
。

仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
、
か
つ
一
般
的
処
分
禁
止
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
債
務
者
の
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権

論 説
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二

P
ohlm

ann

の
見
解

こ
の
点
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
規
定
に
則
し
て

｢

保
全
目
的｣

の
内
実
を
検
討
し
た
の
がP

ohlm
ann (

�)

で
あ
る
。
彼
は
、
保
全
目
的

(Sicherungszw
eck)

と
い
う
こ
と
の
中
に
は
二
つ
の
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

即
ち
、
第
一
に
、
倒
産
に
関
わ
る
全
て
の
利
害
関
係
人
の
利
益
の
た
め
に
、
債
務
者
財
産
の
全
体
と
し
て
の
価
値
を
維
持
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る

(

価
値
維
持
利
益

(W
erterhaltungsinteresse))

。
こ
れ
は
、
全
て
の
倒
産
債
権
者
の
平
等
の
満
足
を
目
指
す
と

い
う
、
手
続
開
始
後
の
倒
産
管
財
人
に
課
さ
れ
る
任
務
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る

(

�)

。
通
常
、
保
全
目
的
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
価

値
維
持
利
益
の
保
護
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、P

ohlm
ann

に
よ
れ
ば
、
保
全
目
的
に
は
も
う
一
つ
の
意
味
が
加
え
ら
れ
る
と
す
る
。
即
ち
、
債
務
者
の
た
め
に
、
具

体
的
な
財
産
状
態
が
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

現
状
維
持
利
益

(B
estandserhaltungsinteresse)

)

。
こ

れ
は
、
保
全
処
分
が
発
令
さ
れ
る
段
階
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
倒
産
が
確
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
手
続
が
開
始
し
な
い
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
手
続
の
開
始
に
至
ら
な
か
っ
た
と
き
、
債
務
者
は
そ
の
財
産
で
従
来
と
同
様
に
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
原
則
と
し

て
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
は
原
則
と
し
て
、
管
理
財
産
の
目
的
物
を
債
務
者
の
意
思
に
よ

ら
ず
ま
た
は
そ
れ
に
反
し
て
換
価
し
、
債
務
者
が
構
築
し
た
具
体
的
な
財
産
の
現
状

(konkreter
V
erm

� gensbestand)

を
解
体

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
手
続
開
始
後
に
倒
産
管
財
人
が
倒
産
財
団
所
属
財
産
を
占
有
・
管
理
す
る

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
一
四
八
条)

と
比
較
し
た
場

合
、
こ
の
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
手
続
開
始
前
の
財
団
保
全
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る

(

�)

。
そ
の
場
合
に
は
、
債
務
者
が
自
己
の
財
産
に
設
定
し
て
い
た
目
的
な
い
し
方
向
性
が
問
題
に
な
る
。
か
か
る
財
産
の
目
的
・

方
向
性
を
大
き
く
変
え
る
措
置
を
仮
倒
産
管
財
人
が
行
う
場
合
、
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。
前
記
立
法
理

由
が
、
特
に

｢

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却｣

を
管
理
処
分
権
行
使
の
一
例
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
か
か
る
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益
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問
題
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
の
限
界
で
あ
る
。
立
法
理
由
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
行
使
の
一
例
と
し
て
、

｢
傷
み
や
す
い
物
品
の
緊
急
売
却｣

を
掲
げ
る
。
財
団
の
保
全
及
び
維
持
と
い
う
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務

(

二
二
条
一
項
一
号)

に
鑑

み
る
と
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
は
こ
の
よ
う
な
も
の
に
限
ら
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

立
法
者

(
正
確
に
は
政
府
草
案
起
草
者)

が
仮
倒
産
管
財
人
を
こ
の
程
度
の
も
の
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
立
法
者
の
非
常
に
消
極
的
な
保
全
処
分
観
を
看
取
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
仮
に
で
き
る
だ
け
早
期

か
つ
効
果
的
な
倒
産
処
理
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
保
全
処
分
段
階
に
お
け
る
倒
産
処
理
の
一
部
前
倒
し
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ

の
た
め
に
仮
倒
産
管
財
人
に
十
分
な
権
限
を
付
与
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
は
ま
さ
に
か
か
る
考
え
方
に

立
つ
の
で
あ
り
、
利
害
関
係
人
の
利
益
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
の
包
括
譲
渡
の
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
立
法
者
は
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
仮
倒
産
管
財
人
に
そ
の
よ
う
な
権
限
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
保

全
処
分
段
階
に
お
け
る
倒
産
処
理
の
前
倒
し
に
消
極
的
だ
か
ら
で
あ
る
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
。

勿
論
、
そ
れ
は
政
府
草
案
起
草
者
が
誰
に
も
批
判
を
受
け
な
い
よ
う
な
典
型
例
を
示
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
は
起
草
者
は
仮
倒
産

管
財
人
の
管
理
処
分
権
の
内
容
を
こ
れ
に
限
る
趣
旨
で
は
な
か
っ
た
、
と
の
考
え
方
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
い
。
仮
に
、
そ
の
よ
う
な

考
え
方
に
立
つ
と
す
る
と
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
が

｢

事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
の
権
限｣

を
限
界
と
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
は
特
別
な
限
界
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
管
理
処
分
権
の
限
界
を
設
定
す
る
た
め

に
は
、
立
法
理
由
に
い
う

｢

財
産
保
全
の
目
的｣

の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
の
検
討
は
、

Ｋ
Ｏ
の
保
管
人
の
権
限
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
が
保
管
人
の
管
理
処
分
権
に
つ
い
て

｢

保
管
目
的｣

と
い
う
限
界
を
設
定
し
た
後
に
行

わ
れ
て
も
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
Ｋ
Ｏ
の
下
で
は
必
ず
し
も
本
格
的
に
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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持
利
益
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
著
し
く
侵
害
す
る
よ
う
な
措
置
を
仮
倒
産
管
財
人
が
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
中
立
的
に
全
手
続
関
係
人

を
平
等
に
保
護
す
る
任
務
を
負
う
倒
産
裁
判
所
が
、
債
務
者
の
利
益
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。
一
方
、
債
権
者
は
開
始
後
の
手
続
に
お
い
て

さ
え

｢

特
に
重
要
な
法
律
的
行
為｣

(

一
六
〇
条
参
照)

の
場
合
に
し
か
倒
産
管
財
人
の
経
済
的
処
分
を
掣
肘
で
き
な
い
の
で
、(

倒
産
手
続
開
始

が
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
た
め
に)

債
務
者
財
産
が
債
権
者
の
共
同
の
満
足
に
未
だ
供
さ
れ
て
い
な
い
開
始
手
続
に
お
い
て
は
、
そ
の
形
式
的
関

与
権
限
は
手
続
開
始
後
よ
り
も
よ
り
広
い
と
い
う
こ
と
は
な
い

(

手
続
開
始
後
ほ
ど
の
保
護
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い)

。
通
常
は
、
債
務
者
財

産
の
価
値
維
持
の
利
益
は
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
っ
て
の
み
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
義
務
の
違
反
の
際
に
仮
倒
産
管
財
人
の
責
任
を
問
え

る
に
過
ぎ
な
い

(

二
一
条
、
六
〇
条) (

�)

。
従
っ
て
、
債
務
者
・
債
権
者
の
利
益
を
合
理
的
に
保
護
す
る
た
め
に
、
法
技
術
的
に
は
、
手
続
開
始
後

に
お
け
る
一
六
〇
条
、
一
六
一
条
の
保
護
シ
ス
テ
ム
を
参
照
で
き
る
。
一
六
〇
条
は
、
債
権
者
委
員
会
も
し
く
は
債
権
者
集
会
の
関
与
を
必
要
と

し
て
い
る
が
、
債
権
者
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上
債
権
者
集
会
の
招
集
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
債
権
者
委
員
会
の
設
置

(

六
七
条
一
項

参
照)

も
手
続
開
始
前
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

(

�)

。
こ
の
点
、
立
法
者
は
、
手
続
開
始
後
に
は
債
権
者
委
員
会
の
同
意
事

項
と
し
て
い
る

(

一
五
八
条
一
項)

企
業
閉
鎖
を
、
手
続
開
始
前
に
は
倒
産
裁
判
所
の
許
可
事
項
と
し
て
い
る
か
ら

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)

、

開
始
手
続
に
お
け
る
債
権
者
利
益
の
保
護
は
倒
産
裁
判
所
の
任
務
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

(

�)

。
こ
う
し
て
、
一
六
〇
条
の
保
護
シ

ス
テ
ム
に
則
り
、
倒
産
裁
判
所
が
全
利
害
関
係
人

債
務
者
・
債
権
者

の
利
益
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

一
六
一
条
を
援
用
し
、
債
務
者
へ
の
事
前
の
通
知

(

同
条
一
文)

を
要
求
し
、
か
つ
債
務
者
の
申
立
て
に
よ
る
措
置
の
仮
の
差
止
め
の
可
能
性
を

提
供
す
る

(

同
条
二
文)

の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
意
見
を
、
仮
倒
産
管
財
人
や
倒
産
裁
判
所
の
判
断
に
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
る

(

�)

。

③

(

価
値
維
持
利
益
の
観
点
か
ら
の)

保
全
目
的
に
照
ら
し
て
必
要
な
措
置
と
は
言
え
な
い
が
、
経
済
的
に
有
利
な
措
置
で
あ
る
場
合
に
は
、

債
務
者
の
同
意
を
要
す
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の
考
慮
に
基
づ
く
。

債
務
者
の
倒
産
が
未
だ
確
定
し
な
い
と
き
、
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益
は
、

た
と
え
そ
れ
が
観
念
的
性
質
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
経
済
的
に
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に
鑑
み
る
と
理
解
で
き
る
。
か
か
る
措
置
は
、
債
務
者
の
設
定
し
た
財
産
の
目
的
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

以
上
のP

ohlm
ann

の
議
論
は
、
保
管
人
の
権
限
行
使
の
際
に
斟
酌
す
べ
き
と
さ
れ
た
利
害
関
係
人

(

債
務
者
・
債
権
者)

の
利

益
を
、｢
保
全
目
的｣

の
中
に
取
り
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
保
全
目
的
の
意
味
を
全
利
害
関
係
人
の
た
め
の
価
値
維
持
利
益
・
債
務
者
の
た
め
の
現
状
維
持
利
益
の
二
通
り
に
解

し
た
と
き
、
仮
倒
産
管
財
人
は
そ
の
権
限
行
使
に
当
た
っ
て
こ
れ
ら
の
利
益
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
な
い
か
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
仮
倒
産
管
財
人
の
注
意
義
務
に
解
消
で
き
る
事
項
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
に
は
、
倒
産
手
続
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
他
の
機
関
に
よ
る
掣
肘
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
重
要
な
事
項
も
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益

に
則
し
、
望
ま
し
い
掣
肘
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
Ｋ
Ｏ
で
の
解
釈
論
に
お
い
て
も
、
破
産
手
続
に
お
け
る
権
限

分
配
を
、
保
管
人
の
権
限
行
使
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
の
議
論
が
有
力
で
あ
っ
た

(

第
一
章
第
四
節
第
二
款
参
照)

。
こ
の
よ
う
な
議
論

を
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
仮
倒
産
管
財
人
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
る
べ
き
と
す
る
の
がP

ohlm
ann

の
立
場
で
あ
る

(

�)

。

P
ohlm

ann

の
見
解
に
よ
る
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
行
使
の
あ
り
方
は
、
大
要
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

(

価
値
維
持
利
益
の
観
点
か
ら
の)

保
全
目
的
に
基
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
措
置
は
、
原
則
と
し
て
仮
倒
産
管
財
人
が
単
独
で
な
し
得
る
。

そ
の
際
、
債
務
者
の
同
意
も
、
倒
産
裁
判
所
の
許
可
も
要
し
な
い
。
蓋
し
、
そ
の
場
合
仮
倒
産
管
財
人
は
、
そ
の
保
全
任
務

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
二
条

一
項
二
文
一
号)

を
、

二
二
条
一
項
一
文
に
基
づ
き
彼
に
移
転
さ
れ
た

完
全
な
管
理
処
分
権
限
に
基
づ
き
履
行
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る

(

	)

。

②

価
値
維
持
利
益
の
観
点
か
ら
の
保
全
目
的
に
基
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
措
置
で
も
、
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
倒
産
裁
判
所
の

許
可
を
要
す
る

(

一
六
〇
条
類
推) (


)

。
債
務
者
は
、
倒
産
裁
判
所
の
許
可
の
前
に
、
仮
倒
産
管
財
人
か
ら
な
す
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
通
知
を
受

け

(

一
六
一
条
一
文
類
推) (

�)

、
そ
の
措
置
に
対
す
る
異
議
を
倒
産
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

(

一
六
一
条
二
文
類
推) (

�)

。

こ
れ
は
、
概
ね
、
以
下
の
よ
う
な
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
倒
産
手
続
開
始
の
確
定
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
債
務
者
の
現
状
維
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手
続
に
お
け
る
破
産
財
団
の
有
利
な
価
格
で
の
換
価

特
に
営
業
譲
渡

が
可
能
に
な
る
と
説
か
れ
て
い
た

(

第
一
章
第
六
節
第

一
款
参
照)

。
こ
の
よ
う
な
企
業
継
続
に
対
す
る
肯
定
的
な
価
値
判
断
を
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
も
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い

(

�)
。

仮
倒
産
管
財
人
の
企
業
継
続
に
関
す
る
権
限
は
、
債
務
者
や
倒
産
裁
判
所
の
同
意
を
要
件
と
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
権
限
は

直
接
二
二
条
一
項
二
文
二
号
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
固
有
の
も
の
で
あ
る

(

�)

。

そ
し
て
、
企
業
継
続
に
伴
い
生
ず
る
債
務
が
財
団
債
務
と
さ
れ
る
旨
の
明
文
規
定
も
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
財
産
管
理

処
分
権
の
帰
属
す
る
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
債
務
は
、
手
続
開
始
後
は
財
団
債
務
と
な
る

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
五
五
条
二

項
一
文
。
企
業
継
続
に
必
要
な
資
金
調
達
の
た
め
に
融
資
を
受
け
た
場
合
な
ど)

。
ま
た
継
続
的
債
務
関
係
に
基
づ
く
債
務
は
、
仮
倒

産
管
財
人
が
反
対
給
付
を
請
求
し
た
場
合
に
は
、
財
団
債
務
と
な
る

(

同
項
二
文
。
仮
倒
産
管
財
人
が
雇
用
を
継
続
す
る
従
業
員
の
給

料
債
権
な
ど) (

�)

。

(

二)

以
上
の
企
業
継
続
義
務
は
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
、
仮
倒
産
管

財
人
の
企
業
継
続
義
務
の
例
外
を
認
め
て
い
る
。
即
ち
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
債
務
者
企
業
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た

(

�)

。
こ
れ
は
、
企
業
継
続
に
よ
っ
て
損
失
が
生
ず
る
場
合
、
二
二
条
一
項
二
文
一
号
の
債
務
者
財
産
の
維
持
・
保
全

の
義
務
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
批
判

(

�)

を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

企
業
閉
鎖
は
、｢

財
産
の
著
し
い
減
少

(V
erm

inderung)

を
防
止
す
る
た
め｣

に
必
要
で
あ
っ
て
、
か
つ
倒
産
裁
判
所
が
そ
れ

に
許
可
し
た
場
合
に
限
り
、
適
法
で
あ
る
。
立
法
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

仮
倒
産
管
財
人
は
、
そ
の
選
任
前
に
経
営
が
停
止
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
原
則
と
し
て
開
始
手
続
の
間
、
債
務
者
の
企
業
を
継
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
、
著
し
い
損
失

(V
erlust)

を
計
上
し

か
つ
再
建
の
見
込
み
の
な
い

(keine
A
ussicht

auf
Sanierung)

企
業
を
、
開
始
手
続
に
お
い
て
既
に
全
部
ま
た
は
一
部
閉
鎖
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
が
あ
り
得
る
。
そ
れ
は
、
裁
判
所
の
許
可
に
よ
っ
て
、
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

(

一
項
二
文
二
号) (

�)

。
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は
正
当
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
も

、
基
本
的
に
債
権
者
の
換
価
利
益
に
優
先
す
る
。
か
か
る
原
則
は
、
個
々
の
場
合
に
有
利
な

譲
渡
可
能
性
が
存
す
る
場
合
で
も
、
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
債
務
者
の
同
意
に
よ
り
初
め
て
そ
の
現
状
維
持
利
益
が
後
退
す
る
の
で
あ
り
、
そ

の
と
き
、
仮
倒
産
管
財
人
は
全
利
害
関
係
人
の
た
め
に
、
単
な
る
財
産
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
財
産
増
殖
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

(

�)

。

以
上
の
よ
う
なP

ohlm
ann

の
見
解
は
、
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
学
説
と
同
様
、
関
係
人
自
治
の
趣
旨
を
手
続
開
始
前
の
段
階
に
も
実
現

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
な
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
け
る
債
権
者
自
治
の
強
化
に
鑑
み
る
と
き
、
関
係
人
自
治
の
手
続

開
始
前
へ
の
前
倒
し
と
い
う
の
は
、
筋
の
通
っ
た
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
が
手
続
申
立
て
か
ら
開
始
ま
で
の
手
続
的
段
階
を
、
前
述
の
よ
う
に
消
極
的
に
捉
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
か
か

る
解
釈
論
的
試
み
も
徒
労
に
帰
す
可
能
性
は
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
行
使
の
あ
り
方
に
つ
い
て
彼
の
見
解
が
具
体

的
場
面
で
ど
の
よ
う
な
結
論
を
も
た
ら
す
か
は
、
こ
の
後
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
四
款

仮
倒
産
管
財
人
の
行
う
措
置
の
具
体
例

以
下
で
は
、
管
理
処
分
権
の
帰
属
す
る
仮
倒
産
管
財
人
を
念
頭
に
、
主
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一

企
業
継
続
・
閉
鎖

(

一)

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
、
企
業
継
続
は
、
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
権
が
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
し
た
場
合
の
義
務
の
一
つ
で
あ
る

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)

。
立
法
者
は
、
特
に
こ
の
企
業
継
続
が
、｢
債
務
者
の
財
産
状
態
に
つ
い
て
の
債
権
者
に
不
利
な
変
更
を
防

止
す
る｣

と
い
う
保
全
処
分
の
目
的

(

二
一
条
一
項
参
照)

の
達
成
の
た
め
の
中
心
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

(

�)

。
Ｋ
Ｏ

の
下
で
は
、
企
業
の
継
続
に
よ
っ
て
、
企
業
の
組
織
的
一
体
と
し
て
の
価
値

(
商
号
、
顧
客
、
取
引
に
お
け
る
優
遇
条
件
、
熟
練
さ
れ

た
従
業
員)

の
維
持
、(

原
料
・
半
製
品
の
完
成
等
に
よ
る)

個
々
の
財
団
所
属
財
産
の
価
値
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
破
産
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確
か
に
、
倒
産
手
続
開
始
が
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
手
続
開
始
前
の
段
階
で
は
、
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
企
業
閉
鎖
を
債
務
者
の
同
意
に
か
か
ら
せ
る
こ
と
は
、
特
に
同
意
の
拒
絶
が
必
ず
し
も
正
当
な
動
機
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

結
果
債
権
者
の
利
益
を
害
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
妥
当
で
は
な
い
。
債
務
者
の
利
益
は
、
客
観
化
さ
れ
た
基
準
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
閉
鎖
は
、
債
務
者
自
ら
が
も
た
ら
し
た
状
況
の
経
済
的
帰
結
、
即
ち
理
性
的
な
企
業
家
で
あ
れ
ば
当

然
行
う
は
ず
の
判
断
に
基
づ
く
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
判
断
が
不
当
な
も
の
で
あ
っ
て
債
務
者
を
害
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
法
は
倒
産
裁
判

所
の
関
与
を
必
要
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
対
処
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
手
続
開
始
前
に
お
い
て
は
手
続
開
始
後
よ
り
も
債
務
者
の
利
益
を
保
護

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
法
の
価
値
判
断
を
表
す
も
の
で
あ
る

(

手
続
開
始
後
の
閉
鎖
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
申
立
て
が
な
け
れ
ば
倒
産
裁
判
所

は
関
与
で
き
な
い
。
一
五
八
条
二
項
参
照)

。
た
だ
、
債
務
者
に
異
議
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
意
味
で
、
仮
倒
産
管
財
人
に
閉
鎖
前
の
通
知
を

要
求
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る

(

一
五
八
条
二
項
類
推) (

�)

。

二

財
産
換
価

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
は
、
Ｋ
Ｏ
に
比
べ
、
裁
判
所
の
保
全
処
分
に
よ
る
手
続
開
始
の
効
果
の
前
倒
し
を
広
く
認
め
て
い
る

(

二
一
条
二
項
二
号

三
号
、
二
二
条
一
項
一
文
、
二
四
条
一
項
二
項
、
五
五
条
二
項
な
ど)

。
し
か
し
そ
れ
は
、
開
始
後
の
手
続
の
全
面
的
な
前
倒
し
ま
で

許
容
す
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
財
産
の
換
価
は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
い
て
も
、
手
続
開
始
後
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
の
中
心
的
任
務
で

あ
る

(

一
五
九
条
参
照

(

�))

。
従
っ
て
、
一
般
的
処
分
禁
止
発
令
の
有
無
を
問
わ
ず
、
原
則
と
し
て
仮
倒
産
管
財
人
に
は
財
産
換
価
は
認

め
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
倒
産
手
続
開
始
が
確
定
し
な
い
限
り
債
務
者
は
回
復
不
能
な
財
産
喪
失
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
倒
産
手
続
開
始
後
の
債
権
者
の
判
断
権

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
一
五
七
条

(

�))

が
先
取
り
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
で
あ

る

(

�)

。前
出
の
立
法
理
由
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
は
、
手
続
開
始
に
関
す
る
裁
判
ま
で
の
財
産
保
全
と
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即
ち
、
条
文
に
い
う

｢

財
産
の
著
し
い
減
少｣

と
は
、｢

著
し
い
損
失
を
計
上
し
再
建
の
見
込
み
の
な
い｣

状
態
を
指
す
こ
と
に
な

る
(

�)
。
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
明
白
な
状
態
が
な
け
れ
ば
、
企
業
閉
鎖
を
す
べ
き
で
な
く
、
企
業
継
続
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。
こ
の
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仮
倒
産
管
財
人
に
困
難
を
強
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い

(

�)

。

と
も
あ
れ
法
は
、
そ
の
よ
う
な
経
済
的
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
倒
産
裁
判
所
の
許
可
と
い
う
手
続
的
要
件
を
満
た
せ
ば
、
企
業
の
閉

鎖
を
認
め
る
。
こ
の
点
、
Ｋ
Ｏ
の
下
で
は
、
確
か
に
破
産
裁
判
所
の
許
可
を
得
れ
ば
適
法
に
業
務
閉
鎖
で
き
る
と
い
う
見
解
も
相
当
数

存
し
た
が
、
他
方
で
債
権
者
自
治
の
原
則
に
配
慮
し
た
り
、
あ
る
い
は
業
務
閉
鎖
の
効
果
の
重
大
性
に
鑑
み
債
務
者
の
同
意
を
要
求
し

た
り
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
っ
た

(

第
一
章
第
六
節
第
二
款)

。
か
か
る
見
解
は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
解
釈
論
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
点
、P

ohlm
ann

は
、
二
二
条
一
項
二
文
二
号
は
開
始
手
続
に
お
け
る
企
業
閉
鎖
に
関
す
る
独
立
の
完
結
的
な
規
定
で
あ
り
、

債
権
者
も
債
務
者
も
閉
鎖
に
関
す
る
判
断
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
る

(

�)

。
ま
ず
債
権
者
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
る
。確

か
に
企
業
閉
鎖
は
、
報
告
期
日
に
お
け
る
債
権
者
集
会
の
決
議
事
項
で

(

一
五
七
条)

、
か
つ
報
告
期
日
前
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
債
権
者
委

員
会
の
同
意
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る

(

一
五
八
条
一
項)
。
し
か
し
、
債
権
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
閉
鎖
の
前
に
債
務

者
に
通
知
す
れ
ば
、
単
独
で
企
業
閉
鎖
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

(

一
五
八
条
二
項
一
文
参
照
。
た
だ
し
債
務
者
の
申
立
て
に
よ
り
裁
判

所
の
命
令
で
閉
鎖
措
置
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
同
二
文)
。
こ
れ
は
、
企
業
閉
鎖
を
債
権
者
機
関
が
組
織
さ
れ
る
ま
で
延
期
す
れ
ば
著

し
い
財
産
損
失
が
生
じ
う
る
た
め
に
、
企
業
閉
鎖
を
緊
急
措
置
と
し
て
行
う
べ
き
場
合
が
あ
る
と
い
う
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

に
は
、
債
権
者
の
利
益
は
倒
産
管
財
人
が
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
当
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
れ
ば
倒
産
管
財
人
の
責
任

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
六
〇
条

参
照)

と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
は
、
手
続
開
始
前
の
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
閉
鎖
に
も
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る

(

	)

。

次
に
企
業
閉
鎖
の
判
断
へ
の
債
務
者
の
関
与
可
能
性
に
関
し
て
は
、P

ohlm
ann

は
以
下
の
よ
う
に
議
論
を
展
開
す
る
。
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開
始
手
続
に
お
い
て
も
可
能
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
債
権
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
とP

ohlm
ann

は
説
く
。

蓋
し
、
そ
の
場
合
に
も
勿
論
管
財
人
は
保
全
目
的
の
価
値
維
持
要
素
に
拘
束
さ
れ
、
特
に
重
要
な
判
断
の
際
に
は
追
加
的
に
一
六
〇
条

の
類
推
に
よ
り
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

仮
倒
産
管
財
人
が
一
六
〇
条
・
一
六
一
条
等
の
制
限
を
踰
越
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為
の
有
効
性
は
影
響
を
受
け
な
い

(

一
六
四
条
準
用)

。
ま
た
仮
倒
産
管
財
人
は
、
換
価
に
同
意
し
た
債
権
者
に
対
し
て
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
ず
、
そ
の
他
の
債
権
者

に
対
し
て
は
最
適
で
な
い
換
価
の
場
合
だ
け
損
害
賠
償
責
任
を
負
う

(

�)

。

三

事
業
譲
渡

Ｋ
Ｏ
の
保
管
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
る
か
、
ま
た
は
破
産
手
続
開
始
が
確
実
に
予
測
さ
れ
か
つ
債
務
者
財
産
の
保
全
の

観
点
か
ら
絶
対
必
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
で
な
け
れ
ば
、
保
管
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
が
適
法
と
な
る
可
能
性
が
な
い
。
そ
の
よ
う
に
説

く
の
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
例
で
あ
っ
た

(

第
一
章
第
六
節
第
三
款
参
照)

。
こ
れ
に
対
し
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
は
、
事
前
手
続

に
お
け
る
倒
産
管
財
人
と
同
様
の
要
件
、
即
ち
債
権
者
委
員
会
の
承
認
・
倒
産
裁
判
所
の
同
意
な
ど
を
満
た
す
こ
と
で
、
仮
倒
産
管
財

人
に
よ
る
企
業
譲
渡
を
認
め
て
い
た

(

本
章
第
一
節
第
二
款
五
参
照)

。

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
は
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
の
適
法
性
、
な
い
し
そ
の
要
件
に
つ
い
て
規
定
を
置
い
て
い
な
い
し
、
立
法
理
由

に
お
い
て
触
れ
て
も
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
に
関
す
る
立
法
者
の
イ
メ
ー
ジ
を

緊
急
売

却
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う

消
極
的
な
も
の
と
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
下
で
は
、
事
業
の
譲
渡
を
仮
倒
産
管
財
人
が
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。
確
か
に
、
事
業
譲
渡
は
、
立
法
理
由
が
典
型
例
と
し
て
掲
げ
る

｢

傷
み
や
す
い
物
の
緊

急
売
却｣

か
ら
は
、
最
も
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
Ｋ
Ｏ
の
下
で
判
例
・
学
説
が
事
業
譲
渡
に
関
し
て
活
発
に
議
論
を
展
開
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
が
あ
え
て
沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
許
容
し
な
い
趣
旨
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
あ
り
得
よ
う

(

�)(

�)

。
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い
う
目
的
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
限
り
で
、
行
使
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
立
法
理
由
も
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
行
使
の
典
型

例
を
、｢

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却｣

と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ｋ
Ｏ
の
下
に
お
け
る
第
一
期
の
論
者
の
見
解

保
管
人
に
包
括

的
か
つ
独
立
の
換
価
権
を
認
め
る

(

第
一
章
第
四
節
、
第
六
節
第
二
款
参
照)

は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な

る

(

�)

。そ
れ
で
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
財
産
換
価
権
を
、
い
か
な
る
内
容
の
も
の
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
前
記
立
法
理
由

に
照
ら
せ
ば
、
保
全
目
的
に
必
要
な
財
産
換
価
で
あ
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
は
そ
の
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
解

さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
二
二
条
一
項
一
文
、
二
文
一
号
か
ら
導
か
れ
る
仮
倒
産
管
財
人
の
独
立
の
権
限
で
あ
っ
て
、
債
務
者
や
倒
産
裁

判
所
の
関
与
を
要
し
な
い
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。
そ
の
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
例
え
ば
立
法
理
由
の
掲
げ
る
よ
う
な
傷
み
や
す

い
物
の
緊
急
売
却
、
あ
る
い
は
保
存
・
貯
蔵
等
に
不
当
に
多
額
の
費
用
の
か
か
る
物
の
売
却
も
考
え
ら
れ
る

(

�)

。
ま
た
、
通
常
の
業
務
の

過
程
で
完
成
し
た
製
品
の
売
却
も
、
そ
れ
自
体
は
物
の
価
値
の
保
全
に
不
可
欠
な
措
置
と
は
い
え
な
く
と
も
、
財
団
の
た
め
の
業
務
継

続
の
一
環
と
し
て
、
二
二
条
一
項
二
文
二
号
か
ら
そ
の
権
限
を
導
く
こ
と
が
で
き
よ
う

(

�)

。

次
に
、
通
常
の
業
務
過
程
に
な
い
が
、
保
全
目
的

(

価
値
の
維
持)

の
た
め
に
行
う
物
の
売
却
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。P

ohlm
ann

の
前
述
の
枠
組
に
従
う
と
す
れ
ば
、
一
六
〇
条
、
一
六
一
条
の
シ
ス
テ
ム
に
乗
せ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を

要
件
と
し
、
か
つ
債
務
者
に
は
通
知
し
て
異
議
の
機
会
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

	)

。

最
後
に
、
通
常
の
業
務
過
程
に
な
く
、
し
か
も
価
値
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
済
的
に
有
利
で
あ
る

(

価
値
が
増
殖
さ
れ
る)

こ
と
を
理
由
と
し
て
行
う
売
却
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。P

ohlm
ann

に
よ
れ
ば
、
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益

を
害
す
る
た
め
、
そ
の
同
意
が
な
い
限
り
行
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

)

。
即
ち
、
債
務
者
が
同
意
し
た
と
き
に
は
、
債
務
者
が
そ
の

利
益
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
保
全
目
的
に
内
包
さ
れ
た
現
状
保
護
要
素
に
よ
る
管
財
人
の
権
限
へ
の
制
約
は
、
消
滅
し
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
価
値
保
全
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
済
的
観
点
か
ら
有
益
で
あ
る
換
価
措
置
が
、

論 説
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結
論
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

こ
の
関
連
で
、｢

特
に
重
要
な
法
律
的
行
為｣

に
つ
い
て
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
一
六
〇
条
、
一
六
一
条
の
保
護
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
るP

ohl-

m
ann

は
、
事
業
譲
渡
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
。

企
業
譲
渡
は
原
則
と
し
て
、
そ
れ
が
経
済
的
に
企
業
閉
鎖
の
マ
イ
ナ
ス
措
置

(M
inusm

a
�
nahm

e
zur

B
etriebsstillegung)

と
し
て
理

解
さ
れ
る
場
合
の
み
、
考
慮
さ
れ
る
。
即
ち
、
二
二
条
一
項
二
文
二
号
に
基
づ
く
企
業
閉
鎖
を
避
け
る
べ
き
と
す
れ
ば
、
開
始
手
続
に
お
け
る
企

業
譲
渡
も
、
原
則
と
し
て
他
の
い
か
な
る
措
置
で
も
不
可
避
的
に
企
業
の
閉
鎖
に
至
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
に
そ
れ
を
回
避
す
る
措
置
と
し
て

の
み
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

予
防
的
企
業
譲
渡)

。
こ
の
場
合
、
二
二
条
一
項
二
文
二
号
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
更
に
、

仮
倒
産
管
財
人
は
、
譲
渡
に
よ
る
収
益
が
、
少
な
く
と
も
企
業
閉
鎖
の
場
合
の
企
業
の
仮
定
的
残
存
価
値

(hypothetischer
R
estw

ert)

に

相
当
す
る
か
否
か
を
、
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
債
務
者
及
び
債
権
者
は
、
企
業
閉
鎖
の
場
合
よ
り
不
利
に
陥
っ
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
企
業
閉
鎖
の
代
わ
り
に
予
防
的
に
行
う
企
業
譲
渡
が
原
則
的
場
合
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
二
二
条
一
項
二
文
二

号
類
推
に
基
づ
き
倒
産
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
が
、
債
務
者
の
同
意
は
不
要
で
あ
る

(

た
だ
し
一
六
一
条
一
文
類
推
に
よ
る
通
知
は
必
要

で
あ
る) (

�)

。

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
債
権
者
の
利
益
に
鑑
み
、
例
外
的
に
非
常
に
有
利
な
換
価
可
能
性

(exorbitant
g
� nstiger

V
erw

ertungsm
� gli-

chkeit)

が
あ
り
、
債
権
者
機
関
の
同
意

(

一
六
〇
条
二
項
一
号)

が
推
定
で
き
る
場
合
の
み
、
債
務
者
の
同
意
及
び
倒
産
裁
判
所
の
許
可
の
下
、

仮
倒
産
管
財
人
は
企
業
譲
渡
を
な
し
得
る

(

�)

。
以
上
の
よ
う
な
原
則
は
、
個
々
の
企
業
部
門
の
譲
渡
に
も
援
用
さ
れ
る

(

�)

。

｢

企
業
閉
鎖
の
マ
イ
ナ
ス
措
置｣

と
し
て
の
事
業
譲
渡
の
位
置
づ
け
は
、
他
の
文
献
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
即
ち
、

企
業
閉
鎖
と
い
う
激
変
の
緩
和
措
置
と
し
て
事
業
譲
渡
を
捉
え
る
の
で
あ
る
あ
り
、
こ
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
企
業
閉
鎖
の
要
件
が

満
た
さ
れ
る
と
い
う
場
合
に
、(

債
務
者
の
同
意
を
必
要
と
せ
ず)

倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
持
っ
て
な
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
二
二
条

一
項
二
文
二
号
を
類
推
す
る
、
巧
み
な
解
釈
論
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
企
業
閉
鎖
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
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(

一)
G
erhardt

の
見
解

し
か
し
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
下
で
も
、
例
外
的
に
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
論
者
が
あ
る
。
例
え
ばG

erhardt

は
、
Ｋ
Ｏ
に
お
け

る
自
説

(
第
一
章
第
四
節
第
二
款
一
参
照)

を
踏
ま
え
、
大
要
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
制
限
の
目
的
は
、
第
一
に
、
債
務
者
利
益
の
保
全
に
あ
る
、
け
だ
し
未
だ
倒
産
が
確
定
し
た
状
態
で
な
い
か
ら
だ
。
譲

渡
に
対
す
る
債
務
者
の
同
意
に
よ
っ
て
彼
の
利
益
が
代
表
さ
れ
た
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
の
で
、
仮
倒
産
管
財
人
の
責
任
も
排
除
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

更
に
債
権
者
の
利
益
と
そ
の
関
与
に
関
す
る
問
題
が
出
て
く
る
。
一
六
〇
条
二
項
一
号
に
よ
れ
ば
債
権
者
委
員
会
な
い
し
債
権
者
集
会
の
同
意
が

企
業
譲
渡
に
は
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
開
始
手
続
に
は
援
用
さ
れ
得
な
い
。
譲
渡
に
同
意
を
与
え
う
る
仮
債
権
者
委
員
会
は
予
定
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
債
権
者
の
利
益
は
譲
渡
の
際
に
は
代
表
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
譲
渡
が

｢

経
済
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
倒
産
債
権
者
の
利

益
に
お
い
て
債
務
者
財
産
の
保
全
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
う
る｣

場
合
、
二
二
条
一
項
二
文
二
号
類
推
適
用
に
よ
り
、
倒
産
裁
判

所
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
の
同
意
を
要
せ
ず
に
仮
倒
産
管
財
人
の
事
業
譲
渡
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
手
続
開
始
前
の
譲
渡
に
よ
っ
て
、
手
続
開

始
後
よ
り
高
額
の
収
益
が
可
能
と
な
る
場
合
に
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
の
損
害
は
生
じ
な
い

(

�)

。

要
す
る
に
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
譲
渡
が
で
き
る
し
、
又
は
債
務
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
く
と
も
譲
渡
が
債
務
者
財
産
の
保
全

に
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
れ
ば
二
二
条
一
項
二
文
二
号
を
類
推
適
用
し
て
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
譲
渡
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る

(

�)

。

(

二)
P
ohlm

ann

の
見
解

他
方
で
、
債
権
者
の
手
続
保
障
が
あ
れ
ば
事
業
譲
渡
が
許
容
さ
れ
る
旨
示
唆
す
る
論
者
が
あ
る

(

�)

。
確
か
に
、
事
業
譲
渡
は
、
特
に
重

要
な
法
律
的
行
為
の
一
つ
と
し
て
、
手
続
開
始
後
で
あ
れ
ば
債
権
者
委
員
会
な
い
し
債
権
者
集
会
の
同
意
を
要
す
る
事
項
で
あ
る
か
ら

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
一
六
〇
条
二
項
一
号)

、
手
続
開
始
後
の
債
権
者
自
治
に
委
ね
る
の
が
法
の
趣
旨
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
一
六
〇
条
は
債
権

者
に
対
す
る
手
続
保
障
を
要
求
す
る
趣
旨
だ
と
理
解
す
れ
ば
、
逆
に
手
続
保
障
が
あ
れ
ば
手
続
開
始
前
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の

論 説
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ト
ロ
ー
ル
機
能
を
倒
産
裁
判
所
に
付
与
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
立
法
の
最
終
段
階
で
強
力
に
な
っ
た
趨
勢

｢
裁
判
所
の
負
担

軽
減
と
手
続
簡
素
化｣

を
根
拠
に
政
府
草
案
で
予
定
さ
れ
た
倒
産
裁
判
所
の
任
務
を
最
小
限
に
ま
で
縮
減
す
る

に
、
逆
行
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
企
業
の
譲
渡
は
、
閉
鎖
よ
り
も
債
権
者
の
利
益
に
か
な
う
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
二
二
条
一
項

二
文
二
号
所
定
の
企
業
閉
鎖
へ
の
裁
判
所
の
許
可
の
要
件
の
類
推
適
用
は
、
企
業
譲
渡
の
場
合
に
は
排
除
さ
れ
る

(

�)

。

⑥

仮
債
権
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
な
い
限
り

(

さ
れ
れ
ば
そ
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る)

、
仮
倒
産
管
財
人
は
、
意
図
す
る
企

業
譲
渡
が
債
権
者
の
見
地
か
ら
も
是
認
さ
れ
る
外
観
を
有
す
る
か
、
自
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
彼
は
、
二
二
条

一
項
二
文
二
号

(

開
始
手
続)

又
は
一
五
八
条
二
項
二
文

(

開
始
手
続
か
ら
報
告
期
日
ま
で
の
期
間)

に
基
づ
き
企
業
閉
鎖
の
許

容
性
を
判
断
す
る
際
に
倒
産
裁
判
所
が
用
い
る
の
と
類
似
す
る
、
厳
格
な
基
準
を
当
て
は
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
閉
鎖
よ
り
も
緩

や
か
な
基
準
で
譲
渡
を
容
認
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
企
業
譲
渡
も
、
企
業
閉
鎖
と
同
様
、
企
業
の
運
命
に

関
す
る
基
本
た
る
判
断
は
報
告
期
日
か
そ
の
後
に
初
め
て
行
わ
れ
る

(

一
五
六
条
以
下
、
一
六
〇
条
以
下
参
照)

と
い
う
立
法
者

の
指
針
た
る
考
え
か
ら
明
ら
か
に
逸
脱
し
て
い
る
か
ら
だ
。
仮
倒
産
管
財
人
は
従
っ
て
、
譲
渡
の
機
会
を
、
全
て
の
事
情
の
慎
重

な
調
査
に
基
づ
き
、
時
機
を
逸
す
れ
ば
管
理
財
産
の

｢

著
し
い｣

減
少
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号
、
一
五

八
条
二
項
二
文
参
照)

と
の
結
論
に
至
っ
た
と
き
の
み
、
活
用
し
て
よ
い

(

�)

。

⑦

開
始
手
続
で
選
任
さ
れ
る
仮
倒
産
管
財
人
は
、
真
の
倒
産
管
財
人
と
同
程
度
に
は
常
に
組
織
化
も
し
く
は
代
表
さ
れ
た
債
権
者

集
団
の
意
思
に
従
う
も
の
で
は
な
い
。
さ
し
あ
た
り
広
範
な
固
有
の
責
任
に
お
い
て
、
一
方
で
債
権
者
の
保
全
利
益
、
他
方
で
債

務
者
の
私
的
自
治
と
の
間
の
中
庸
を
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
完
全
な
権
限
を
有
す
る
仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ

た
場
合
で
も
、
債
務
者
は
開
始
申
立
て
に
関
す
る
裁
判
前
に
は
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
最
終
的
に
財
産
を
喪
失
し
た
も
の
と

扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
他
方
、
企
業
譲
渡
の
際
の
関
与
権
を
も
包
含
す
る
で
あ
ろ
う
真
の
債
権
者
自
治(

一
六
〇
条
以
下)

は
、

倒
産
裁
判
所
が
開
始
申
立
て
を
理
由
あ
る
も
の
と
判
断
し
か
つ
債
務
者
財
産
が
責
任
法
上
債
権
者
に
割
り
当
て
ら
れ
る
時
期
か
ら
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り
、
か
つ
非
常
に
有
利
な
条
件
で
の
譲
渡
で
あ
る
た
め
債
権
者
機
関
の
同
意
が
推
定
さ
れ
る
と
し
て
倒
産
裁
判
所
が
許
可
す
る
場
合
の

み
、
事
業
譲
渡
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
はO

L
G

D
usseldorf,

ZIP
1992,

344

の
判
示

(

第
一
章
第
六
節
第
三
款
三

参
照)
を
念
頭
に
置
い
て
お
り

(

�)

、
こ
の
場
合
に
は
、
債
務
者
・
債
権
者
双
方
の
利
益
を
斟
酌
し
た
規
律
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

三)
M
arotzke

の
見
解

P
ohlm

ann
に
匹
敵
す
る
詳
細
な
議
論
を
展
開
し
た
の
がM

arotzke

で
あ
る
。
彼
の
見
解
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(

�)

。

①

仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
譲
渡
は
原
則
と
し
て
、
債
務
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
人
の
場
合
に
は

常
に
、
そ
の
一
般
的
代
表
機
関
の
同
意
、
事
情
に
よ
っ
て
は
持
分
権
者
の
特
別
な
関
与
行
為

(

�)

を
要
件
と
す
る

(

�)

。

②

開
始
申
立
て
が
債
権
者
で
な
く
債
務
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
場
合
で
も
、
仮
倒
産
管
財
人
は
企
業
を
債
務
者
の
同
意
な
く

し
て
譲
渡
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
蓋
し
債
務
者
は
、
な
か
ん
ず
く
、
債
務
を
清
算
し
こ
れ
ま
で
の
企
業
活
動
の
継
続
を
可
能

に
す
る
内
容
の
倒
産
計
画
を
提
出
す
べ
く
、
倒
産
手
続
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

③

仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
継
続
が

｢
財
産
の
減
少｣

を
も
た
ら
し
、
か
つ
そ
れ
が
倒
産
裁
判
所
が
仮
倒
産
管
財
人
に
企
業
閉

鎖
を
許
可
す
る

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)
ほ
ど
に

｢

著
し
い｣

場
合
に
は
、
債
務
者
の
同
意
は
企
業
譲
渡
の
適
法
要
件
で
は
な

い

(

�)

。

④

債
権
者
の
関
与
の
た
め
に
、
手
続
開
始
前
に
お
い
て
仮
債
権
者
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
禁
ず
る
法
規
定
は
な
い

(

	)

。

⑤

も
っ
と
も
法
は
、
手
続
開
始
前
に
お
い
て
は
、
債
権
者
集
会
・
債
権
者
委
員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
仮
倒
産

管
財
人
が
債
権
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
一
般
に
服
す
る
と
い
う
明
文
の
規
定
も
な
い
。
そ
こ
で
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
閉

鎖

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)

を
背
景
と
す
れ
ば
、
企
業
の
譲
渡
も
そ
れ
に
準
じ
て
倒
産
裁
判
所
の
許
可
に
係
ら
せ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
委
員
会
不
存
在
の
際
に
倒
産
裁
判
所
が
企
業
譲
渡
の
許
容
性
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

観
念
的
な
出
発
点
は
、
法
律
的
意
義
で
の
必
要
な
厳
格
性
に
沿
わ
な
い
。
反
対
に
、
類
推
適
用
や
法
創
造
に
よ
っ
て
か
か
る
コ
ン

論 説
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同
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
消
費
者
倒
産
手
続
の
調
査
・
報
告
は
、
ま
ず
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
施
行
の
改
正
倒
産
法
に
結
実
し
た
。
続
い
て

同
グ
ル
ー
プ
は
、
通
常
倒
産
手
続

(R
egelinsolvenzverfahren)

に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
審
議
は
、
各

州
と
連
邦
の
専
門
家
に
よ
り
、
倒
産
管
財
人
の
選
任
、
事
業
譲
渡
と
財
産
の
処
分
、
倒
産
に
お
け
る
労
働
法
・
租
税
上
の
問
題
を
検
討

す
る
部
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
部
会
の
審
議
を
踏
ま
え
て
、
通
常
倒
産
手
続
の
問
題
点
及
び
改
正
の
提
案
を
内
容
と
す
る
最

終
報
告
書

(

以
下

｢

報
告
書｣

と
称)

が
ま
と
め
ら
れ
、
二
〇
〇
二
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
三
回
司
法
大
臣
会
議
に
お
い
て
提
出

さ
れ
た

(

�)

。

こ
の
報
告
書
を
受
け
て
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
ド
イ
ツ
司
法
省
の
手
に
な
る
討
議
草
案
が
公
表
さ
れ

(

�)

、
そ
の
後
二
〇
〇
四
年
九
月
の

参
事
官
草
案
、
二
〇
〇
六
年
二
月
の
連
邦
政
府
草
案
の
公
表
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
に
は
改
正
倒
産
法
と
し
て
施
行
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
本
稿
の
問
題
関
心
で
あ
る
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

二

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
の
内
容

(

一)

問
題
状
況

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
弁
護
士
会

(D
eutscher

A
nw

altverein) (

�)

を
含
む
実
務
家
側
か
ら
、
以
下
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
仮
倒
産
管
財
人
に

(

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
報
告
期
日
前
の
倒
産
管
財
人
に)

、
譲
渡
再
建
の
方
法
で
債
務
者
企
業

を
譲
渡
す
る
可
能
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。

こ
の
点
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
後
に
、
選
任
さ
れ
た
倒
産
管
財
人
が
債
務
者
の
経
営
の
状
況
を
勘
案

し
て
倒
産
裁
判
所
に
対
し
て
企
業
の
再
建
の
可
能
性
を
報
告
し
、
こ
の
報
告
に
基
づ
き
債
権
者
集
会
に
お
い
て
倒
産
手
続
の
続
行
が
決

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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初
め
て
主
張
し
え
る
の
で
あ
る
。
法
的
な

｢

効
果
前
倒
し｣

を
正
当
化
す
る
よ
う
な
債
権
者
の
手
続
開
始
へ
の
期
待
権
と
い
う
も

の
は
存
在
し
な
い
。
真
の
債
権
者
自
治
は
開
始
後
の
手
続
で
初
め
て
存
し
う
る
の
で
あ
る

(

�)

。

M
arotzke

は
こ
の
よ
う
に
論
じ
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
手
続
開
始
前
の
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
債
務
者
の
同
意

を
要
す
る
こ
と

(

①
②)

、
例
外
的
に
企
業
閉
鎖
を
も
た
ら
す
よ
う
な
財
産
減
少
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
債
務
者
の
同
意
を
要
し

な
い
こ
と

(
③)
、
債
権
者
の
利
益
保
護
の
た
め
に
仮
債
権
者
委
員
会
設
置
の
余
地
を
認
め
る
が

(

④)

、
仮
に
設
置
さ
れ
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
倒
産
裁
判
所
の
許
可
は
不
要
で

(

⑤)

、
仮
倒
産
管
財
人
は
自
ら
の
責
任
で
譲
渡
の
是
非
を

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
は
企
業
閉
鎖
と
同
様
の
状
況
が
あ
る
か
を
吟
味
す
る
こ
と

(

⑥)

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
仮
倒

産
管
財
人
の

｢

中
庸｣

的
地
位
、
す
な
わ
ち
債
務
者
の
利
益
を
尊
重
し
つ
つ
、
債
権
者
自
治
に
も

(

手
続
開
始
後
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の)

一
定
の
配
慮
を
示
す
べ
き
こ
と

(
⑦)

を
説
く
の
で
あ
る
。

M
arotzke

の
枠
組
み
は
、
①
②
③
の
あ
た
り
はG

erhardt

ら
と
軌
を
一
に
す
る
が
、
⑤
⑥
⑦
あ
た
り
で
倒
産
裁
判
所
の
関
与
を

排
除
し
て
仮
倒
産
管
財
人
の
自
己
責
任
を
強
調
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

第
三
節

二
〇
〇
七
年
改
正
倒
産
法
成
立
過
程
の
議
論

仮
倒
産
管
財
人
の
事
業
譲
渡
の
可
否
を
巡
っ
て

第
一
款

連
邦
・
州
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
書

一

経
緯

一
九
九
四
年
に
改
正
さ
れ
た
ド
イ
ツ
倒
産
法
は
、
一
九
九
九
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
程
な
く
し
て
そ
の
規
定
の
多
く
が
実

務
に
適
合
し
て
い
な
い
と
の
理
由
で
、
改
正
論
議
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年
六
月
に
は
、
ド
イ
ツ
の
各
州
の
司
法
省
と
連
邦
司
法

省
で
構
成
さ
れ
る
第
七
〇
回
司
法
大
臣
会
議
に
お
い
て
、
連
邦
及
び
州
の
専
門
家
に
よ
る

｢

連
邦
・
州
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ｣

が
設

置
さ
れ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
九
四
年
倒
産
法
の
問
題
点
を
分
析
し
、
改
正
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
と
い
う
任
務
を
課
さ
れ
た
。

論 説
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提
示
も
不
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
開
始
手
続
中
の
事
業
譲
渡
は
、
こ
れ
に
関
す
る
判
断
の
前
に
、
債
務
者
の
権
利
が
有
効
か
つ
十
分

な
態
様
で
保
障
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
考
慮
さ
れ
う
る
と
報
告
書
は
説
く

(

�)

。

他
方
で
報
告
書
は
、
同
様
に
事
業
譲
渡
に
よ
っ
て
著
し
く
影
響
を
受
け
る
債
権
者
の
権
利
保
障
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
債
権

者
集
団
の
内
部
で
十
分
な
意
思
形
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
指
摘
す
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
債
務
者
・
債
権
者
双
方
の
権
利
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
債
務
者
・
債
権
者
の
同
意
を
事
業
譲
渡
の
要
件
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
権
利
保
障
を
図
る
こ
と
に
な
る(

債
権
者
の
同
意
を
と
る
手
段
と
し
て
は
仮
債
権
者
委
員
会
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
許
容
性
自
体
も
一
つ
の
問
題
で
あ
る)

。
し
か
し
、
債
務
者
・
債
権
者
い
ず
れ
の
同
意
も
、
そ
れ
を
得
る
た
め
に
は
通
常
、
仮
倒

産
管
財
人
に
よ
る
説
明
等
の
労
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
の
時
間
も
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
開
始
手
続
を
条
件
付
で
延
期

し
か
つ
複
雑
化
す
る
こ
と
は
、
可
能
な
限
り
迅
速
な
開
始
裁
判
と
い
う
目
的
に
か
ん
が
み
、
非
生
産
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
本
来

手
続
開
始
後
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
手
続
段
階
お
よ
び
重
要
な
判
断
を
、
手
続
開
始
前
に
前
倒
し
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に

｢

倒
産
手

続
の
前
の
倒
産
手
続｣

(Insolvenzverfahren
vor

dem
Insolvenzverfahren)

で
あ
り
、
開
始
後
の
手
続
の
本
質
的
な
機
能
の

前
倒
し
で
あ
る
。
開
始
手
続
で
は
倒
産
原
因
や
倒
産
の
詳
細
な
事
情
を
こ
れ
か
ら
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
開
始
手
続

に
重
心
を
か
け
る
こ
と
は
望
ま
し
い
も
の
に
思
わ
れ
ず
、
ま
た
倒
産
法
の
構
造
に
も
ほ
と
ん
ど
適
合
し
な
い

(

�)

。

報
告
書
は
こ
の
よ
う
に
、
債
務
者
・
債
権
者
の
手
続
保
障
を
図
る
場
合
に
開
始
手
続
の
複
雑
化
・
手
続
開
始
の
遅
延
を
招
く
こ
と
、

及
び
手
続
前
倒
し
に
よ
る
開
始
後
手
続
の
形
骸
化
を
理
由
に
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
に
消
極
的
立
場
を
示
す
の
で
あ
る

(

�)

。

報
告
書
は
ま
た
、
事
業
譲
渡
を
企
業
閉
鎖(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)

の
一
態
様
で
あ
る
と
し
て
同
じ
規
律(

倒
産
裁
判
所
の
許
可)

に
係
ら
せ
る
と
い
う
一
部
論
者
の
主
張
に
対
し
て
も
、
消
極
的
で
あ
る
。
債
務
者
・
債
権
者
の
利
益
が
適
切
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
、
閉
鎖
の
判
断
に
事
業
譲
渡
の
可
否
の
判
断
を
含
ま
せ
る
こ
と
は
い
た
ず
ら
に
コ
ス
ト
を
か

け
手
続
開
始
を
遅
延
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)

。
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定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
九
条
一
項
一
号)

。
こ
の
期
日
は
、
開
始
決
定
か
ら
最
長
三
ヶ
月
の
範
囲
内
で
指
定
さ

れ
る

(

同)

。
財
産
の
処
分
は
、
こ
の
報
告
期
日
の
後
に
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
り

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
一
五
九
条)

、
事
業
譲
渡
も
処
分

の
一
環
と
し
て
報
告
期
日
の
後
に
初
め
て
可
能
と
な
る
と
い
う
の
が
建
前
で
あ
る
。
更
に
そ
も
そ
も
手
続
開
始
前
の
事
業
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
倒
産
手
続
開
始
に
関
す
る
裁
判
ま
で
債
務
者
企
業
を
継
続
す
る
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)

と
抵
触
を

来
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
事
業
譲
渡
が
許
容
さ
れ
る
ま
で
は
、
申
立
て
か
ら
数
ヶ
月
が
経
過
し
う
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

し
か
し
大
抵
の
事
案
に
お
い
て
、
早
期
の
手
続
段
階
に
こ
そ
、
特
に
有
利
な
譲
渡
の
チ
ャ
ン
ス
が
存
す
る
。
こ
の
時
機
を
失
す
る
と
、

債
務
者
企
業
の
危
機
が
増
大
し
、
取
引
相
手
方
の
信
用
も
一
般
に
失
っ
て
い
る
の
で
、
当
初
段
階
で
譲
受
け
に
関
心
を
示
し
て
い
た
者

も
、
譲
受
け
を
断
念
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の
際
に
は
債
務
者
企
業
は
解
体
換
価
さ
れ
る
し
か
な
く
、
そ
の
解
体
価
値
は

通
常
、
早
期
の
譲
渡
換
価
が
実
現
し
て
い
た
場
合
の
譲
渡
収
益
よ
り
も
著
し
く
低
い
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
早
期
の
譲
渡
は
、
個
々

の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
に
有
意
義
で
全
関
係
者
の
利
益
に
沿
う
も
の
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
に
手
続
早
期
段
階
で
の
事
業
譲
渡
の
実
務
上
の
必
要
性
を
説
き

(

�)

、
そ
れ
に
基
づ
き

(

ア)

手
続
開
始
前
に

仮
倒
産
管
財
人
が
行
う
事
業
譲
渡
、(

イ)

手
続
開
始
後
報
告
期
日
前
に
倒
産
管
財
人
が
行
う
事
業
譲
渡
の
許
容
性
に
つ
き
、
議
論
を

展
開
す
る
。

(

二)

手
続
開
始
前
に
仮
倒
産
管
財
人
が
行
う
事
業
譲
渡
の
許
容
性
の
検
討

報
告
書
は
ま
ず
、
前
記

(

ア)

手
続
開
始
決
定
前
に
仮
倒
産
管
財
人
が
行
う
事
業
譲
渡
に
つ
き
検
討
し
、
結
論
と
し
て
消
極
の
立
場

を
と
る
。

報
告
書
が
ま
ず
指
摘
す
る
の
は
、
債
務
者
の
財
産
権
保
障
の
観
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
手
続
開
始
決
定
前
の
事
業
譲
渡
は
、
そ
れ
が

い
ま
だ
倒
産
原
因
の
存
在
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
時
点
で
行
わ
れ
る
が
た
め
に
、
債
務
者
の
権
利
へ
の
著
し
い
介
入
と
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
債
務
者
か
ら
最
終
的
に
企
業
の
継
続
可
能
性
を
剥
奪
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
倒
産
計
画
の
作
成
・
提
出
や
再
建
の
代
替
案
の

論 説
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価
の
た
め
に
可
能
な
限
り
利
用
さ
れ
る
べ
き

有
利
な
事
業
譲
渡
の
提
案
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
倒
産
管
財
人
に
よ
り
報
告

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
債
務
者
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
の
移
転
し
た
仮
倒
産
管
財
人(

い
わ
ゆ
る
強
い
仮
倒
産
管
財
人)
で
あ
っ

て
も
、
固
定
資
産
の
重
要
な
構
成
要
素
の
譲
渡
あ
る
い
は
債
務
者
の
事
業
の
全
部
譲
渡
は
、
そ
の
換
価
権
限
と
し
て
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
。
も
っ
と
も
二
二
条
一
項
二
文
二
号
に
よ
れ
ば
、
強
い
仮
倒
産
管
財
人
に
は
、
著
し
い
価
値
減
少

(W
ertm

inderungen)
を

回
避
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
の
許
可
に
よ
っ
て
企
業
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
閉
鎖
は
職
場
の
不
可
逆
的
な
喪
失

を
も
た
ら
す
の
で
、
そ
の
限
り
で
事
業
譲
渡
は
企
業
に
対
す
る
介
入
と
し
て
は
程
度
が
軽
い
。
そ
れ
ゆ
え
倒
産
裁
判
所
が
閉
鎖
の
代
わ

り
に
事
業
譲
渡
を
も
許
可
し
う
る
と
す
る
こ
と
で
、
早
期
の
事
業
譲
渡
の
要
請
を
少
な
く
と
も
限
定
的
に
実
現
す
る
の
で
あ
る
、
と

(

�)

。

そ
の
上
で
討
議
草
案
は
、
以
下
の
よ
う
に
よ
り
詳
細
に
論
ず
る
。

申
立
直
後
に
企
業
の
全
部
譲
渡
の
特
に
有
利
な
提
案
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
実
務
家
か
ら
繰
り
返
し
報
告
さ
れ
る
。
そ
れ
は
非
常
に
理
解
し

や
す
い
、
と
い
う
の
は
か
か
る
時
点
ま
で
企
業
は
未
だ
市
場
に
お
い
て
宣
伝
力
を
も
っ
て

(w
erbend)

活
動
し
て
お
り
、
倒
産
に
よ
っ
て
惹
起

さ
れ
た
資
力
の
減
少
は
未
だ
一
般
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
労
働
者
と
取
引
相
手
方
は
未
だ
企
業
の
側
に
あ
る
か
ら
だ
。
申
立
て
か
ら
数
週
間
経
て

ば
事
態
は
完
全
に
違
っ
た
も
の
に
な
り
得
、
企
業
は
解
体
換
価
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
得
る
。
こ
れ
は
倒
産
法
の
、
で
き
る
だ

け
最
善
の
満
足
を
債
権
者
に
実
現
す
る
と
い
う
目
的
設
定
に
反
す
る
。
そ
の
限
り
で
、
既
に
開
始
手
続
に
お
い
て
譲
渡
再
建
を
可
能
に
す
る
、
重

要
な
根
拠
が
存
す
る
。
他
方
で
、
倒
産
原
因
が
未
だ
最
終
的
に
確
定
し
て
い
な
い
時
点
で
の
か
か
る
措
置
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
権
利
に
対
す
る

重
大
な
侵
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
倒
産
計
画
に
お
い
て
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
企
業
主

体
の
再
建
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
機
会
が
債
務
者
か
ら
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
意
義
が
存
す
る
。
更
に
、
企
業
が
そ
の
価
値
に
よ
っ
て
の
み

な
ら
ず
そ
の
現
在
の
構
成
に
お
い
て
債
務
者
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
企
業
が
債
務
者
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
を
意
味
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
債
務
者
の
ど
の
よ
う
な
重
大
な
利
益
に
係
わ
り
得
る
こ
と
か
、
見
易
い
道
理
で
あ
る
。

手
続
開
始
前
の
譲
渡
は
、
従
っ
て
、
厳
格
な
例
外
的
場
合
と
し
て
の
み
許
容
さ
れ
得
る
。
例
え
ば
学
説
で
は
、
か
か
る
早
期
の
段
階
に
お
け
る
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(

三)

手
続
開
始
後
報
告
期
日
前
に
倒
産
管
財
人
が
行
う
事
業
譲
渡
の
許
容
性
の
検
討

以
上
に
対
し
、
報
告
書
は
手
続
開
始
後
報
告
期
日
前
に
倒
産
管
財
人
が
行
う
事
業
譲
渡
に
つ
き
、
積
極
の
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ス
ト
の
か
か
る
手
続
段
階
と
判
断
を
前
倒
し
す
る
こ
と
で
手
続
を
重
厚
に
し
遅
延
さ
せ
る
よ
り
は
、
開
始
手
続
を
迅
速
に
進
行
し
迅

速
に
終
結
す
べ
き
で
あ
る
。
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
に
関
す
る
問
題
の
多
く
は
、
手
続
開
始
後
の
譲
渡
再
建
の
際
に
は
生
じ

な
い
。
蓋
し
、
開
始
決
定
が
行
わ
れ
た
結
果
、
倒
産
原
因
の
存
在
は
確
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
譲
渡
に
伴
う
債
務
者
の
権
利
へ
の

介
入
は
そ
れ
ゆ
え
、
開
始
手
続
中
の
譲
渡
と
は
全
く
異
な
る
、
確
固
た
る
正
当
化
根
拠
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
倒
産

裁
判
所
は
、
事
業
譲
渡
の
チ
ャ
ン
ス
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
な
ら
ば
、
関
係
す
る
債
権
者
権
利
を
保
障
す
べ
き

(

六
七
条
一
項)

債
権

者
委
員
会
を
、
特
に
手
続
を
浪
費
す
る
こ
と
な
く
、
開
始
決
定
と
同
時
に
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(

�)

。

結
論
と
し
て
報
告
書
は
、
手
続
開
始
前
の
事
業
譲
渡
を
疑
問
と
し
、
手
続
開
始
後
報
告
期
日
前
の
事
業
譲
渡
を
考
慮
に
値
す
る
も
の

と
し
て
、
提
案
す
る
の
で
あ
る

(

�)(

�)

。

第
二
款

二
〇
〇
三
年
の
討
議
草
案

一

草
案
の
内
容

二
〇
〇
三
年
四
月
に
ド
イ
ツ
連
邦
司
法
省
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
討
議
草
案

(

�)

は
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
に
つ
き
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
書
と
異
な
り
、
積
極
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
討
議
草
案
は
、
第
一
章

｢

倒
産
法
の
改
正｣

の
七
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
。

｢

七

第
二
二
条
第
１
項
第
二
号
に
つ
き
、｢

閉
鎖(Stilllegung)｣
と
い
う
文
言
の
後
に
、｢

又
は
譲
渡(oder

V
er� u

�
erung)｣

と
い
う
文
言
を
挿
入
す
る
。｣

討
議
草
案
は
、
か
か
る
提
案
を
行
う
理
由
を
大
要
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
し
ば
し
ば
手
続
開
始
の
直
前
に
、

最
善
の
財
団
換
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第
一
に
、
事
業
譲
渡
の
許
容
は
、
仮
倒
産
管
財
人
が
倒
産
財
団
を
換
価
す
る
権
利
を
未
だ
有
し
な
い
と
い
う
原
則
に
背
馳
す
る
。

第
二
に
、
手
続
開
始
前
の
事
業
譲
渡
は
、
倒
産
手
続
の
実
施
の
可
否
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
財
団
を
既
に
換
価
す

る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
不
可
逆
的

(unum
kehrbar)

な
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
続
不
開
始
の
場
合
の
処
理
に
窮
す

る
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
事
業
譲
渡
を
企
業
閉
鎖
と
同
一
の
要
件
に
係
ら
せ
る
こ
と
は
、
も
は
や
経
済
的
に
は
経
営
が
立
ち
行
か
な
い
企
業
を
即
座

に
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
利
害
関
係
人
が
存
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
実
務
上
稀
な
事
態
で
あ
る
。
逆
に
継
続
価
値
が
あ

り
継
続
能
力
の
あ
る
企
業
と
い
う
ま
さ
に
経
済
的
に
最
も
有
利
な
場
合
は
、
裁
判
所
は
譲
渡
に
同
意
を
付
与
で
き
な
い
こ
と
に
な
る

(

�)

。

か
か
るP

ape

の
批
判
に
同
調
す
る
者
は
多
く

(

�)

、
そ
れ
が
参
事
官
草
案
に
お
け
る
軌
道
修
正
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
款

参
事
官
草
案
・
連
邦
政
府
草
案
・
二
〇
〇
七
年
倒
産
法
改
正
法

二
〇
〇
四
年
九
月
に
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
参
事
官
草
案

(R
eferentenentw

urf) (

�)

は
、
一
転
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ

る
事
業
譲
渡
に
消
極
的
な
立
場
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
こ
の
立
場
を
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
の
連
邦
政
府
草
案

(R
egierungsentw

urf) (

�)

、
及
び
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
施
行
の
改
正
倒
産
法
も
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

参
事
官
草
案
及
び
政
府
草
案
は
、
以
下
の
よ
う
に
理
由
を
述
べ
る
。

し
ば
し
ば
手
続
開
始
の
直
前
に
最
善
の
財
団
換
価
の
た
め
に
可
能
な
限
り
利
用
さ
れ
る
べ
き
有
利
な
事
業
譲
渡
の
提
案
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
、
倒
産
管
財
人
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。
開
始
手
続
に
お
い
て
時
に
営
業
の
全
部
譲
渡
の
有
利
な
申
出
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

と
し
て
も
、
法
案
は
、
仮
倒
産
管
財
人
に
か
か
る
換
価
オ
プ
シ
ョ
ン
を
開
く
こ
と
を
断
念
し
た
。
か
か
る
手
続
段
階
で
は
、
そ
も
そ
も
倒
産
原
因

の
存
在
が
、
い
ま
だ
確
実
性
を
も
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
所
有
権
へ
の
係
る
重
大
な
侵
害
を
正
当
化
す
る
事
由
が
な
い
時
点
に
お

い
て
、
債
務
者
か
ら
そ
の
企
業
を
剥
奪
す
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
債
務
者
の
同
意
に
よ
っ
て
か
か
る
換
価
権
を
仮
倒
産
管
財
人
に
認
め
る
と
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譲
渡
再
建
は
債
務
者
の
同
意
に
係
ら
せ
る
べ
き
旨
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
手
続
開
始
前
の
譲
渡
再
建
の
許
容
性
の
問
題
に
関
し
て
は
、

こ
の
段
階
で
手
続
が
過
重
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
点
で
、
一
貫
し
た
構
造
を
も
つ

(durchstrukturierten)

倒
産
手
続
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
判
断
に
係
わ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
背
景
に
お
い
て
、

法
案
は
、
裁
判
所
が
企
業
閉
鎖
を
許
可
で
き
る
要
件
の
下
で
事
業
譲
渡
を
許
容
す
べ
き
で
あ
る
旨
提
案
す
る
。
学
説
で
の
支
持
に
基
づ
き
、
既
に

現
行
法
に
お
い
て
も
そ
れ
は
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
二
二
条
一
項
二
号
は
単
に
明
確
化
す
る
意
義
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
企
業
の
経
営
が
費
用
を

賄
え
ず

(nicht
kostendeckend)

、
か
つ
事
業
の
継
続
が
債
権
者
の
満
足
可
能
性
を
著
し
く
減
退
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
か
か

る
要
件
の
下
で
、
譲
渡
は
、
企
業
閉
鎖
の
マ
イ
ナ
ス

(M
inus)

で
あ
る
。
蓋
し
企
業
は
そ
の
職
場
を
維
持
す
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
加
え
て
、
譲

渡
代
金
と
し
て
受
領
さ
れ
た
金
銭
は
、
手
続
開
始
後
に
、
迅
速
に
債
権
者
に
弁
済
さ
れ
得
る

(

�)

。

討
議
草
案
は
ま
ず
、｢

倒
産
法
の
、
で
き
る
だ
け
最
善
の
満
足
を
債
権
者
に
実
現
す
る
と
い
う
目
的
設
定｣

を
重
視
し
て
手
続
開
始

前
の
事
業
譲
渡
に
積
極
的
立
場
を
示
す
。
同
時
に

｢

倒
産
原
因
が
未
だ
最
終
的
に
確
定
し
て
い
な
い
時
点
で
の
事
業
譲
渡
に
よ
る
債
務

者
の
権
利
に
対
す
る
重
大
な
侵
害｣

に
も
配
慮
す
る
の
で
あ
る
が
、
譲
渡
を
債
務
者
の
同
意
に
係
ら
せ
る
の
は
手
続
が
過
重
に
な
る
と

し
て
否
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
事
業
譲
渡
が
企
業
閉
鎖
の
マ
イ
ナ
ス
、
す
な
わ
ち
職
場
を
維
持
す
る
点
で
企
業
閉
鎖
よ
り
も
マ
イ
ル
ド

な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
事
業
譲
渡
を
企
業
閉
鎖
と
同
じ
要
件
に
係
ら
せ
て
許
容
す
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
の
運
営
が
費
用
を

賄
え
ず
、
か
つ
事
業
の
継
続
が
債
権
者
の
満
足
可
能
性
を
著
し
く
減
退
さ
せ
る
場
合
に
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
で
事
業
譲
渡
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

二

討
議
草
案
へ
の
反
応

討
議
草
案
に
お
け
る
、
手
続
開
始
前
の
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
の
規
律
は
、
ド
イ
ツ
裁
判
官
連
盟

(D
eutscher

R
ichterbund)

の
賛
成

(

�)

を
除
け
ば
、
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
例
え
ばP

ape
は
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

論 説
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譲
渡
が
許
容
さ
れ
な
い
べ
き
か
否
か
、
更
に
集
中
的
に
議
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

(

�)

。

こ
の
よ
う
にE

hricke

は
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

仮
に
事
業
譲
渡
の
必
要
性
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
の
解
釈
論
的
可
能
性
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

あ
ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
た
め
の
要
件
は
債
権
者
の
関
与
で
あ
ろ
う
が
、
事
前
手
続
に
お
け
る
債
権
者
機
関
が
欠
け
る
た
め
、
そ
れ
は

裁
判
所
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
際
の
倒
産
裁
判
所
の
責
任
リ
ス
ク
は
、
事
業
譲
渡
が
関
係
人
に
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ン

ス
と
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
の
か
裁
判
所
に
正
確
に
説
明
す
る
義
務
を
仮
倒
産
管
財
人
に
課
す
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
縮
小
さ
れ
得
よ
う
。
最
後

に
、
譲
渡
の
時
点
ま
で
に
手
続
の
不
開
始
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
の
真
摯
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
業
譲
渡
に
許
可
を
付
与
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
予
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。

E
hricke

は
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
の
許
可
を
要
件
と
し
て
、
債
権
者
の
利
益
保
障
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
仮
倒
産
管
財
人
に

よ
る
事
業
譲
渡
に
道
を
開
く
の
で
あ
る

(

�)

。

第
四
節

小
括

本
章
で
は
、
一
九
九
四
年
制
定
の
ド
イ
ツ
現
行
倒
産
法

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ)

の
制
定
過
程
に
始
ま
る

｢

仮
倒
産
管
財
人｣

の
地
位
・
権
限

に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
た
。

現
行
倒
産
法
は
、
旧
法
に
比
し
、
保
全
処
分
に
関
す
る
規
定
を
拡
充
し
た
。
と
り
わ
け
、
仮
倒
産
管
財
人
の
選
任
と
そ
の
権
限
・
義

務
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
旧
法
と
は
面
目
を
一
新
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
つ
き
、
①
仮
倒
産
管
財

人
選
任
及
び
一
般
的
処
分
禁
止
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
、
債
務
者
の
財
産
管
理
処
分
権
が
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
し
、
②
一
般
的
処
分

禁
止
が
発
令
さ
れ
な
い
場
合
に
は
仮
倒
産
管
財
人
に
は
債
務
者
の
処
分
に
対
す
る
同
意
権
の
み
が
与
え
ら
れ
る
旨
、
明
文
の
規
定
が
置

か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
権
限
の
段
階
構
造
は
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
に
始
ま
る
一
貫
し
た
規
律
で
あ
り
、
旧
法
下
の
保
管
人
に

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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し
て
も
、
開
始
手
続
に
お
け
る
譲
渡
再
建
が
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
か
の
審
査
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
遅
延
そ
し
て
手
続
開
始
の

遅
れ
を
も
た
ら
し
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
可
能
な
限
り
迅
速
な
手
続
開
始
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
倒
産
法
の
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
。
か
か
る

目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
事
業
は
手
続
開
始
直
後
に
譲
渡
さ
れ
得
る
。
蓋
し
、
か
か
る
時
点
ま
で
に
は
し
ば
し
ば
既
に
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
も
開
始
手
続
に
お
け
る
譲
渡
は
譲
受
人
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
魅
力
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
蓋
し
Ｂ

Ｇ
Ｂ
六
一
三
ａ
及
び
Ａ
Ｏ
七
五
条

(

�)

に
基
づ
く
責
任
が
生
じ
う
る
か
ら
だ

(

�)

。

す
な
わ
ち
参
事
官
草
案
・
連
邦
政
府
草
案
は
、
倒
産
原
因
の
存
在
が
未
確
定
の
段
階
で
の
事
業
譲
渡
が
債
務
者
の
所
有
権
の
重
大
な

侵
害
で
あ
る
こ
と
、
及
び
事
業
譲
渡
の
許
容
性
の
審
査
に
伴
う
手
続
開
始
の
遅
延
を
根
拠
に
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
を
否

定
す
る
の
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
書
と
ほ
ぼ
同
じ
立
場
に
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る

(

但
し
報
告
書
と
異

な
り
、
債
権
者
の
保
護
に
関
す
る
言
及
が
な
い)

。
前
述
の
よ
う
な
討
議
草
案
に
対
す
る
強
い
批
判
が
、
起
草
者
を
し
て
軌
道
修
正
に

至
ら
せ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
は
明
示
的
に
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
必
ず
し
も
法
状
態
の
安
定
が
も
た
ら

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
の
がE

hricke
で
あ
る
。

中
心
的
問
題
は
、
も
と
も
と
立
法
者
の
予
定
し
た
、
手
続
開
始
ま
で
の
短
い
審
査
期
間
と
し
て
の
事
前
手
続
の
性
格
が
、
時
代
遅
れ
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
開
始
手
続
は
常
に
三
ヶ
月
か
か
り
、
そ
し
て
企
業
倒
産
で
は
こ
の
間
に
し
ば
し
ば
既
に
あ
ら
ゆ
る
重
要
な

も
と

も
と
は
財
団
の
維
持
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
た
も
の
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
よ
う
な

判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
状
況
は
、

事
前
手
続
の
性
格
が
明
瞭
に
さ
れ
、
こ
の
関
係
で
債
権
者
関
与
の
何
ら
か
の
形
態
に
つ
い
て
合
意
が
形
成
さ
れ
た
場
合
に
、
初
め
て
解
決
さ
れ
う

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
場
合
に
よ
っ
て
は
ド
グ
マ
上
、
明
確
な
回
答
を
見
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
目
下
開
始
さ
れ
た
議
論
に
お
い
て
既
に
事
前

手
続
で
事
業
譲
渡
す
る
と
い
う
仮
倒
産
管
財
人
の
必
要
性
が
実
際
に
ど
れ
だ
け
切
実
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
有
意
義
な

数
の
負
担
に
耐
え
う
る
資
料
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
べ
き
な
ら
、
債
権
者
平
等
を
背
景
と
し
て
、
厳
格
な
要
件
の
下
で
事
前
手
続
に
お
け
る
事
業

論 説

(名城 '09) 58－3－44



邦
・
州
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
か
ら
二
〇
〇
七
年
改
正
倒
産
法
成
立
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
は
、
早
期
の
事
業
譲
渡
を
可
能
に

と
い
う
実
務
家
か
ら
の
要
請
を
背
景
に
、
積
極
・
消
極
に
揺
れ
動
く
こ
と
に
な
っ
た
。
討
議
草
案
で
は
企
業
閉
鎖
と
の
対
比
を
契
機
に

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
参
事
官
草
案
で
は
再
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
同
様
の
消
極
的
立
場
が
採
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
重
視
さ
れ
た
の
は
、
利
害
関
係
人
即
ち
債
務
者
・
債
権
者
の
権
利
の
考
慮
で
あ
る

(

特
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
報
告
書
に
お
い
て
明
確
で
あ
る)

。
倒
産
原
因
の
存
在
が
不
確
定
で
あ
る
段
階
で
の
事
業
譲
渡
が
債
務
者
の
所
有
権
の
重
大
な
侵
害

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
事
業
譲
渡
に
よ
っ
て
著
し
く
影
響
を
受
け
る
債
権
者
集
団
の
利
益
も
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
双
方

に
つ
き
手
続
保
障
を
図
る
の
は
開
始
手
続
の
遅
延
・
複
雑
化
を
招
く
こ
と
が
、
論
拠
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
を
巡
る
ド
イ
ツ
で
の
議
論
は
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
実
務
上
の
必
要
性
と
、
利
害
関
係
人

の
手
続
保
障
の
要
請
と
が
せ
め
ぎ
あ
い
な
が
ら
、
今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

注

(

１)

こ
の
委
員
会
の
構
成
員
に
は
、K

ilger,
G
erhardt,

H
enckel,

U
hlenbruck,

W
eber,

E
ickm

ann

と
い
っ
た
人
々
が
名
を
連
ね
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、K

ilger,
G
erhardt,

U
hlenbruck

は

｢

倒
産
手
続
及
び
更
生
手
続
の
開
始｣

作
業
部
会
に
属
し
て
お
り
、
保
全
処
分
に
つ

い
て
も
担
当
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

２)

翻
訳
に
当
た
っ
て
は
、
上
原
敏
夫

｢

西
ド
イ
ツ
倒
産
法
改
正
要
綱

(

第
一
報
告
書)

試
訳｣

一
橋
大
学
研
究
年
報
法
学
研
究
二
〇
号

(

一
九

八
九
年)

九
五
頁
、
一
〇
六
頁
を
参
考
に
し
た
。

(

３)
B
undesm

inisterium
der

Justiz,E
rster

B
ericht

der
K
om

m
ission

f� r
Insolvenzrecht

[1985]
[

以
下
、
Ｅ
Ｂ
と
し
て
引
用]

、

B
egr� ndung

zu
1.2.3,

S.102f.

(

４)

要
綱
一
・
二
・
四
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
、
適
法
な
申
立
て
に
基
づ
き
、
開
始
原
因

(

支
払
不
能
、
差
し
迫
っ
た
支
払
不
能
、
債
務
超
過)

が
存
在
す
る
と
き
は
遅
滞
な
く
倒
産
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
始
原
因
の
存
否
に
関
す
る
裁
判
所
の
審
理
を

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)

58－3－ (名城 '09)47

お
け
る
権
限
の
不
明
確
性
を
一
掃
す
る
と
の
立
法
者
の
意
図
を
看
取
で
き
る
。

た
だ
し
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
か
ら
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
制
定
に
至
る
過
程
で
、
保
全
処
分
観
に
多
少
の
変
容
が
生
じ
た
こ
と
と
の
関

係
で
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
つ
い
て
も
そ
の
内
実
に
微
妙
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
倒
産
法
第
一
報
告
書
で
は
企
業
の
継
続

と
い
う
こ
と
が
保
全
処
分
の
主
眼
と
さ
れ
た
た
め
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
行
使
も
企
業
の
継
続
に
向
け
た
措
置
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
か
、
倒
産
手
続
開
始
前
の
事
業
譲
渡
を
容
認
す
る
叙
述
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
、
債
務
者
の
財
産
状
態
が

債
権
者
の
不
利
に
変
更
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
保
全
処
分
の
主
眼
で
あ
り
、
企
業
の
継
続
そ
の
も
の
は
財
産
保
全
の
一
手
段
と

し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
行
使
も
財
産
保
全
な
い
し
現
状
維
持
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置

か
れ
、
立
法
理
由
に
お
い
て｢
傷
み
や
す
い
物
品
の
緊
急
売
却｣

が
管
理
処
分
権
行
使
の
典
型
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
。し

か
し
、
か
か
る
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
立
法
理
由
の
表
明
が
あ
ら
ゆ
る
解
釈
論
の
排
除
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、｢

財
産
保

全
の
目
的｣

の
内
実
を
検
討
し
たP

ohlm
ann

の
議
論
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
と
に
、｢

価
値
維
持
利
益｣

｢

現
状
維
持
利
益｣

と
い
う

二
つ
の
利
益
へ
の
配
慮
と
い
う
観
点
か
ら
、
権
限
行
使
の
態
様
に
応
じ
て
利
害
関
係
人
の
手
続
保
障
を
図
る
枠
組
み
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
①
価
値
維
持
利
益
の
観
点
か
ら
の
保
全
目
的
に
必
要
と
さ
れ
る
措
置
は
、
債
務
者
の
同
意
・
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
要
せ
ず
、

仮
倒
産
管
財
人
が
原
則
と
し
て
単
独
で
な
し
得
る
、
②
価
値
維
持
利
益
の
観
点
か
ら
の
保
全
目
的
に
基
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
措
置
で
も
、

特
に
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
異
議
申
立
て
の
機
会
を
保
障
し
た
上
で
、
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
、
③
価
値
維
持
利
益
の
観
点
か
ら
の
保
全
目
的
に
照
ら
し
て
必
要
で
は
な
い
が
、
経
済
的
に
有
利
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の

同
意
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
論
は
、
濃
淡
の
差
は
あ
れ
他
の
論
者
に
も
影
響
を
与
え
る

と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
関
す
る
議
論
は
、
特
に
事
業
譲
渡
の
可
否
を
巡
っ
て
最
近
ま
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
連
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nach
dem

D
iskussionsentw

urf
einer

Insolvenzordnung,
K
T
S

1989,
495,

497f.

後
述
の
よ
う
に
一
九
九
四
年
制
定
・
一
九
九
九
年
施
行
の
ド
イ
ツ
現
行
倒
産
法

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ)

は
そ
の
批
判
を
考
慮
し
、
一
定
の
要
件
の
下

で
の
企
業
閉
鎖
を
認
め
て
い
る
。

(

�)
E
B

S.106.

(

�)
E
B

S.106.

(

�)

以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

一
・
三
・
四
・
二

企
業
の
譲
渡

�

倒
産
管
財
人
は
、
裁
判
所
の
同
意
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
企
業
を
全
体
と
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
債
権
者
委
員
会

の
承
認

(

要
綱
一
・
三
・
一
・
八)

が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
裁
判
所
は
、
判
断
に
先
立
っ
て
、
顧
問
会
及
び
債
務
者
を
審
尋
す
る
こ
と
を
要

す
る
。
裁
判
所
は
、
要
綱
一
・
三
・
四
・
三
の
審
尋
期
日
前
に
は
、
判
断
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
企
業
全
体
の
譲
渡
に
同
意
す
べ
き
で
あ

る
。
同
意
の
決
定
に
よ
っ
て
、
清
算
手
続
が
開
始
す
る
。

�

企
業
の
一
部
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
第
五
文
を
除
く
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
裁
判
所
は
、
一
部
譲
渡
が
更
生
を
困
難
に
し
な
い
と
き
に
限
り
、
一
部
譲

渡
に
同
意
で
き
る
。

な
お
、
要
綱
一
・
三
・
一
・
八
は
債
権
者
委
員
会
の
任
務
を
定
め
る
。
そ
の
第
二
項
は
Ｋ
Ｏ
一
三
四
条
に
相
当
す
る
規
定
で
、
不
動
産
や
企

業
、
倉
庫
商
品
全
体
の
譲
渡
等
に
つ
き
、
債
権
者
委
員
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
旨
定
め
る
。

(

�)
E
B

S.146f.

(

�)

た
だ
し
実
体
的
要
件
と
し
て
、
企
業
譲
渡
に
関
す
る

｢

判
断
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合｣

、
つ
ま
り
緊
急
性
が
あ
る
場
合
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
倒
産
管
財
は
、
常
に
要
綱
一
・
三
・
四
・
三
の

[

更
生
の
見
込
み
に
つ
い
て
の]

審
尋
期
日
の
前
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

緊
急
性
の
あ
る
場
合
と
は
、｢

遅
滞
に
よ
っ
て
特
に
有
利
な
譲
渡
の
機
会
が
潰
え
る
と
い
う
場
合｣

で
あ
る
と
い
う

(E
B

S.147f.)

。

ま
た
、
手
続
的
要
件
と
し
て
、｢

債
務
者
の
審
尋｣

が
必
要
で
あ
る
が
、｢

債
務
者
の
同
意｣

は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、

第
一
報
告
書
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る

(E
B

S.147)

。

審
尋
の
際
、
債
務
者
に
は
、
そ
の
意
見
を
裁
判
所
に
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
包
括
譲
渡
に
よ
っ
て
、
債
務
者
は
自
己
の

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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必
要
と
し
た
の
は
、
手
続
開
始
に
広
範
な
効
果
が
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(B
egr� ndung

zu
L
eitsatz

1.2.4,
E
B

S.108)

。
ち
な

み
に
、
こ
の
手
続
開
始
の
効
果

(

要
綱
一
・
二
・
一
〇)

は
、
Ｋ
Ｏ
に
よ
る
破
産
宣
告
決
定
の
効
果
を
基
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
５)

vgl.
E
B

S.103f.

自
動
停
止
制
度
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
個
々
の
事
案
の
特
性
に
で
き
る
だ
け
対
応
し
、

か
つ
必
要
不
可
欠
な
程
度
に
限
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
規
制
を
行
う
た
め
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

(

６)
E
B

S.103.

(

７)
E
B

S.103.

(

８)
E
B

S.103.

(

９)
E
B

S.104.

(

�)
E
B

S.104.

(

	)
E
B

S.104.

(


)
E
B

S.105.

(

�)

倒
産
手
続
開
始
の
場
合
に
は
、
倒
産
管
財
人
に
は
、｢

財
産
を
管
理
し
、
か
つ
こ
れ
に
つ
き
処
分
す
る
債
務
者
の
権
利

(R
echt

des

Schuldners,
dieses

V
erm

� gen
zu

verw
alten

und
dar� ber

zu
verf� gen)｣

が
移
転
す
る

(

要
綱
一
・
二
・
一
〇
第
二
項
二
文)

。

こ
れ
に
対
し
、
仮
倒
産
管
財
人
に
は
、｢

処
分
権

(V
erf� gungsrecht)｣

が
移
転
す
る

(

要
綱
一
・
二
・
三
第
四
項
一
文)

。
こ
の
場
合
に

は
、
債
務
者
に
財
産
の
管
理
権
が
残
存
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
財
産
の

｢

処
分
権｣

の
み
が
移
転
す
る
な
ど
と
い
う
見

解
は
、
Ｋ
Ｏ
の
下
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
債
務
者
の｢
管
理
権｣

の
内
容
、
仮
倒
産
管
財
人
の｢

処
分
権｣

の
内
容
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

第
一
報
告
書
に
説
明
は
な
い
。

(

�)
E
B

S.105.

そ
の
場
合
に
は
、
仮
倒
産
管
財
人
は
、
倒
産
管
財
人
の
法
的
地
位
に
接
近
す
る
と
い
う
。

(

)
E
B

S.105.

(

�)

倒
産
法
委
員
会
の
立
場
は
開
始
手
続
中
の
企
業
の
閉
鎖
を
許
容
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。vgl.

G
ravenbrucher

K
reis,

Stellungsnahm
e
zum

D
iskussionsentw

urf
eines

Insolvenzreform
gesetzes,

ZIP
1989,

468,
473;

K
ilger,

�
ber

die
M
� glichkeit

der
G
esch

� ftsfortf� hrung
insolventer

U
nternehm

en
unter

dem
geltenden

R
echt

und
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担
保
権
の
換
価
の
禁
止
を
保
全
段
階
で
命
じ
う
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
討
議
草
案
ま
で
の
改
正
論
議
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、

倉
部
真
由
美

｢

ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
担
保
権
実
行
の
停
止｣

東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
四
四
巻
二
号
三
〇
三
頁

(

二
〇
〇
四
年)
。

(

�)
B
egr� ndung

zu
§

25
E
InsO

,
B
T
-D
rucksache

12/2443,
S.116.

(

�)

第
一
報
告
書
が
保
全
処
分
の
規
定
に

｢

仮
倒
産
管
財｣

と
い
う
見
出
し
を
付
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
が
二
一
条
に

｢

保
全
処
分
の

命
令｣

と
い
う
見
出
し
を
付
し
て
い
る
こ
と
も
、
保
全
処
分
の
目
的
に
関
す
る
考
え
方
の
違
い
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

�)

第
一
報
告
書
が
、
国
民
経
済
的
・
社
会
的
観
点
に
鑑
み
、
企
業
清
算
の
回
避
を
手
続
理
念
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、E

B
,
E
inleitung

S.7.

(

�)
Jaeger/H

enckel/G
erhardt,

Insolvenzordnung,
G
ro

�
kom

m
entar,

1.
A
ufl.

B
and

I
[2004],

§
22

R
dnr

2
[G

erhardt].

(

�)
vgl.

Sm
id,

F
unktion

des
Sequesters

und
A
ufgaben

des
Insolvezgerichts

in
der

E
r� ffnungsphase

nach
der

verab-

schiedeten
Insolvenzordnung

(InsO
),

W
M

1995,
785,

786.

(

�)
Sm

id,
a.a.O

.,
W

M
1995,

785,
790.

(

�)
H
� sem

eyer,
Insolvenzrecht,

2.A
ufl.

[1998],
S.130.

(

�)
｢

強
い
仮
倒
産
管
財
人

(D
er

starke
vorl� ufige

Insolvenzverw
alter)｣

と
呼
ば
れ
る
。

(

	)
｢

弱
い
仮
倒
産
管
財
人

(D
er

schw
ache

vorl� ufige
Insolvenzverw

alter)｣

と
呼
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
で
理
論
的
に
は
、
処
分
禁
止
も

同
意
留
保
も
発
令
さ
れ
な
い
で
仮
倒
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
特
に
義
務
を
指
定
し
な

い
限
り

(

二
二
条
二
項
参
照)

、
仮
倒
産
管
財
人
の
活
動
は
、
調
査

(

二
二
条
一
項
二
文
三
号
、
三
項
参
照)

や
債
務
者
へ
の
助
言
に
と
ど
ま

る
こ
と
に
な
る
。B

ork,
E
inf� hrung

in
das

neue
Insolvenzrecht

[1995],
R
dnr.

103
F
n.35.

(


)

こ
の
こ
と
は
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
に
基
づ
く
一
般
的
譲
渡
禁
止
及
び
保
管
の
発
令
に
よ
っ
て
も
保
管
人
に
管
理
処
分
権
が
移
転
し
な
い
と
の
見

解

(

第
一
章
第
四
節
第
二
款
二
参
照)

は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
下
で
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。Jaeger/G

erhardt,
InsO

(N
.33)

R
dnr

22.

(

�)
B
egr� ndung

zu
§

26
R
egierungsentw

urf,
B
T
-D
rucksache

12/2443,
S.116f.

(

�)
U
hlenbruck,K

T
S

1990,15,20;P
ape,Zu

den
Schw

ierigkeiten
des

Sequesters
ohne

V
erw

altungsm
acht,ZIP

1994,89,
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企
業
を
更
生
に
よ
っ
て
自
ら
の
た
め
に
救
済
す
る
機
会
を
失
う
か
ら
だ
。
裁
判
所
の
判
断
を
債
務
者
の
形
式
的
な

(f� rm
lich)

同
意
に
係
ら
せ
る
こ
と
は
、

行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、
更
生
は
最
初
か
ら
見
込
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
理
由
で
譲
渡
が
更
生
に
比
較
し
て
有
利
で
あ
り
得

る
か
ら
で
あ
る
。

(

)
こ
れ
ら
の
行
為
を
、
事
前
手
続
に
お
け
る
倒
産
管
財
人
が
行
う
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
一
報
告
書
は
、

一
・
三
・
一
・
八
所
定
の
行
為
の
う
ち
、
企
業
譲
渡(

一
・
三
・
四
・
二)

の
み
を
事
前
手
続
の
項(

一
・
三
・
四
な
い
し
一
・
三
・
四
・
四)

に
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
・
三
・
一
・
八
は
、｢

機
関｣

の
項

(

一
・
三
・
一
な
い
し
一
・
三
・
一
・
九)

に
あ
る
規
定
で
あ
る
。

勿
論
、
企
業
譲
渡
の
よ
う
な
重
要
な
行
為
を
で
き
て
そ
の
他
の
行
為
を
で
き
な
い
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
り
、
一
・
三
・
一
・
八
所
定
の

行
為
は
当
然
事
前
手
続
に
お
い
て
も
な
し
得
る
、
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
一
・
三
・
四
・
二
は
企
業
譲
渡
の
場

合
の
み
要
件
を
加
重
す
る(
債
権
者
委
員
会
の
承
認
以
外
に
裁
判
所
の
同
意
等
を
必
要
と
す
る)

た
め
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

�)
B
undestag

D
rucksache

12/2443.

(

�)
B
G
B
l.Ⅰ

2866.

立
法
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ス
・
プ
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ン
グ(

吉
野
正
三
郎
＝
安
達
栄
司
訳)

｢

ド
イ
ツ
倒
産
法
の
改
正｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
二
号
一
三
一
頁
、
田
代
雅
彦

｢

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
倒
産
実
務
の
研
究

(

上)｣

曹
時
五
二
巻
一
号
一
、
五
頁

(

二
〇
〇
〇
年)

。

(

�)

現
行
倒
産
法
の
近
時
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
三
上
威
彦
＝
中
島
弘
雅

｢

ド
イ
ツ
倒
産
法
の
近
時
の
運
用
状
況
に
つ
い
て｣

小
島
武
司
先

生
古
稀
祝
賀

『

民
事
司
法
の
法
理
と
政
策』

上
巻

(
二
〇
〇
八)

一
〇
七
三
頁
。

(

�)

ハ
ン
ス
・
プ
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ン
グ

(

三
上
威
彦
訳)

｢
ド
イ
ツ
に
お
け
る
倒
産
法
の
シ
ス
テ
ム｣

民
事
訴
訟
法
学
会
編

『

民
事
訴
訟
法
・
倒
産

法
の
現
代
的
潮
流』

(

信
山
社
、
一
九
九
八
年)

一
八
九
頁
。

(

�)

プ
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
前
掲
論
文

『

民
事
訴
訟
法
・
倒
産
法
の
現
代
的
潮
流』

一
九
一
―
一
九
六
頁
。

(

�)

プ
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
前
掲
論
文

『

民
事
訴
訟
法
・
倒
産
法
の
現
代
的
潮
流』

一
九
〇
―
一
九
一
、
一
九
六
―
一
九
七
頁
参
照
。

(

�)

一
九
九
四
年
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
条
文
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
三
上
威
彦
編
著

『
ド
イ
ツ
倒
産
法
改
正
の
軌
跡』

(

成
文
堂
、
一
九
九
五
年)

一
一

三
頁
以
下
、
木
川
裕
一
郎

『

ド
イ
ツ
倒
産
法
研
究
序
説』

(

成
文
堂
、
一
九
九
九
年)

二
六
七
頁
以
下
を
参
考
に
し
た
。
な
お
二
一
条
二
項
に

は
、
そ
の
後
の
改
正
に
よ
り
四
号
・
五
号
が
付
加
さ
れ
た
。
五
号
は
二
〇
〇
七
年
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
別
除
権
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
動
産

論 説
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は
解
釈
に
委
ね
る
趣
旨
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。Sm

id

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
条
文
の

｢

仮
倒
産
管
財
人｣

と
い
う
文
言
か
ら
、

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
で
は
保
管
人
が
単
な
る
保
全
任
務
の
履
行
の
み
な
ら
ず
、
包
括
執
行

(

ひ
い
て
は
再
建
も)

の
準
備
の
た
め
保
管
財
産
を
管
理
す
る

義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
本
来
の
破
産
管
財
と
保
管
人
に
よ
る
仮
管
財
と
の
境
界
に
関
す
る
従
来
の
議
論

は
そ
の
ま
ま
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
引
き
継
が
れ
、
か
つ
実
務
の
運
用
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と

(H
eilm

ann/Sm
id,

G
rundz� ge

des
Insolvenzrechts,

2.A
ufl.

[1994],
S.116f.)

。

(

�)
P
ohlm

ann

の
議
論
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、M

� nchener
K
om

m
entar

zur
Insolvenzordnung,B

d.1,2.A
ufl.[2007],§

21

R
dnr.13

[H
aarm

eyer].

た
だ
し｢

現
状
維
持
機
能(B

estanderhaltungsfunktion)｣
｢

価
値
維
持
機
能(W

erterhaltungsfu-

nktion)｣

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。

(

�)
vgl.

P
ohlm

ann,
R
z.603.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.279.

従
っ
て
、
債
務
者
の
利
益
を
管
財
人
は
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
債
務
者
が
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
損
害
賠

償

(

二
一
条
二
項
一
号
、
六
〇
条
一
項)

、
あ
る
い
は
解
任
な
ど
の
監
督
法
上
の
措
置

(

二
一
条
二
項
一
号
、
五
八
条
、
五
九
条)

に
よ
っ
て

対
処
す
る
と
す
る
。a.a.O

.

(

�)

一
六
〇
条
は
、
Ｋ
Ｏ
一
三
四
条
に
相
当
す
る
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

一
六
〇
条

特
に
重
要
な
法
律
的
行
為

�

倒
産
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
法
律
的
行
為

(besonders
bedeutsam

e
R
echtshandlung)

を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
債
権
者
委

員
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
権
者
集
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

第
一
項
に
よ
る
同
意
は
、
特
に
以
下
の
場
合
に
必
要
で
あ
る
、

１
、
企
業

(U
nternehm

en)

あ
る
い
は
事
業
組
織
体

(B
etrieb)

の
譲
渡
、
倉
庫
商
品
全
体
の
譲
渡
、
不
動
産
の
任
意
で
の
譲
渡
、
継
続
的
結
合
が
債
務
者

の
企
業
に
資
す
る
べ
き
他
の
企
業
に
対
す
る
債
務
者
の
持
分
の
譲
渡
、
ま
た
は
、
回
帰
的
収
益
に
関
す
る
権
利
の
譲
渡
が
行
わ
れ
る
と
き；

２
、
倒
産
財
団
に
と
っ
て
著
し
い
負
担
と
な
る
消
費
貸
借
が
な
さ
れ
る
と
き；

３
、
高
額
の
訴
額
の
訴
訟
を
継
続
さ
せ
ま
た
は
受
継
す
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
の
受
継
を
拒
絶
す
る
と
き
、
ま
た
は
か
か
る
訴
訟
の
解
決
ま
た
は
回
避
の
た

め
に
和
解
ま
た
は
仲
裁
契
約
を
締
結
す
る
と
き
。
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92.

な
お
、
立
法
理
由
に
い
う

｢

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却｣

は
、U

hlenbruck

やK
och

が
保
管
人
の
権
限
と
し
て
認
め
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
第
一
章
第
六
節
第
二
款
参
照
。

(

�)
vgl.

B
ork,

a.a.O
.
(N

.
38),

R
dnr.104.

仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
関
す
る
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
立
法
理
由
に
関
し
て
は
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権

限
を
非
常
に
消
極
的
に
し
か
認
め
て
い
な
い

(

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却
と
そ
れ
に
類
す
る
行
為
を
行
う
権
限
し
か
付
与
し
な
い)

と
の
観

点
か
ら
、
批
判
も
多
い
。
即
ち
、
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
も
と
で
は

｢

動
的
保
管｣

を
実
現
す
る
余
地
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
か

(P
ape,

a.a.O
.
(N

.
41),

ZIP
1994,

89,
91f.)

、
こ
の
ま
ま
で
は
管
理
処
分
権
あ
る
仮
倒
産
管
財
人
と
い
え
ど
も
企
業
継
続
の
た
め
に
有
効
な
手
段

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

(F
euerborn,

R
echtliche

P
roblem

e
der

U
nternehm

ensfortf� hrung
durch

den
Sequester

und

den
vorl� ufigen

Insolvenzverw
alter,

K
T
S

1997,
184)

、
な
ど
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
P
ohlm

ann,
B
efugnisse

und
F
unktionen

des
vorl� ufigen

Insolvenzverw
alters,

1998.
[

以
下
、P

ohlm
ann

と
し
て
引
用

す
る]

。
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
の
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
・
機
能
に
つ
い
て
体
系
的
か
つ
詳
細
に
検
討
を
行
っ
た
文
献
で
あ
る
。

(

	)
P
ohlm

ann,
R
z.95.

(


)
P
ohlm

ann,
R
z.96.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.99.

(

�)
P
ape

も
、
こ
の
よ
う
に
慎
重
な
立
法
者
の
態
度
は
、
手
続
不
開
始
と
そ
れ
に
よ
る
管
理
処
分
権
の
債
務
者
へ
の
復
帰
を
慮
っ
た
も
の
で
あ

る
と
指
摘
す
る
。
従
っ
て
回
復
が
困
難
で
あ
る
よ
う
な
措
置
は
、
債
権
者
の
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
に
し
か
行
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
る
。H

ess/P
ape,

InsO
und

E
G
InsO

:
G
rundz� ge

des
neuen

Insolvenzrechts,
S.69

[1995] .

仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
関
す
る
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
立
法
理
由
に
関
し
て
は
、
そ
の
消
極
性
を
批
判
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
も
っ

と
も
、P

ohlm
ann

の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、｢

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却｣

の
部
分
は
、
債
務
者
の
現
状
維
持
利
益
へ
の
配
慮
を
表
明
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
を
そ
れ
に
限
る
趣
旨
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
仮
に
そ
の
よ
う
に
理
解
し
な
い
と
し
て

も
、
立
法
者
は
確
た
る
立
場
を
表
明
し
た
の
で
は
な
く
、
と
り
あ
え
ず
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
得
ら
れ
る
も
の
の
み
立
法
理
由
に
掲
げ
て
お
き
、
後
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(

�)
vgl.

P
ohlm

ann,
R
z.135,

136,
138.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.137f.

;
Jaeger/G

erhardt,
InsO

(N
.
33),

§
22

R
dnr

77.

(

�)
Jaeger/G

erhardt,
InsO

(N
.
33),

§
22

R
dnr

80-82.

(

�)

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
い
て
も
、
準
備
草
案
の
段
階
で
は
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
と
同
じ
く
、
企
業
閉
鎖
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た

(D
iskussionsentw

urf
§

23.)

。
し
か
し
、
参
事
官
草
案
に
お
い
て
企
業
閉
鎖
に
関
す
る
規
定
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
が
成
文
と
な
っ
て
い
る

(R
eferentenentw

urf
§

23)

。
も
っ
と
も
、
そ
の
修
正
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
参
事
官
草
案
理
由
書
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

(

�)
G
ravenbrucher

K
reis,

Stellungsnahm
e
zum

D
iskussionsentw

urf
eines

Insolvenzreform
gesetzes,

ZIP
1989,

468,
473;

K
ilger,

�
ber

die
M
� glichkeit

der
G
esch

� ftsfortf� hrung
insolventer

U
nternehm

en
unter

dem
geltenden

R
echt

und

nach
dem

D
iskussionsentw

urf
einer

Insolvenzordnung,
K
T
S

1989,
495,

497f.

(

�)
B
egr� ndung

zu
§

26
InsO

,
B
T
-D
rucksache

12/2443,
S.117.

(

�)
｢

著
し
い
損
失｣

の
存
否
の
判
断
に
つ
い
て
は
、vgl.

H
aberhauer/M

eeh,
A
ufgaben

des
vorl� ufigen

Insolvenzverw
alters

zw
ischen

A
ntrag

und
E
r� ffnung

des
Insolvenzverfahrens,

D
StR

37
(1995),

1442,
1443.

論
者
に
よ
る
と
、｢

著
し
い
損
失｣

に
つ
い
て
は
、
企
業
規
模
、
地
域
で
占
め
る
当
該
企
業
の
地
位
、
そ
し
て
損
失
額
等
を
考
慮
し
た
上
で
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
し
、
財
産

減
損
が
一
定
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
達
し
た
と
き
に

｢

著
し
い｣

と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(

た
だ
し
、
具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
の
言

及
は
な
い)

。
そ
の
際
、
①
ど
の
時
点
で
の
財
産
価
値
を
比
較
し
て
損
失
の
程
度
を
判
断
す
る
か
、
そ
し
て
②
い
か
な
る
財
産
評
価
方
法
に
よ

り
損
失
額
を
算
定
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
が
、
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
損
失
は
現
在
ま
で
に
生
じ
た
そ
れ
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
倒
産
手
続

開
始
ま
で
に
生
じ
る
そ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
操
業
停
止
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
現
時
点

(

ア)

と
、
手
続
開
始
に

関
す
る
裁
判
所
の
裁
判
の
時
点

(

イ)

と
で
、
財
産
価
値
を
比
較
す
る
と
い
う

(H
eberhauer/M

eeh,
a.a.O

.,
S.1443)

。
②
に
つ
い
て
は

困
難
な
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
操
業
停
止
を
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
経
営
を
続
行
し
た
場
合
に
生
じ
る
損
失
の
程
度
を
判
断
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

ア
イ
と
も
に
継
続
企
業
価
値
で
評
価
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仮
倒
産
管
財
人
が
操
業
停
止
の
申
立
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
既

に
現
時
点
で
企
業
に
将
来
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
彼
が
認
め
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
そ
し
て
手
続
開
始
後
の
債
権
者
集
会

(

一
五
七

条)

に
お
い
て
企
業
継
続
の
決
議
が
な
さ
れ
る
可
能
性
も
ま
ず
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
論
者
は
、
継
続
企
業
価
値
で
評
価
す
る
べ
き
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(

�)

一
六
一
条
は
、
Ｋ
Ｏ
一
三
五
条
に
相
当
す
る
規
定
で
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
六
一
条

法
律
的
行
為
の
仮
の
差
止
め

(V
orl� ufige

U
ntersagung

der
R
echtshandlung)

第
一
六
〇
条
の
場
合
に
お
い
て
、
倒
産
管
財
人
は
、
遅
滞
し
て
も
不
利
益
で
な
い
と
き
は
、
債
権
者
委
員
会
ま
た
は
債
権
者
集
会
の
決
議
の
前
に
、
債
務
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
集
会
が
そ
の
同
意
を
与
え
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
倒
産
裁
判
所
は
、
債
務
者
ま
た
は
第
七
五
条
一
項
三
号
の
定

め
る
債
権
者
の
多
数
の
申
立
に
基
づ
き
、
管
財
人
の
審
尋
の
後
、
当
該
法
律
的
行
為
を
仮
に
差
止
め
、
か
つ
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
決
議
を
す
る
債
権
者
集
会

を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

	)
vgl.

P
ohlm

ann,
R
z.604.

(


)
P
ohlm

ann,
R
z.280.

こ
の
点
、
仮
倒
産
管
財
人
の
措
置
を
倒
産
裁
判
所
で
な
く
債
務
者
の
同
意
に
か
か
ら
せ
る
方
法
は
、
債
務
者
が
恣

意
的
に
同
意
を
拒
絶
し
た
り
し
て
保
全
目
的

(

価
値
維
持
利
益
の
方)

を
達
成
で
き
な
い
た
め
、
妥
当
で
な
い
と
す
る
。vgl.

P
ohlm

ann,

R
z.154.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z,

298f.,
391ff.

(

�)
vgl.

P
ohlm

ann,
R
z.300-307.

こ
の
点
、
仮
倒
産
管
財
人
の
補
助
の
た
め
に
、
単
な
る
顧
問
委
員
会
を
二
一
条
一
項
に
基
づ
き
選
任
で

き
る
が
、
こ
の
顧
問
委
員
会
に
は
、
全
債
権
者
集
団
と
の
関
係
で
、
代
表
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。R

z.307,
311.

(

)
P
ohlm

ann,
R
z.308f.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.284.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.296,

390,
393ff.

(

�)
｢

二
一
条
第
一
項
は
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
第
二
文
及
び
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｌ
Ｏ
一
二
条
第
一
文
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
債
務
者
の
財
産
状
態

の
不
利
な
変
更
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
は
、
債
務
者
の
事
業
が
通
常
は
差
当
り
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
包
含
し
て
い
る

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号
参
照)

。
企
業
の
維
持
か
清
算
か
と
い
う
手
続
開
始
後
に
な
す
べ
き
判
断
は
、
で
き
る
限
り
開
始
手
続
に
お
い
て
先
取

り
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。｣(B

egr� ndung
zu

§
25

R
egierungsentw

urf
einer

InsO
,B

T
-D
rucksache

12/2443,S.116.)

。

も
っ
と
も
、
最
後
の
一
文
が
示
す
よ
う
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
企
業
継
続
が
、
企
業
の
維
持
か
清
算
か
と
い
う
手
続
開
始
後
の
債
権
者
集
会
に

よ
る
判
断
を
実
態
に
則
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
、
企
業
状
態
の
現
状
維
持
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
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税

の
額
を
考
慮
し
そ
れ
に
見
合
っ
た
確
実
な
資
金
融
通
手
段
が
あ
る
の
で
な
い
限
り
、
仮
倒
産
管
財
人
と
し
て
は
責
任
を
避
け
る
べ
く
業

務
を
放
置
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う

(vgl.
G
rub,

D
er

R
egierungsentw

urf
der

Insolvenzordnung
ist

sanierungs-

feindlich!,
ZIP

1993,
393,

396)

。
そ
も
そ
も
、
仮
倒
産
管
財
人
の
適
切
な
選
択
が
手
続
の
帰
趨
に
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
り
、

最
初
の
数
日
に
ミ
ス
が
あ
れ
ば
た
と
え
開
始
後
の
手
続
に
お
い
て
倒
産
管
財
人
が
努
力
を
し
て
も
ほ
と
ん
ど
修
正
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
と

さ
え
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(H
aarm

eyer/W
utzke/F

rster,
Insolvenzordnung

InsO
/E

G
InsO

,
S.240f.

[1995])

。

結
局
、
企
業
継
続
の
義
務
化
は
、
仮
倒
産
管
財
人
に
過
重
な
負
担
を
課
す
る
も
の
と
な
り
う
る
。
む
し
ろ
企
業
継
続
は
仮
倒
産
管
財
人
の
権

限
で
あ
る
と
規
定
す
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
は
企
業
継
続
が
財
団
保
全
の
手
段
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
と
思
料
す
れ
ば
そ
れ
を
行
う
は
ず
で

あ
り
、
そ
れ
を
懈
怠
し
た
た
め
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
仮
倒
産
管
財
人
の
責
任
を
問
え
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.163.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.152.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.154-157.

こ
の
よ
う
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
措
置
を
倒
産
裁
判
所
の
許
可
に
か
か
ら
せ
る
仕
組
み
を
、｢

間
接
的
債
務
者

保
護
の
メ
カ
ニ
ズ
ム｣

と
称
し
て
い
る
。R

z.158.

(

�)

一
五
九
条
【
倒
産
財
団
の
換
価
】
倒
産
管
財
人
は
、
債
権
者
集
会
の
決
議
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
報
告
期
日
後
に
遅
滞
な
く
倒
産
財

団
に
属
す
る
財
産
を
換
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

�)

一
五
七
条
【
手
続
の
続
行
に
つ
い
て
の
決
定
】
債
権
者
集
会
は
、
報
告
期
日
に
お
い
て
、
債
務
者
の
企
業
を
閉
鎖
す
べ
き
か
又
は
暫
定
的
に

継
続
す
べ
き
か
を
決
議
す
る
。
債
権
者
集
会
は
、
倒
産
管
財
人
に
、
倒
産
処
理
計
画
の
作
成
を
委
託
し
、
か
つ
倒
産
管
財
人
に
あ
ら
か
じ
め
計

画
の
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
集
会
は
、
そ
の
決
議
を
そ
の
後
の
期
日
に
お
い
て
変
更
で
き
る
。

(

�)
B
G
H
Z
146,165,172f.=ZIP

2001,296,298;H
eidelberger

K
om

m
entar

zur
Insolvenzordnung,4.A

ufl.[2006],§
22

R
dnr

13
[K

irchhof].

同
旨
、G

ottw
ald/U

hlenbruck,
Insolvenzrechts-H

andbuch,
3.

A
ufl.

[2006],
§

14
R
dnr

49.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.388f.;

K
irchhof,

in:
B
erger

u.
a.

(H
rsg.),

E
rster

L
eipziger

Insolvenzrechtstag,
[2000],

S.
9;
Jaeger/

G
erhardt,

InsO
(N

.
33),

§
22

R
dnr

42.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.399.
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で
な
い
と
し
、
ア
イ
と
も
に
清
算
価
値
で
評
価
す
る
と
し
て
い
る

(H
eberhauer/M

eeh,
a.a.O

.,
S.1443f.)

。

こ
れ
に
対
し
、
仮
倒
産
管
財
発
令
の
際
に
現
存
す
る
財
産
の
二
五
％
が
減
少
す
る
際
に

｢

財
産
の
著
し
い
減
少｣

が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
も

の
と
し
て
、Jaeger/G

erhardt,
InsO

(N
.
33),

§
22

R
dnr

84.
;
M
� nchener

K
om

m
entar

InsO
/H

aarm
eyer,

(N
.
48),

§
22

R
dnr

114.

(

	)
P
ohlm

ann,
R
z.143-145.

実
務
で
は
既
に
、
企
業
継
続
に
対
す
る
労
働
者
及
び
担
保
権
者
の
圧
力
が
強
い
た
め
に
、
開
始
手
続
に
お
い

て
企
業
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。B

ork,
E
inf� hrung

in
das

neue
Insolvenzrecht

[1995],
R
dnr.104,

F
n.37.

(


)

即
ち
、
企
業
再
建
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
、
倒
産
裁
判
所
か
ら
操
業
停
止
の
許
可
を
得
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば

(

二
二
条
一
項

二
号)

、
仮
倒
産
管
財
人
の
負
担
は
少
な
い
。
他
方
、
操
業
停
止
の
許
可
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
企
業
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
に
関
し
て
立
法
者
が
消
極
的
に
捉
え
て
い
る(

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却
を
上
限
と
す
る)

も
の
と
す
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
が
企
業
継
続
の
た
め
に
講
ず
る
こ
と
の
で
き
る
措
置
も
自
ず
と
限
定
さ
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(F
euerborn,R

echtliche
P
roblem

e
der

U
nternehm

ensfortf� hrung
durch

den
Sequester

und
den

vorl� ufigen
V
erw

alter,

K
T
S

1997,
171,

184)

。
企
業
継
続
の
た
め
に
有
効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
中
途
半
端
に
財
団
を
費
消
し
て
し
ま
っ
た
と
し

て
も
、
倒
産
債
権
者
に
対
し
て
負
う
べ
き
責
任
の
程
度
は
倒
産
管
財
人
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る

(

二
一
条
二
項
一
号
、
六
〇
条
参
照)

。

仮
に
、
仮
倒
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
の
内
容
を
も
う
少
し
積
極
的
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
よ
う
。
彼
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
生
じ

た
債
務
は
、
手
続
に
お
い
て
財
団
債
務
と
し
て
処
遇
さ
れ
る

(

五
五
条
二
項
一
文)

。
反
対
給
付
を
請
求
し
た
継
続
的
債
務
関
係
上
の
債
務
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

(

五
五
条
二
項
二
文)

。
こ
れ
ら
の
財
団
債
務
が
財
団
か
ら
完
全
に
履
行
で
き
な
い
場
合
、
仮
倒
産
管
財
人
は
当
該
債

権
者
に
対
し
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る

(

二
一
条
二
項
一
号
、
六
一
条)

。
こ
れ
は
仮
倒
産
管
財
人
に
と
っ
て
非
常
に
重
い
負
担
と

な
ろ
う
。
確
か
に
、
債
務
の
発
生
時
点
で
財
団
が
そ
の
履
行
の
た
め
に
十
分
で
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
場
合

に
は
、
仮
倒
産
管
財
人
は
責
任
を
免
れ
る

(

六
一
条
二
文)

。
し
か
し
仮
倒
産
管
財
人
の
場
合
に
は
、
常
に
財
団
欠
乏
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
位
に
あ
る
の
で
あ
る

(U
hlenbruck,

P
roblem

e
der

B
etriebsfortf� hrung

im
R
ahm

en
eines

Insolvenzverfahrens,

F
S
H
anisch,

S.281,
286)

。
結
局
、
業
務
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
る
債
務

例
え
ば
原
材
料
費
、
賃
金
、
財
産
売
却
に
よ
っ
て
生
じ
る
売
上

論 説
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行
為
を
倒
産
裁
判
所
の
許
可
で
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
指
摘
す
る
。

(

�)
R
eichold,

K
T
S

1989,
291,

307f.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.413-416.

こ
の
よ
う
に
、
企
業
閉
鎖
の
要
件
に
拘
束
さ
せ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

企
業
倒
産
の
場
合
に
お
け
る
、
仮
倒
産
管
財
人
の
原
則
的
な
継
続
義
務

(

二
二
条
一
項
二
文
二
号)

は
、
単
な
る
個
別
の
企
業
構
成
要
素
の
総
和
を
超
え
る

上
位
の
、
経
済
的
に
機
能
す
る
統
一
体
と
し
て
の
企
業
価
値
を
維
持
す
べ
き
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
債
務
者
財
産
の
目
的
方
向
に
関
わ
る
も
の
で
、
二

二
条
一
項
一
号
に
基
づ
く
一
般
的
保
全
義
務
の
特
別
の
も
の
と
し
て
、
最
優
先
に
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
債
務
者
企
業
を
譲
渡
す
る
場
合

に
は
、
仮
倒
産
管
財
人
は
、
常
に
二
二
条
一
項
二
文
二
号
に
基
づ
く
企
業
継
続
義
務
に
違
反
す
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
従
っ
て
、
仮
倒
産
管
財
人
の
行
為
可

能
性
は
、
二
二
条
一
項
二
文
二
号
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
枠
に
よ
っ
て
、
厳
格
に
制
限
さ
れ
る
。
従
っ
て
企
業
譲
渡
は
、
原
則
と
し
て
、
企
業
閉
鎖
が
直
近
に
迫
っ

て
い
る
と
き
に
、
そ
れ
を
避
け
る
唯
一
考
え
得
る
可
能
性
で
あ
る
と
い
う
例
外
的
場
合
に
お
い
て
の
み
、
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
立
法
者
が
二
二
条
一
項
二

文
二
号
に
お
い
て
企
業
閉
鎖
に
要
求
し
て
い
る
要
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(P
ohlm

ann,
R
z.413)

。

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.418-423.

こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、U

hlenbruck/U
hlenbruck,

Insolvenzordnung,
12.

A
ufl.

[2003],

§
22

R
dnr

33.
P
ohlm

ann

は
、
こ
の
よ
う
に
事
業
譲
渡
の
場
合
に
は
通
常
の
財
産
換
価
と
異
な
り
、
将
来
の
債
権
者
機
関
の
同
意
の
予

測
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

債
務
者
企
業
の
方
向
設
定
に
関
わ
る
点
で
共
通
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
法
者
が
二
二
条
一
項
二
文
二
号
、
一
五
八
条
一
項

[

報
告
期
日
前
の
債
務
者

の
企
業
の
閉
鎖
の
際
、
債
権
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
債
権
者
委
員
会
の
同
意
を
要
す
る
旨
の
規
定]

で
閉
鎖
の
み
を
保
全
の
た
め
の
緊
急

措
置
と
し
て
の
性
格
を
付
与
し
、
一
方
で
譲
渡

(

一
六
〇
条
二
項
一
号)

は
債
権
者
機
関
の
必
要
的
関
与
の
下
に
お
い
た
こ
と
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
倒
産
法
は
、
倒
産
管
財
人
に
、
単
に
企
業
閉
鎖
に
関
し
て
の
み
単
独
の
判
断
を
認
め
、
譲
渡
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、

企
業
譲
渡
が
、
倒
産
裁
判
所
の
同
意
で
代
替
で
き
な
い
、
債
権
者
集
団
に
よ
る
固
有
の
正
当
化
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
債
権
者
機
関
の
同
意
が
一
六

〇
条
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
場
合
に
お
い
て
倒
産
裁
判
所
の
同
意
で
代
替
で
き
る
の
に
対
し
、
企
業
譲
渡
は
こ
の
範
囲
で
特
別
の
地
位
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
か

か
る
区
別
は
、
企
業
譲
渡
と
同
様
に
企
業
の
目
的
設
定
に
関
わ
る
、
企
業
閉
鎖
の
法
律
上
の
取
扱
い
と
の
調
和
が
根
拠
に
な
る

(P
ohlm

ann,
R
z.419.)

。

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.424.

(

�)

結
論
同
旨
、L

ohkem
per,

Zur
H
aftung

des
E
rw

erbers
beim

B
etriebs� bergang

im
Insolvenzer� ffnungsverfahren,

ZIP
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(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.400;

H
eidelberger

K
om

m
entar

InsO
/K

irchhof,
(N

.
75),

§
22

R
dnr

14.

(
�)

P
ohlm

ann,
R
z.404.

そ
の
場
合
に
は
、
債
務
者
が
財
産
に
付
与
し
て
い
た
目
的
設
定
に
沿
っ
て
い
る
た
め
に
、
債
務
者
の
同
意
を
特
に

要
し
な
い
の
で
あ
る
。

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.407-409.

(

	)
P
ohlm

ann,
R
z.402-404.

結
論
同
旨
、Jaeger/G

erhardt,
InsO

(N
.
33),

§
22

R
dnr

39f.;
Sm

id/T
hiem

ann,
Insolvenzord-

nung
(K

om
m
entar),

[2001],
§

22
R
dnr

118;
M
� nchener

K
om

m
entar

InsO
/H

aarm
eyer,

(N
.
48)

§
22

R
dnr

78-81;

H
eidelberger

K
om

m
entar

InsO
/K

irchhof,
(N

.
75),

§
22

R
dnr

14.

(


)
H
eidelberger

K
om

m
entar

InsO
/K

irchhof,
(N

.
75),

§
22

R
dnr

14.

(

�)
U
hlenbruck,

K
T
S

1994,
169,

178.;
P
ape,

Zu
den

Schw
ierigkeiten

des
Sequesters

ohne
V
erw

altungsm
acht,

ZIP
1994,

89,
92;

M
� nchener

K
om

m
entar

InsO
/H

aarm
eyer,

(N
.
48)

§
22

R
dnr

81.
.

(

�)
A
m
pferl,

D
er

"starke"
vorl� ufige

Insolvenzverw
alter

in
der

U
nternehm

ensinsolvenz,
[2002],

R
dnr

524ff.

(

)

更
に
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
は
仮
倒
産
管
財
人
の
企
業
継
続
義
務
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
事
業
譲
渡
を
企
業
閉
鎖
と
同
等
の
債
務
者
企
業
の
方
向
性
の

変
更
で
あ
っ
て
、
企
業
継
続
義
務
の

｢

潜
脱｣
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、P

ape

に
よ
る
。P

ape

は
、
い

ず
れ
に
せ
よ
仮
倒
産
管
財
人
の
主
た
る
義
務
で
あ
る
企
業
継
続
義
務
と
事
業
譲
渡
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ

る
事
業
譲
渡
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。P

ape,
a.a.O

.
(N

.
83),

ZIP
1994,

89,
92

(

�)
Jaeger/G

erhardt,
InsO

(N
.
33),

§
22

R
dnr

90f.

た
だ
し
債
務
者
の
同
意
や
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
要
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
欠
く
譲
渡
の
有
効
性
を
左
右
せ
ず
、
単
に
仮
倒
産
管
財
人
の
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

(

�)

結
論
同
旨
、M

enke,
D
er

E
rw

erb
eines

U
nternehm

ens
aus

der
Insolvenz

-
das

B
eispiel

der
� bertragenden

Sanierung,

B
B

2003,
1133,

1135ff.
[

た
だ
し
、
債
務
者
の
同
意
を
得
て
譲
渡
を
行
う
際
に
も
、
倒
産
裁
判
所
の
許
可
を
要
す
る
と
し
て
い
る]

こ
れ
に
対
し
、V

allender,
U
nternehm

enskauf
in

der
Insolvenz

(I),
G
m
bH

R
2004,

543,
545.

V
allender

は
、
①
立
法
理

由
か
ら
す
れ
ば
仮
倒
産
管
財
人
が
換
価
を
な
し
得
る
の
は

｢

遅
延
に
よ
る
危
険｣
が
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
危
険
が
な

い
場
合
に
債
務
者
の
同
意
だ
け
で
事
業
譲
渡
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
②
二
二
条
一
項
二
文
二
号
の
例
外
的
性
格
か
ら
す
れ
ば
換
価
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m
inisterinnen

und
Justizm

inister
vom

10.
bis

12.
Juni

2002
in

W
eim

ar
[

以
下
、A

bschlussbericht

と
し
て
引
用].

こ
の

報
告
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

http://w
w
w
.justiz.nrw

.de/JM
/justizpolitik/schw

erpunkte/insolvenzrecht/abschlussbericht.pdf

こ
の
報
告
書
の
要
点
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、G

raf-Schilicker,
Schw

achstellenanalyse
und

�
nderungsvorschl� ge

zum

R
egelinsolvenzverfahren,

ZIP
2002,

1166.

ま
た
、
最
終
報
告
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
わ
が
国
の
文
献
と
し
て
、<T

opics>
｢

ド
イ
ツ

に
お
け
る
倒
産
法
改
正
の
動
き｣

Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
四
八
号
四
頁

(

二
〇
〇
二
年)

が
あ
る
。

(

�)

討
議
草
案
の
内
容
の
簡
単
な
紹
介
と
し
て
、<T

opics>
｢

ド
イ
ツ
倒
産
法
の
改
正
草
案
の
概
要｣

Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
六
三
号
六
頁

(

二
〇
〇
三
年)

が
あ
る
。

(

�)

日
弁
連
の
報
告
書

(http://w
w
w
.nichibenren.or.jp/ja/link/directory/data/J05-T

he_G
erm

an_F
ederal_B

ar.pdf
)

に
よ

る
と
、
ド
イ
ツ
弁
護
士
会
と
は
、
ド
イ
ツ
の
弁
護
士
の
職
業
上
、
経
済
上
の
利
益
の
保
障
、
保
護
、
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
非
公

認
団
体
で
あ
る
。
入
会
は
任
意
で
あ
る
。
詳
細
は
ド
イ
ツ
弁
護
士
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.anw

altverein.de

を
参
照
。

(

�)

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
実
施
し
た
裁
判
実
務
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
連
邦
内
に
お
け
る
開
始
手
続
の
平
均
期
間
は
、

三
ヶ
月
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

�)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.72f.

(

�)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.73f.

(

�)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.74.

(

�)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.74f.

(

�)
G
raf-Schlicker,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.1173.

(

	)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.75f.

(


)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.76ff.

(

�)
A
bschlussbericht,

a.a.O
.
(N

.
103),

S.11.

既
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
前
に
同
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い

た
。A

rbeitskreis
der

Insolvenzverw
alter

D
eutschland

e.
V
.,

V
orshl� ge

zur
�
nderung

des
U
nternehm

ensinsolvenz-
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58－3－ (名城 '09)61

1999,
1251,

1252
(

二
二
条
一
項
二
文
二
号
は
拙
速
な
閉
鎖
を
回
避
し
、
再
建
と
り
わ
け
譲
渡
再
建
の
可
能
性
を
で
き
る
だ
け
長
期
間
確
保
し

て
お
く
趣
旨
に
立
つ
規
定
で
あ
る
か
ら
、
同
規
定
の
存
在
が
有
利
な
事
業
譲
渡
の
妨
げ
に
な
る
も
の
で
は
な
い
旨
説
い
て
い
る);

W
im

m
er/

Schm
erbach,

F
rankfurter

K
om

m
entar

zur
Insolvenzordnung,

[1999],
§

22
R
dnr

25.

(

�)
P
ohlm

ann,
R
z.

421.

(

)
M
arotzke,D

as
U
nternehm

en
in

der
Insolvenz-F

ortf� hrung
und

V
er� u

�
erung

zw
ischen

E
r� ffnungsantrag

und
B
e-

richtsterm
in,

[2000],
R
dnr

43ff.

(

�)

株
式
会
社
法

(A
ktiengesetz)

一
七
九
条
ａ

[

会
社
資
産
全
部
の
譲
渡
に
株
主
総
会
の
特
別
多
数
決
を
要
す
る
旨
の
規
定]

な
ど
の
適
用

が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、M

enke

が
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
彼
は
債
務
者
の
同
意
を
要
件
と
す
る
立
場
で
あ
る
が

(

注(

�)

参

照)

、
そ
の
際
会
社
社
員
に
よ
る
同
意
を
要
し
な
い
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
譲
渡
契
約
の
締
結
に
は
、
社
員
の
関

与
の
規
定(

株
式
会
社
法
一
七
九
条
ａ
な
ど)

は
適
用
が
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
仮
倒
産
管
財
人
の
法
的
地
位
は
法
律(

二
二
条)

及
び
倒
産
裁
判
所
の
選
任
決
定
に
基
づ
き
確
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
②
仮
倒
産
管
財
人
が
権
利
主
体
の
執
行
機
関
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

あ
り
、
③
仮
倒
産
管
財
人
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
倒
産
裁
判
所
の
み
が
行
使
し
企
業
主
体
の
社
員
が
行
使
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
説
い

て
い
る
。M

enke,
a.a.O

.
(N

.
87),

B
B

2003,
1133,1137.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

46-48.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

49.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

50.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

67-79.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

80-91.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

92-96.

(

�)
M
arotzke,

a.a.O
.
(N

.
94),

R
dnr

97-109.

(

�)
P
roblem

e
der

praktischen
anw

endungen
und

Schw
achstellen

des
R
egelinsolvenzverfahrens-A

nalyse
und

�
nder-

ungsvorschl� ge-A
bschlussbericht

der
B
und-L

� nder-A
rbeitsgruppe

"Insolvenzrecht",
zur

73.
K
onferenz

der
Justiz-
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(

�)
P
ape,

E
ntw

urf
eines

G
esetzes

zur
�
nderung

der
Insolvenzordnung-E

rste
A
nm

erkungen
zum

D
iskussionsentw

urf

des
B
undesm

inisterium
s
der

Justiz,
ZInsO

2003,
389,

391.
P
ape

は
早
く
か
ら
保
管
人
・
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
に
否

定
的
で
あ
る
。
注(

�)

参
照
。

(

�)
Stellungnahm

e
des

G
ravenbrucher

K
reis

zum
D
iskussionsentw

urf
eines

G
esetzes

zur
�
nderung

der
InsO

,des
B
G
B

und
anderer

G
esetze,

ZIP
2003,

1220,
1222;

V
allender/F

uchs,
E
in

gro
�
er

W
urf?-A

nm
erkungen

zum
D
iskussion-

sentw
urf

des
B
M
J,

N
ZI

2003,
292,

293.

(

�)
G
esetzentw

urf
der

B
undesregierung,

E
ntw

urf
eines

G
esetzes

zur
�
nderung

der
Insolvenzordnung,

des
K
redit-

w
esengesetzes

und
anderer

G
esetze

[

以
下R
eferentenentw

urf

と
し
て
引
用].

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

http://w
w
w
.brak.de/seiten/pdf/G

esetzesentw
uerfe/R

efE
_Inso_K

reditw
esenG

.pdf

(

�)
G
esetzentw

urf
der

B
undesregierung,

E
ntw

urf
eines

G
esetzes

zur
V
ereinfachung

des
Insolvenzverfahrens,

B
T
-

D
rucksache

16/3227
[

以
下R

egierungsentw
urf

と
し
て
引
用].

(

�)
A
bgabenordnung

(

租
税
通
則
法
、
Ａ
Ｏ)

七
五
条
は
、
営
業
譲
受
人
の
納
税
義
務
を
規
定
す
る
。
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

�

企
業
又
は
企
業
の
部
門

(G
liederung)

と
し
て
別
個
に
経
営
さ
れ
て
い
る
営
業
が
全
体
と
し
て
譲
渡
さ
れ
る
場
合
は
、
譲
受
人
は
、
譲

渡
が
行
わ
れ
た
暦
年
の
直
前
の
暦
年
の
最
初
か
ら
そ
の
租
税
が
発
生
し
か
つ
譲
受
人
に
よ
る
営
業
の
届
出
の
後
一
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
間

に
そ
の
租
税
が
確
定
さ
れ
も
し
く
は
届
け
出
ら
れ
た
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
納
税
義
務
が
企
業
の
経
営
に
基
づ
き
生
じ
る
租
税
及
び
源

泉
徴
収
税
額
に
つ
き
責
任
を
負
う
。
責
任
は
、
譲
渡
さ
れ
た
財
産
の
現
状
に
限
定
さ
れ
る
。
戻
し
税

(Steuerverg
� tungen)

の
償
還
請

求
権
は
、
租
税
と
同
等
で
あ
る
。

�

第
一
項
は
、
倒
産
財
団
か
ら
の
譲
受
人
、
及
び
執
行
手
続
に
お
け
る
譲
受
人
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。

従
っ
て
、
倒
産
手
続
開
始
前
の
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
適
用
が
な
く
、
譲
受
人
の
納
税
義
務
は
免
除
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

(

	)
R
eferentenentw

urf,a.a.O
.(N

.122),A
llgem

eine
B
egr� ndung

2
(a)

(cc);R
egierungsentw

urf,a.a.O
.(N

.123),B
egr

� ndung
A
.Ⅱ

.3.

同
旨
を
説
く
も
の
と
し
て
、G

ottw
ald/U

hlenbruck,
Insolvenzrechtshandbuch,

(N
.
75),

§
14

R
dnr

50.

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (二・完)
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rechts,
N
ZI

2002,
3,

9.

(

)

な
お
、
手
続
開
始
後
報
告
期
日
前
の
事
業
譲
渡
の
許
容
は
、
討
議
草
案
・
参
事
官
草
案
・
政
府
草
案
で
も
維
持
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
改
正
法

に
結
実
し
た
。
即
ち
改
正
法
一
五
八
条
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
と
な
っ
た

(

改
正
部
分
に
傍
線
を
付
し
た)

。

一
五
八
条
【
決
定
前
の
措
置
】

�

倒
産
管
財
人
が
報
告
期
日
の
前
に
債
務
者
の
企
業
を
閉
鎖
又
は
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
債
権
者

委
員
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

管
財
人
は
、
債
権
者
委
員
会
の
決
議
の
前
に
又
は
こ
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
企
業
の
閉
鎖
若
し
く
は
譲
渡
の
前
に
、
債
務
者
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倒
産
裁
判
所
は
、
倒
産
財
団
が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
な
し
に
閉
鎖
又
は
譲
渡
を
報
告
期
日
ま
で
延
期
で
き
る
と
き
は
、
債
務
者
の
申
立
て

に
よ
り
、
管
財
人
の
審
尋
の
後
に
、
閉
鎖
又
は
譲
渡
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)
D
iskussionsentw

urf
des

B
undesm

inisterium
s
der

Justiz,
E
ntw

urf
eines

G
esetzes

zur
�
nderung

der
Insolvenzord-

nung,
des

B
� rgerlichen

G
esetzbuches

und
anderer

G
esetze

[

以
下D

iskussionsentw
urf

と
し
て
引
用].

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
閲
覧
可
能
で
あ
る

(http://w
w
w
.brak.de/seiten/pdf/G

esetzesentw
uerfe/inso.pdf

)

。
討
議
草
案
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
と

し
て
、Sabel,

�
nderungen

des
Insolvenzrechts

im
D
iskussionsentw

urf
eines

G
esetzes

zur
�
nderung

der
InsO

,des
B
G
B

und
anderer

G
esetze,

ZIP
2003,

781.

(

�)
D
iskussionsentw

urf,
a.a.O

.
(N

.
116),

A
llgem

eine
B
egr� ndung

2
(a)

(cc).

な
お
討
議
草
案
は
、
報
告
期
日
前
の
事
業
譲
渡

に
つ
い
て
も
認
め
て
い
る
。
討
議
草
案
第
一
章
一
九
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
書
と
同
旨
の
理
由
付
け
が

な
さ
れ
て
い
る
。D

iskussionsentw
urf,

a.a.O
.
(N

.
116),

B
egr� ndung

zu
N
um

m
er

19.

(

)
D
iskussionsentw

urf,
a.a.O

.
(N

.
116),

B
egr� ndung

zu
N
um

m
er

7.

(

�)
Stellungnahm

e
des

D
eutschen

R
ichterbundes

zu
dem

E
ntw

urf
eines

G
esetzes

zur
�
nderung

der
Insolvenzordnung,

des
B
� rgerlichen

G
esetzbuches

und
anderer

G
esetze,

N
r.4.

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
で
あ
る

(http://w
w
w
.drb.de/

cm
s/index.php?id=357)

。
手
続
開
始
前
に
事
業
譲
渡
を
認
め
る
こ
と
が
、
現
存
価
値
を
毀
損
せ
ず
に
よ
り
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
、
現
代

の
倒
産
法
の
目
的
設
定
に
合
致
す
る
と
説
い
て
い
る
。
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(Sequester)｣

の
法
的
地
位
・
権
限
を
巡
っ
て
議
論
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
た
。

当
初

(

第
一
期)

は
、
保
管
人
に
認
め
ら
れ
る
管
理
処
分
権
は
、(

否
認
権
や
未
履
行
双
務
契
約
の
処
理
に
関
す
る
権
限
を
除
い
て)

破
産
管
財
人
と
ほ
ぼ
同
等
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

(

第
一
章
第
四
節
第
一
款)

。
し
か
し
そ
の
後
の
議
論

(

第
二
期)

で
は
、
破

産
手
続
本
体
と
開
始
前
手
続
と
の
目
的
お
よ
び
手
続
構
造
の
差
異
を
考
慮
し
て
、
開
始
前
手
続
段
階
に
お
け
る
利
害
関
係
人
の
利
益
を

適
切
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
管
人
の
権
限
行
使
を
手
続
的
に
規
律
し
よ
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
た
。

代
表
的
な
二
説
を
見
る
と
、
ま
ずG

erhardt

は
、
倒
産
手
続
開
始
原
因
の
確
定
さ
れ
て
い
な
い
開
始
前
手
続
に
お
い
て
は
債
務
者

の
財
産
に
対
す
る
利
益
が
奪
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
財
産
の
従
来
の
目
的
に
合
致
し
て
い
な
い
よ
う
な
処
分
に
つ
い
て
は
債

務
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る

(

た
だ
し
、
債
権
者
集
会
・
債
権
者
委
員
会
の
関
与
が
予
定
さ
れ
て
い
る
清
算
措
置
に
つ
い
て
は
債
務
者

の
同
意
が
あ
っ
て
も
で
き
な
い)

、
と
す
る
。
ま
たK

och

は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
債
権
者
自
治
の
枠
組
み
を
開
始
前
手
続
の
法
律

状
態
に
則
し
て
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
債
権
者
集
会
・
債
権
者
委
員
会
の
各
権
限
に
属
す
る
措
置
を
分
類
し
た
上
で
、
保
管
人
の
権
限

行
使
を
規
律
す
る

(

以
上
、
第
一
章
第
四
節
第
二
款)

。

こ
の
よ
う
な
学
説
の
議
論
の
影
響
は
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
理
論
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
財
産
の
維
持
・
保
持
・

管
理
に
関
し
て
は
保
管
人
に
固
有
の
権
限
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
措
置

(

た
だ
し
最
終
的
状
態
を
も
た
ら
す
措
置
で
な
い
も
の)

に

つ
い
て
は
適
法
化
要
件

(

債
務
者
の
同
意
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
な
ど)

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

以
上
、
第
一
章
第
五

節)

。以
上
の
総
論
を
踏
ま
え
、
各
論
的
検
討
と
し
て
、
保
管
人
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
具
体
的
な
措
置
の
規
律
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
た

(

第
一
章
第
六
節)

。
企
業

[

業
務]

の
継
続
に
つ
い
て
は
、
管
理
の
一
環
と
し
て
保
管
人
の
固
有
の
権
限
か
ら
導
か
れ
る
と
説

く
者
が
多
い
。
他
方
、
企
業
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
最
終
的
な
状
態
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
債
権
者
自
治
事
項
を

先
取
り
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
極
的
な
見
解
が
多
く
、
例
外
的
に
認
め
る
と
し
て
も
実
体
的
・
手
続
的
に
厳
格
な
規
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U
hlenbruck

は
、
①
債
権
者
及
び
債
務
者
の
権
利
へ
の
著
し
い
侵
害
は
手
続
開
始
に
よ
っ
て
し
か
正
当
化
さ
れ
な
い
、
②
手
続
を
早
期
開
始

す
る
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
、
③
譲
受
希
望
者
に
は
手
続
開
始
前
に
は
譲
受
け
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
与
え
れ
ば
足
り
る
、
と
説
く
。

(
�)
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、P

ape,
�
nderungen

im
E
r� ffnungsverfahren

durch
das

G
esetz

zur
V
ereinfachung

des

Insolvenzverfahrens,
N
ZI

2007,
425,

430.

(

�)
Stephan,

D
as

InsO
_�

nderungsgesetz
2005

__D
ie

geplanten
N
euerungen

im
R
eferentenentw

urf
eines

G
esetzes

zur

�
nderung

der
Insolvenzordnung,

des
K
reditw

esengesetzes
und

anderer
G
esetze,

N
ZI

2004,
521,

524.

(

�)
E
hricke,

D
ie

�
nderungen

im
U
nternehm

ensinsolvenzrecht
nach

dem
R
efE

eines
G
esetzes

zur
�
nderung

der
InsO

,

des
K
W

G
und

anderer
G
esetze,

ZIP
2004,

2262,
2266.

(

�)
E
hricke,

a.a.O
.
(N

.
128).

(

�)

こ
の
他
に
も
、
参
事
官
草
案
の
下
で
の
解
釈
論
と
し
て
、
非
常
に
有
利
な
換
価
可
能
性
が
存
し
か
つ
換
価
に
よ
っ
て
暖
簾
が
維
持
さ
れ
る
場

合
、
あ
る
い
は
譲
渡
に
よ
っ
て
閉
鎖
を
回
避
で
き
る
場
合
に
、(

債
権
者
利
益
の
保
障
の
見
地
か
ら
の)

倒
産
裁
判
所
の
同
意
、
及
び
債
務
者

の
同
意
の
下
で
、
企
業
の
全
部
又
は
重
要
な
一
部
の
譲
渡
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
論
者
も
あ
る
。F

ritsche,
E
ntw

icklungstendenzen
der

Zustim
m
ungsverw

altung
nach

§§
21

A
bs.2

N
r.2

2.A
lt.,

22
A
bs.2

InsO
im

Insolvenzer� ffnungsverfahren,
D
ZW

IR

2005,
265,

269.

第
三
章

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
前
章
ま
で
の
ド
イ
ツ
法
の
検
討
を
総
括
し
た
上
で

(

一
な
い
し
三)

、
我
が
国
に
お
け
る
議
論
の
方
向
性
を
見
出
す
こ

と
に
す
る

(

四)

。

一

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
手
続
開
始
前
の
保
全
管
理
機
関
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
の
な
か
っ
た
Ｋ
Ｏ
の
時
代
か
ら
、｢

保
管
人

論 説
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き
、
例
え
ば
傷
み
や
す
い
物
品
の
緊
急
売
却
が
該
当
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は
、
旧
法
で
の
議
論
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

得
ら
れ
て
い
た
も
の
を
踏
ま
え
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
れ
以
上
の
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、(

事

業
譲
渡
を
も
許
容
す
る)

倒
産
法
委
員
会
の
立
場
か
ら
の
転
換
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

(

以
上
、
第
二
章
第
二
節
第

三
款)

。
以
上
の
立
法
者
の
立
場
を
踏
ま
え
つ
つ
、(

管
理
処
分
権
の
帰
属
す
る)

仮
倒
産
管
財
人
の
行
う
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
も
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
企
業
継
続
な
い
し
閉
鎖
に
つ
い
て
は
明
文
で
規
律
が
な
さ
れ
た
。
企
業
継
続
は
仮
倒
産
管
財
人
の
義
務
の

一
つ
と
な
り

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
二
条
一
項
二
文
二
号)

、
ま
た
企
業
閉
鎖
に
つ
い
て
は

｢

財
産
の
著
し
い
減
少
を
防
止
す
る
た
め｣

と
い

う
実
体
的
要
件
の
下
、
裁
判
所
の
許
可
と
い
う
手
続
的
要
件
を
具
備
す
れ
ば
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
二
条
一
項
二

文
二
号)

。
次
に
財
産
換
価
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
が
既
に

｢

傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却｣

を
典
型
例
と
し
て
呈
示
し
て
い
る
た
め
、

そ
れ
を
逸
脱
し
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
の
立
場
か
ら
は
最
も

か
け
離
れ
た
措
置
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
、
企
業
の
閉
鎖
に
関
す
る
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
二
二
条
一
項
二
文
二
号

を
類
推
し
て
、｢

債
務
者
財
産
保
全
の
た
め
に
絶
対
必
要｣

と
い
っ
た
実
体
的
要
件
の
下
、
倒
産
裁
判
所
の
許
可

(

あ
る
い
は
債
務
者

の
同
意)

と
い
っ
た
手
続
的
要
件
を
具
備
す
れ
ば
許
容
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
議
論
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

(

以
上
、
第
二
章
第
二

節
第
四
款)

。

仮
倒
産
管
財
人
の
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
近
時
の
倒
産
法
改
正
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
、
結
論
が
二
転
す
る
と
い
う
興
味
深
い
過

程
と
な
っ
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
書
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
財
産
権
保
障
・
債
権
者
の
権
利
保
障
が
重
視
さ
れ
、
開

始
手
続
に
お
い
て
は
そ
の
実
現
が
合
理
的
コ
ス
ト
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
消
極
の
立
場
が
採
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
討
議

草
案
で
は
、
早
期
か
つ
有
利
な
事
業
譲
渡
の
機
会
を
捉
え
る
必
要
性
か
ら
仮
倒
産
管
財
人
の
事
業
譲
渡
に
積
極
の
立
場
が
採
ら
れ
、
た

だ
し
債
務
者
の
利
益
保
護
の
観
点
か
ら
企
業
閉
鎖
と
同
一
の
厳
格
な
要
件
の
下
に
許
容
す
る
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
参
事
官
草
案
で
は
反
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律
を
要
す
る
と
い
う
立
論
が
有
力
で
あ
っ
た

(

以
上
、
第
一
章
第
六
節
第
一
款)

。
次
に
、
財
産
の
換
価
に
つ
い
て
は
、｢

傷
み
や
す
い

物
の
緊
急
売
却｣

を
通
常
の
管
理
の
枠
内
と
し
て
保
管
人
の
固
有
の
権
限
と
す
る
点
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
物
の

売
却
に
つ
い
て
は
、
実
体
的
・
手
続
的
に
一
定
の
規
律
を
課
す
る
議
論
が
有
力
で
あ
っ
た

(

以
上
、
第
一
章
第
六
節
第
二
款)

。
そ
し

て
事
業

[
営
業]

譲
渡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
最
終
的
な
状
態
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
債
権
者
自
治
を
潜
脱
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
管
人
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
が
学
説
上
多
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
は
、
保
管
人
に
よ
る

事
業
譲
渡
を
原
則
と
し
て
否
定
し
な
が
ら
、｢

破
産
手
続
開
始
が
確
実
に
予
測
さ
れ
か
つ
債
務
者
財
産
の
保
全
の
観
点
か
ら
絶
対
に
必

要
で
あ
る｣

と
い
う
要
件
を
具
備
す
る
場
合
、
も
し
く
は
債
務
者
の
同
意
と
い
う
要
件
を
具
備
す
る
場
合
に
は
、
保
管
人
に
よ
る
事
業

譲
渡
が
許
容
さ
れ
る
と
の
口
吻
を
示
す

(

以
上
、第
一
章
第
六
節
第
三
款)

。
こ
の
判
例
が
、
現
行
の
Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ
に
お
け
る
、
仮
倒
産
管

財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
の
許
容
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
嚆
矢
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

二

倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
に
お
い
て
は
、｢

仮
倒
産
管
財
人｣

と
い
う
機
関
の
新
設
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
権
限
は
、
債
務

者
に
課
す
処
分
権
制
限
の
程
度
に
相
関
し
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
が
課
さ
れ
る
場
合
に
は
完
全
な
処

分
権
が
仮
倒
産
管
財
人
に
帰
属
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
処
分
権
の
内
実
に
関
す
る
報
告
書
の
説
明
は
注
目
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
手
続
開
始
後
の
倒
産
管
財
人
と
同
様
の
手
続
的
規
律(

倒
産
裁
判
所
の
同
意
、
債
権
者
委
員
会
の
承
認)

の
下
で
事
業
譲
渡
を
、

仮
倒
産
管
財
人
が
な
し
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(
以
上
、
第
二
章
第
一
節)

。

三

一
九
九
四
年
倒
産
法

(

Ｉ
ｎ
ｓ
Ｏ)

に
お
い
て
も

｢
仮
倒
産
管
財
人｣

が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
権
限
も
、
倒
産
法
委
員
会
第
一

報
告
書
と
同
じ
く
、
債
務
者
に
課
す
処
分
権
制
限
の
程
度
に
応
じ
て
変
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止

が
課
さ
れ
る
場
合
に
は
債
務
者
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
が
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
管
理
処
分
権
の
内
実
は
、
立

法
者
の

倒
産
法
委
員
会
に
比
し
て

消
極
的
な
保
全
処
分
観
を
反
映
し
て
か
、
謙
抑
的
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
立
法
理

由
に
よ
れ
ば
、
仮
倒
産
管
財
人
は
手
続
開
始
に
関
す
る
裁
判
ま
で
の
財
産
保
全
に
必
要
な
限
り
で
管
理
処
分
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

論 説
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可
で
十
分
と
す
る
か)

、
②
債
権
者
の
手
続
保
障

(

仮
債
権
者
委
員
会
の
よ
う
な
組
織
を
想
定
す
る
か
、
そ
れ
と
も
裁
判
所
の
許
可
で

十
分
と
す
る
か)

、
と
い
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
は
、
問
題
と
な
る
具
体
的
措
置
に
則
し
て

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
重
要
な
措
置
で
あ
る
事
業
譲
渡
の
可
否
を
巡
っ
て
は
、
議
論
の
精
緻
化
を
必
要
と
す
る
。
更
に
、
そ
の

よ
う
な
手
続
的
規
律
に
、
実
体
的
規
律
を
ど
の
よ
う
に
絡
ま
せ
る
か
も
、
重
要
な
課
題
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
議
論
は
、
我
が
国
に
お
い
て
保
全
管
理
人
の
権
限
規
律

(

特
に
常
務
に
属
し
な
い
行
為
の
規
律)

を
考
え
る
上
で
、

一
定
の
指
針
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
序
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
時
は
会
社
更
生
法
下
の
解
釈
と
し
て
も
保
全
管
理
人
に

積
極
的
な
権
限
行
使
を
認
め
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

｢

裁
判
所
の
許
可

(

会
社
更
生
法
三
二
条
一
項
但
書)

を
得
れ
ば
あ

ら
ゆ
る
常
務
外
行
為
を
な
し
う
る｣

と
の
方
向
性
を
志
向
す
る
も
の
と
す
れ
ば
妥
当
で
は
な
い
。
手
続
開
始
決
定
前
の
利
害
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
の
実
体
的
、
手
続
的
規
律
を

(

解
釈
論
更
に
は
立
法
論
的
に)

検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
け
る
保
全
管
理
人
の
権
限
規
律
に
つ
き
、
今
後
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い

(

１)

。

注

(

１)

そ
の
嚆
矢
と
し
て
、
拙
稿

｢

倒
産
手
続
に
お
け
る
保
全
管
理
人
の
地
位
と
権
限

常
務
外
行
為
の
規
律
を
中
心
に｣

民
訴
雑
誌
五
五
号

(

二
〇
〇
九)

掲
載
予
定
、
同

｢

倒
産
手
続
に
お
け
る
保
全
管
理
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
に
つ
い
て｣

青
山
善
充
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集

(

二
〇

〇
九)

掲
載
予
定
。
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転
し
て
、
債
務
者
の
所
有
権
保
障
の
観
点
か
ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
と
同
様
の
消
極
的
立
場
が
採
ら
れ
、
こ
れ
が
二
〇
〇

七
年
改
正
法
の
立
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
改
正
法
を
受
け
て
も
、
仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
事
業
譲
渡
の
許
容
性
を
巡
る

議
論
は
終
息
の
気
配
を
見
せ
な
い

(

以
上
、
第
二
章
第
三
節)

。

四

保
管
人
・
仮
倒
産
管
財
人
を
包
含
す
る
意
味
で
の)

｢

仮
管
財
人｣

の
権
限
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
倒
産
手
続
の
理
念
を
背
景

に
し
た
各
人
の
保
全
処
分
観
が
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
は

(｢

破
産
の
破
産｣

の
解
決
を
期
待
し
て)

保
管
人
に
多
大
な
権

限
を
認
め
て
い
た

(
第
一
期
の)

論
者
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

(

第
二
期
の
論
者
に
よ
る)

保
全
処
分
の
元
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
っ

て
規
律
を
精
緻
に
し
よ
う
と
す
る
方
向
へ
の
揺
り
戻
し
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
と
現
行
倒
産
法
と
の
保
全
処

分
観
の
違
い
か
ら
来
る
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
業
譲
渡
を
巡
る
立
法
者
の
立
場
の

変
化
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
学
説
の
議
論
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
に
関
す
る
今
後
の
議
論
の
動
向
を

更
に
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
我
が
国
の
そ
れ
に
援
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
倒
産
法
制
度
・
倒
産
実
務
・
金
融
実
務
等
の
差
異
を
考

慮
す
れ
ば
、
慎
重
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
う
だ
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
参
照
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。

こ
と
に
、
仮
管
財
人
に
重
大
な
措
置
に
つ
き
権
限
行
使
を
認
め
る
際
に
手
続
開
始
前
の
関
係
人

(

債
務
者
・
債
権
者)

の
利
害
状
況
を

考
慮
し
、
そ
れ
に
則
し
た
手
続
保
障
を
考
え
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
議
論
の
視
座
は
、
手
続
申
立
後
開
始
決
定
前
の
法
律
状
態
に
関

す
る
評
価
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
法
律
上
は
い
ま
だ
倒
産
原
因
の
存
在
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
開
始
後
の
倒
産
手
続
の
前

段
階
で
も
あ
る
。
債
務
者
は
そ
の
財
産
管
理
処
分
権
を
剥
奪
さ
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
債
権
者
も
手
続
開
始
後
の
債
権
者
自
治
を
潜
脱

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
①
債
務
者
の
利
益

(
第
二
章
第
二
節
第
三
款
二
のP

ohlm
ann

の
表
現
を
借
り
れ
ば

｢

現
状
維
持
利
益｣)

と
、
②
債
権
者
の
利
益

(

同
じ
く

｢

価
値
維
持
利
益｣)
の
保
護
を
ど
の
よ
う
な
形
で
図
る
か
が
重
要
に
な
る
。

そ
の
場
合
に
、
①
債
務
者
の
手
続
保
障

(

債
務
者
の
同
意
を
要
件
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
債
務
者
の
聴
取
を
踏
ま
え
て
の
裁
判
所
の
許

論 説
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